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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　Ⅰ　筺の中から。







「お嬢さまヘリン」


　深海のような暗みに、ちかっ、と音がはじけた。


　声だ。


「お嬢じようさまってば」


　聞き覚えのある、おさない少女の声。


　レモングラスの香かおりのように凜りん如じよとして、それでいてどこか億おつ劫くうそうな。


「起きてください。あんまり意い地じ汚きたなく寝ねていると、お躰からだが」


「くずれて砂になってしまいますよ？」


　いつも耳にしてきた相手の口くち癖ぐせを、先取りしてつぶやいていた。


「……お目め醒ざめですか」


「うん。待って。目が」


「お静かに、ゆっくりと。瞼まぶたがやぶれると修理が手間です」


「うん」


　そろり、そろり、睫まつ毛げが上がり、ぼやけた風景が眼球の水すい晶しよう体たいに吸いこまれる。


　焦しよう点てんが合うまで、やや時間が必要だった。


「わたくしが視みえますか？　視覚は機能していますか？」


「ええ、アルマ・Ｖ」


　見なれた顔だ。


　黒よりも少し青みがかった紫し紺こんの髪かみは、雑なおかっぱが少し伸のびたようで、社交界に出る前の貴族の少年を思わせる。陶とう器きめいた皮ひ膚ふは、月光を浴びたような青白さ。


　だが、その部屋には、月明かりを導き入れる窓はない。


　四方は壁かべだ。それも、漆しつ喰くいのように味気ない、のっぺりとした材質だ。


　ユーフロジーヌは、その壁のひとつの面に、横おう臥がしている。というのはおかしな表現だが、柩ひつぎが壁へき面めんに立てかけてあるため、そこに仰あお向むけに身を寝かしたユーフロジーヌは、やや斜ななめ上を向いて直立したまま眠ねむっていたことになる。


「ここは？」


「さあ。シュトゥディオン家のお屋や敷しきでないことは、たしかですけど」


　アルマ・Ｖは、そっけなく頭を搔かいた。白い花弁をならべたような頭巾ヘツドドレスが揺ゆれる。理想的な北方ゲルマン民族の美び貌ぼうを、どこか不ふ機き嫌げんに見せているのは、目め尻じりの上がった涼すずしげな両眼のなかばまで落ちた瞼のせいだろう。


　十歳そこらの少女の風貌に、墨すみ色いろのスタンドカラーのツーピースとエプロンスカートという女中メイドのお仕着せが、不思議な職業的威い厳げんをあたえている。


「どうも、地下室のようですね」


「お墓？」


「こんなごちゃごちゃしたお墓はありませんよ」


　それはそうだ。もともとはかなりの広さがある部屋なのだろうが、あまりに雑然と物品がつめこまれているため、どこかの古いお城の物置のような有り様になっている。


　いや、実際、物置だという可能性は非常に高そうだった。


　ずらっと整列した木製の棚たなには、油紙やパラフィン紙をかぶった鳥や哺ほ乳にゆう類るいの剝はく製せい、鉱石、展てん翅しされた昆こん虫ちゆうの群れがひしめき、ホルマリンの満たされたガラス瓶びんの底には人体の一部や胎たい児じが沈しずんでいる。ユーフロジーヌの柩と同じように、壁に背を向けてたたずむ骨格標本、印字機タイポグラフイ、東洋風の甲かつ冑ちゆう、農耕機具、風変わりな家屋の模型、錬れん金きん術じゆつ師や医師御ご用よう達たしのアルコールランプやフラスコ、紐ひもでくくられた膨ぼう大だいな書物、複製らしいヴィーナスやダヴィデの裸ら像ぞう、絵画とおぼしい板状の包み、木箱。さらには、見たこともない奇き態たいな用具が数えきれないほど。


　ユーフロジーヌのものとは別に、柩と思われる矩く形けいの木箱もあった。それを目にして、最初、ここが地下墓地カタコンベか何かではないかと勘かん違ちがいしたのである。床ゆかに置かれているその筐はこは、すっかり埃ほこりをかぶり、もし実際に遺体を納めてあるとしたら、死者にとってはじつに不本意なあつかいだと、ユーフロジーヌはいくらかの親近感をもって思った。


「立てますか？」


「うん」


　ユーフロジーヌは、慎しん重ちように四し肢しの感覚をたしかめ、少し上体を前に傾かたむけた。


　すっ、と体重が前に移動する。


　自然に、右みぎ脚あしが床を踏ふんだ。次いで、左脚。


　絨じゆう毯たんのない、むき出しの床石がひやりと冷たい。裸足はだしだった。


「お躰に不具合はありませんか？」


「だいじょうぶみたい」


　永い休きゆう眠みんのせいだろう、いくらか筋肉が強こわばっており、関節の動きが硬かたいが、動くのに不自由はない。鼓こ膜まくも、鼻も、舌もある。


「そうですか。だいじょうぶですか。わたくしには、おなかにどでかい孔あなが開いてるように見えますが」


「え？　……あら、ほんとに」


　自分の躰を見おろして、びっくりした。


　夜の色をしたドレスの胸紐がほどかれ、あらわになった上半身の胸からへその上まで、中心線にそって、ぱっくりと肉が裂さけている。


「なんだかすーすーすると思ったら……」


　茶色く硬い紙でできた箱が山積している向こう側に、壁かけ鏡があったので、ちょっと背伸びして、姿を映してみる。


　二百年、慣れ親しんだ少女の姿。十四のときから変わらぬ、疵きずだらけの貌かお。


　目の下を横切る疵きず痕あとを、指でなでてみる。百足むかでのようなこの手術痕が躰じゅうにきざまれたのが、ちょうど十四のときだった。それまでは美しいと言われていたユーフロジーヌが、化け物と呼ばれはじめた、それが境目。この疵が。


　少し驚おどろいたのは、眠りにつく前にくらべて、風ふう体ていがやたらと貧ひん相そうになっていること。


　いつもきちんと結ゆいあげていた金きん髪ぱつは、ばさりと無造作に肩かたに流れ、首くび飾かざりや髪飾りもすべて失われている。一番のお気に入りだったドレスのフリルはところどころほつれ、シルク・オーガンディーの表地は安っぽいアニリン染せん料りようみたいに色あせ、高価なアイリッシュ・クロッシェレースは虫に喰くわれて蜘蛛くもの巣のよう。そして、タイツも靴くつもない。


「火事場からあわてて飛びだしたみたいね」


「ぼろっちくなっちゃいましたね」


　アルマは、ちっともなぐさめてくれない。歯に衣きぬ着せない子なのだ。


「それで、おなかの具合は」


「縫ぬい糸が切られてるみたい。だれがこんなひどいことを」


　せっかく、お父さまが──もちろん、やさしかった六人目の──が丁てい寧ねいに縫ほう合ごうしてくださったのに。


「中身はどうですか？」


「中身？　そういえば……ない」


「ちょっと失礼」


　服の懐ふところをさぐる要領で、おのれの胸を裂いた疵の中に手をつっこむユーフロジーヌを制して、アルマが両りよう腕うでを差しのばした。
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　ぐい、と力まかせに肉の裂け目を押しひろげ、胸きよう郭かくの内部をのぞきこむ。肋ろつ骨こつがみしみし音をたてた。


「きゃっ!?　だ、だめよ、壊こわれちゃう」


「痛みますか？」


「いいえ。でも……羞はずかしい」


「申し訳ありません。すぐ済みますので、我が慢まんなさいませ」


　その言葉どおり、侍じ女じよはすぐに手を離はなして、身を引いた。ひどく落らく胆たんした様子で。


「ないようですね」


「でしょう？　もう、乱暴よ」


「申し訳ありません」


　澄すまして謝罪したあと、さりげなく附ふ言げんする。


「……しかし、お嬢さまの内側なかが、あんなふうになっているとは。眼福でした」


「ば、馬ば鹿かっ」


　かあっ、と顔が灼やけた炭みたいになるほどの羞しゆう恥ちに、ユーフロジーヌはうつむいてしまう。


　お父さまにしか、見られたことなかったのに……。


　だが、アルマのほうは、すこぶる恬てん淡たんとしたもの。指であごをささえて、何やら思案顔だ。


「困りました。あれがないと、お嬢さまのお体が維い持じできません」


「死んじゃうの？」


「それはないでしょう。もうそれ以上、死にようがありませんから」


「そ、そのへんはもっと曖あい昧まいな表現でお願い」


「でも、事実ですから」


「そうだけど……わたしは生きてるつもりなのに」


　化け物だの悪あく魔まだのは言われ慣れているけれど、屍し体たい呼ばわりはさすがにこたえる。


　幼い侍女は、短く嘆たん息そくした。


「じゃあ、とにかく生きてるというか、人間と同じふうに活動しているとして」


　うん、うん、と満足げに首を上下させるユーフロジーヌ。


「あれが失われてしまうと、その活動に支障が生じると推測されます」


「どうなるの？」


「さあ。くずれて砂になってしまうか、腐くさって土に還かえるか、あるいは野の良ら犬や野良猫ねこが寄ってきて、動けなくなったお嬢じようさまをきれいに食べてくれるのか」


「いやっ。そんなのいやっ」


「ほかの生き物の生命をつなぐ糧かてとなるのです。すばらしい循じゆん環かんじゃないですか」


「でも、いやっ」


「ですよね」


　半泣きの主人をなだめるでもなく、アルマ・Ｖは冷淡に首しゆ肯こうした。


「とりあえず、取りもどすことを第一に考えましょう」


「そ、そうね。だれが盗ぬすんだのかわからないけれど、探して……」


「その労は不要です」


「なぜ？」


「わたくしが見ていましたから。賊ぞくの様子を」


「……は？」


　さらりと衝しよう撃げき的な報告を口にしたアルマは、あっけにとられるユーフロジーヌをよそに、スイス時計の針のように正確な歩運びで狭せま苦くるしい室内を移動し、木製の台座の上にちょこんと立った。


　何か、美術品か剝製のような置物の足もとをささえていたものだろう。金の塗と装そうがずいぶん剝はがれて、本来の威風がそこなわれてしまっているが、唐草模様アカンサスの彫ちよう刻こくが美しい。


「わたくしは、ここにいました」


　ユーフロジーヌがかりそめの寝台ベツドとしていた柩ひつぎの正面だが、ほかの雑多なものが間にあるため、視界は明めい瞭りようとはいえなそうだ。


「ご存じのように、わたくしもお嬢さまと同様、あのとき以来、自律活動をいっさい休止して、静物状態で時間をすごしておりました。わたくしが目め醒ざめるのは、お嬢さまのお体に異変があった場合、いってみれば防犯用の呼よび鈴りんみたいなものです」


　それで、アルマが先に起きたというわけだ。


「じゃあ、そのとき泥どろ棒ぼうをつかまえてくれたらよかったのに……」


「それは不可能です」


「なぜ？」


「簡単な理由です。わたくしは弱いのです。賊に立ち向かって組み伏ふせるとか、できません」


「………」


　そんなに堂々と言われても、とユーフロジーヌのほうが弱ってしまう。


「あくまで、わたくしは呼び鈴ですから。賊を撃げき退たいするのは、べつのものの仕事です」


「そういえば、コンラートやジョバンニは？　マルクル、フェルジナント、メルセデスは？」


　アルマと同じく、四代目のお父さまがお創つくりになった従僕ミニストリアーレたちの名前を羅ら列れつし、四辺に視線をめぐらせる。


　鋼はがねのように強く、吹雪ふぶきのように鋭えい利りで、老いた猫のように寡か黙もくな、護衛たち。外の人間ひとをおそれて暮らすユーフロジーヌを、いつも守ってくれていた。


　だれの姿もなかった。


「ここには、わたくしとお嬢さましかいません。どうやら、眠ねむっている間に、彼らとははぐれてしまったようですね。あるいは、売られた先がちがったのかも」


「あ、やめて。その話は」


　はげしい虚きよ脱だつ感を感じて、ユーフロジーヌはかたわらの木箱に両手をつき、がっくりとうなだれた。


　正直、あまり思い出したくはない記き憶おくだった。


「たしかに、厄やつ介かい払ばらい同然に、借金の抵てい当とうとして父親に叩たたき売られたなんて過去は、なかなか重いものがありますね」


「だから、その話は」


「ただでさえ、化け物だの、背教者だの、気持ち悪いだの、縫い疵だらけで雑ぞう巾きんみたいだの、世間にいじめ抜ぬかれて性格が暗いだの、ちょっと薫くん製せいっぽい匂においがするだの、さんざん言われてきたところに」


「そこまで言われたことは……」


「とどめは唯ゆい一いつの保護者に売りとばされてしまったとあっては、そりゃへこみもします」


「………」


　痛ましげに頰ほおに手を添そえ、首を振ふる侍女を、涙なみだぐんだ目で見すえながら、ユーフロジーヌは思った。けっきょく、わたしをへこませたいのは、この人なんじゃないかしら。


　しかし、一方で、事実は事実として受けいれざるをえない。


　放ほう蕩とう者の七代目シュトゥディオン男だん爵しやくが、新大陸で一いつ攫かく千せん金きんの起業に賭かけるべくして、二百年間〝男爵家の令嬢〟をしてきたユーフロジーヌとアルマたち〝創つくられた従僕〟を、金融商人ロンバルドに売ばい却きやくしてしまったのだ。まるで、宝石や絵画や彫刻のように。


　それ以前の、六人のお父さまたちはみんなやさしくて、学者や医者としても優ゆう秀しゆうで、代々、錬れん金きん術じゆつの権けん威いとしてのシュトゥディオン男爵の名声を高めてきたというのに、最後の当主がとんでもない若者だった。


　才能はあったのだ。六人目のお父さまが見込んで養子にした弟で子しなのだから。


　ただひとつ、賭かけ事ごとに目がないという欠点さえなければ、身を持ちくずして土地や家財を手放す必要もなかっただろうし、おかしな事業に手を出してアメリカ大陸へと移住しようなんて考えもしなかったにちがいない。


　その後、どういう経けい緯いで、だれの手に渡わたったのかは想像するしかないものの、今、この密閉された室内にいるのは、主あるじと侍女のふたりきり。それが事実だ。


「そういえば、ここはどこなのかしら」


「先ほども申しましたように、この部屋がどのような建築物のどのあたりに位置しているのかは、わたくしにもわかりません。ただひとつ、この土地が英国やプロイセンやフランスの領土ではないことだけは確かなようです」


「英国でもドイツでもないって、じゃあどこなの？」


「日本ヤーパンです」


「日本？　それはどのあたりの国？」


「欧おう州しゆうからみて、ロシアの向こう側、極東の島国」


　アルマの右手が、壁かべ際ぎわの高い棚たなに伸のびて、大きな地ち球きゆう儀ぎを指で突ついた。紙でできた球体がくるくると回転し、堆たい積せきしていた埃ほこりが舞まう。ふたたび、細く短い指が直径三十センチの惑わく星せいの表面を押さえ、高速の自転を止めた。


「ここです」


　曲面上に存在する縦長の列島が、人差し指に敷しかれていた。


　見たこともない文字に、〝ＪＡＰＡＮ〟とふりがながくっついている。


「まあ、こんな遠くに……でも、どうしてここだってわかるの？」


「少し勉強しましたので」


　床ゆかに積みかさねられた書しよ籍せきの一冊を、アルマは取って、主人に手渡した。


　ずいぶんと薄うすい書物だ。しかし、とてもいい紙を使っている。ボン・マルシェやハロッズのカタログ、もしくは『キャビネ・デ・モード』のようなファッション誌を立派にしたみたい。表紙など、つるつるしていて光こう沢たくがあり、驚おどろいたことに、女性の写真が大きく印刷されている。それも、色つきで。白黒モノクロームの写真に、あとから職人が色を染めたものとは、鮮せん明めいさが比ひ較かくにならない。まるで、本物の人間を平面に封ふうじこめたようだ。


　ページをめくると、同じような写真に、色とりどりの文字で説明らしい文章がつらねられていた。部分的には、英語やフランス語、ドイツ語なども散見される。被ひ写しや体たいとなっている人物の多くは東洋人だが、白人や黒人も少なくない。そのほかには風景や建築物、それに洋服や食品なども目についた。


「それはどうやら、国内向けの観光案内のようなもののようです。定期的に刊行されているらしく、同じ書名の本が何十冊もありました」


「日本という国は知らないけれど、とても進歩した文化をもっているみたい」


　この採光のきわめて悪い部屋を、真昼のように照らしているのは、天てん井じようにくっついた二本の棒みたいな照明だ。屋や敷しきで使っていたオイルランプやロンドン市内のガス灯なんて、足もとにもおよばない。きっと、すばらしい科学力を有しているのだろう。


「ええ。ですが、この国のみならず、世界全体が進歩したのだと思われます」


「どういうこと？」


「ここを」


　アルマは、本の最後のページ、奥付の部分を示した。


　発行年月日と思われるアラビア数字。


　２００２、12、30──二〇〇二年十二月三十日？


「……イスラム暦れきか何かかしら」


「月別カレンダーがありました。西欧のものと同じグレゴリウス暦です」


「それじゃあ、百年以上も」


「そうなりますね。この雑誌が今年のものとはかぎりませんが、おそらく五年内外でしょう。現在は、わたくしたちが眠りについた十九世紀ではなく、二十一世紀です」


「あら、まあ」


　常若の国テイル・ナ・ノーグの住人であるユーフロジーヌも、さすがに驚きあきれるほかない。自分の年ねん齢れいは二百歳少々だと思っていたら、知らないうちに、三百歳を超こえていたのだから。


　百年もたっていれば、それは遥よう遠えんなる異国に流されもするし、服もぼろぼろになるし、おなかを裂さかれて大切なものを盗まれもするにちがいない。


「んー、仕方ないわね」


「仕方ないですまさないでください。あれはお嬢じようさまに不可欠なものなのですよ？」


「そ、そうね。返してもらわないと」


「急ぎましょう。賊が遠くに逃にげないうちに」


「うん。でも」


「どうなさいました？」


「外の人間ひとたちはこわいわ。いつも、わたしを捕つかまえようとして」


「そんな弱気でどうするんですか。不死身の化け物ともあろう者が」


「……はげましてくれて……いるのよね？」


「もちろん。もっと自信をお持ちください。お嬢さまの手にかかれば、生身の人間など、腸詰めソーセージの材料のようなものです」


「その喩たとえはどうかと思うけれど、うん、でも、そうね、がんばらなきゃ」


「その意気です」


　言葉とは裏はらに、口調と表情には鼓こ舞ぶする気色もなく、アルマは肩かたから斜ななめにさげている大ぶりな布の鞄かばん──ひまわりのアプリケがかわいらしい──から、裁さい縫ほう道具を取りだした。


「善は急げですが、その前に、お嬢さま、ちょっとそこにおかけになってください」


「え？」


「おなかの疵きずを修理しておきましょう。本来なら、旦那だんなさまか侍じ女じよ長のコンスタンスがすべき仕事ですが、この際、わたくしで我が慢まんなさいませ」


「うん」


　ユーフロジーヌは素す直なおに、書きもの机ゼクレテイーアに腰こしかけて、侍女に作業をまかせた。


「すぐ済みますので、それまでこれを読んでお勉強を」


　ぽん、と手もとに投げられたのは、さっきの雑誌と、もう一冊は分厚い革かわ表紙の書物。和英辞典Japanese-English dictionary……わからなければ自分で調べろということらしい。


「読み書きは、ドイツ語かフランス語のほうが得意なのだけれど……」


「和独辞典、和仏辞典もありますよ。お望みなら、ラテン語、イタリア語、スペイン語も」


「うん。これでいい」


「それは重ちよう畳じようです」


　すでに、アルマの小さな手が、銀の太い針をすいすいと走らせている。


　痛みはない。その感覚を、ユーフロジーヌの肉体は、ヴェネツィアの研究室ラボラトリオの冷たい床に捨ててきたのだ。三百年の昔に。


　その床には、きっともっとたくさんのものが落ちてしまったのだ。


　血液や体温や、人間には欠かせない多くの臓器、それにドゥカーレ宮きゆう殿でんに出入りする人々と笑え顔がおで挨あい拶さつをかわし、リアルト橋をわたって朝市へ買いものに出かけ、日曜日には信心会スクオラにおもむき、ゴンドラに乗って鼻歌を沖おき風にささげ、内地の別荘ヴイツラでお友達といっしょに夏をすごす権利……あたりまえの生活。


　三百年、か……。


「はい、おしまいです」


「え？」


「縫ぬいおわりました。どうですか？」


「あ、ありがとう」


　と、お礼を述べてから、ユーフロジーヌは、ドレスの胸むな紐ひもを結ぼうとした手を止めた。


「……なんだか大ざっぱ」


「わたくしは不器用なものですから」


　やせた胸から腹にかけて、灰色じみた血の気のない皮ひ膚ふを縦断した裂れつ傷しようの上を、丈じよう夫ぶな凧たこ糸いとが、行儀の悪いミミズみたいに蛇だ行こうしている。むろん、お気に入りの鞄に道具をしまうアルマには、悪びれた様子もない。


「では、参りましょうか」


「う、うん」


　先にたって扉とびらに向かったアルマが、金属の把手ドアノブをつかんで、回す。


　が、動かない。


「鍵かぎがかかっているようです」


「これじゃないかしら」


　肩かた越ごしに腕うでをのばしたユーフロジーヌが、お椀わん形の把手の頭についたつまみをひねる。


　かしん、と小気味よい音がして、扉が向こう側に開き、アルマが前のめった。


　倒たおれこむ侍女の腰を、うしろからユーフロジーヌの両手がつかまえ、仔こ猫ねこでも運ぶように軽々と床に立たせた。


「気をつけて」


「……申し訳ありません」


　感謝の言葉とは裏はらに、どこか不服そうなのは、性しよう分ぶんなのか、あるいは照れているのか。小こ柄がらな彼女には大きすぎる肩がけ鞄の位置を直して、アルマは歩きだした。


　広々とした廊ろう下かだ。


　床は石せつ膏こうのような材質だが、よく研けん磨ました石材のようにつるつるしていて、足裏の皮膚に吸いつく。


「暗いですね」


「そう？」


「お嬢さまにはあまり関係ないのでしょうが、わたくしの目は赤外線インフラレツドを感知できませんので」


　アルマは、鞄から金属の筒つつのようなものを出して、それを前方に向けてかかげた。


　上部の突とつ起きを押すと、まばゆい光が闇やみを蒸発させ、通路の一部を白々とえぐり取った。


「きゃっ」


「お嬢さま！」


　驚いた侍女が振ふり返ったときには、ユーフロジーヌは梟ふくろうのように宙を舞い、五メートルも後方だろうか、ひたり、と両手足をついてしゃがみこんでいた。


　視界が白く灼やけている。


「な、何？　アルマ、何をしたの？」


「落ちついてください。だいじょうぶです。ただの電灯です。先ほどの物置で回収したものです。光が強すぎたのですね。申し訳ありません」


「そう……」


　アルマの説明と、調節によっていくぶん光量をさげた電灯にようやく安あん堵どし、獣けもののように身を低くしていたユーフロジーヌも、徐じよ々じよに膝ひざを伸のばした。


「視力のほうは？」


「うん、平気。もう慣れてきたから」


　回廊と呼ぶには、その通路は短すぎたかもしれない。


　筒状の電灯がつくる円形の風景の中に、すでに出口らしい観音開きの扉が見えている。


　施せ錠じようはされていたが、内側からでは解除するのに合い鍵の必要もない。ペンキ塗ぬりの鉄てつ扉ぴを、ユーフロジーヌは他愛なく押し開けた。


「階段？」


「階段ですね」


　階上へとつらなる長い階段が、今いる場所が地面の下であることを教えてくれる。


　昇のぼりはじめてまもなく、ユーフロジーヌの鼻び孔こうを、なつかしい匂においがくすぐった。土や植物や夜風の湿しめり気けや昆こん虫ちゆうの死し骸がいや雨ざらしの木材などの匂い、その粒りゆう子したち。


　百年ぶりの地上だ。





　階段を昇りきると、当然ながら、そこは建物の一階だった。


　壁かべの塗と装そうのこぼれ具合や床ゆかの摩ま耗もうから察するに、あまり新しい建造物とはいえない。


　地下室への階段は、建物の角に位置しているようで、折り返し、二階への上り階段へとつながっている。一階部分はコの字の形をした直線的な回廊で、左側の壁にはゴシック調の木製の扉が無骨にたたずみ、右側の窓からは、たおやかな月明かりが射さして、アルマの手にある人工の照明を不要物の地位に貶おとしめていた。


「どなたかのお屋敷という雰ふん囲い気きではないわね」


　役所か、さもなければオクスフォードの寄宿舎を思わせる。もちろん、そうした場所は写真でしか見たことはないが、よけいな装そう飾しよくを排はいした殺風景な造築が、どこか似ていた。


「学校だと思われます」


「そうなの？」


「この資料によりますと、キッカ……菊花大学ウニウエルシタス・キツカというそうです。敷地内に礼拝所があるところからすると、カソリック系の学校なのかもしれません。地図で見るところでは、今いるのはここですね」


　ぺらぺらした紙の大学案内──新入生や外来者向けのものだろうか──を広げて、ふたりは額を突つきあわせる。


「んー……だめ、読めない」


「そう思って、和英辞典を回収してきました。この建物は旧館、つまり今はあまり使われていない旧ふるい校舎です」


　そのほかに一号から八号まで、大小の校舎が敷しき地ち内に点在し、さらには体育館、図書館などという別館もある。


　中でも、アルマが注目したのは、学生寮りようだった。


「全寮制というわけではありませんが、一部の学生が起居する建物があるようです。賊ぞくの居場所は、そこだと見てまちがいないでしょう」


「それじゃあ、盗ぬすまれたものもそこに？」


「ええ、たぶん」


「でも、人間がいるのね？」


「それはまあ、当然」


「そう。じゃあ、お願いね、アルマ」


「はあ？」


　侍女の眉み間けんにきざまれた縦じわから、ユーフロジーヌは目をそらした。


「わ、わたしはここで待っているから、あなたが行って、取りもどしてきてちょうだい。ね？」


「ね？　ではなく」


　黒くろ髪かみを手て櫛ぐしで梳くしけずりながら、ふーっ、とアルマは長嘆たん息そく。


「くりかえしになりますが、わたくしは弱いのです。素す手での人間にさえ太刀たち打ちできるかどうか……その点、お嬢じようさまは獅子殺しリオンドールの異名で鳴らした怪かい力りき自慢」


「そんな異名で呼ばれたことは」


「相手が何人だろうと片手でひねりつぶせますし、死を知らぬお体なれば、矢でも鉄てつ砲ぽうでもカノン砲でも恐おそれるにたりません。ようするに、お嬢さまのお力が必要なのです」


「………」


　主従関係からも道義の点からも、なんだか納なつ得とくできないが、選せん択たくの余地はなさそうだ。


　アルマの幼い、しかし有う無むを言わさぬような硬こう質しつの美び貌ぼうを見ていると、そんな気にさせられる。


「……わかった」


　しばし両の眸めを伏ふせ、呼吸を鎮しずめてから、ユーフロジーヌはくちびるを嚙かみ、おもてを上げた。紅玉ルビーの双そう眸ぼうに、決意をたたえて。


　人間はおそろしい。


　今まで、かぞえきれないほどの襲しゆう撃げきを受け、住すみ処かを逐おわれ、罵ば倒とうされつづけてきた。


　だが、逃にげつづける怪物モンスターも、ときには勇気を奮わねばならぬことがある。


「往いきましょう、アルマ・Ｖ」


「はい、お嬢さま」


　颯さつ爽そうと歩みを進めるユーフロジーヌに、侍じ女じよがうやうやしく続いた。


　深しん更こう、無人の館内。ふたりきりの行軍。


　廊下の中間にある玄げん関かん口にさしかかったところで、厳いかめしげなユーフロジーヌの歩行が、ぴたりと凍こおりついた。


「……もう夜も遅おそいし、明日あしたにしたほうがいいんじゃないかしら？」


「お嬢さま」


「ほら、先方も、もう床とこについてらっしゃるでしょうし」


「相手を気づかってどうするんですか。それに、昼間はお嬢さまが出歩けないでしょうが」


「ううう……わかったわよぅ」


　真冬のようなアルマの視線と言葉に打ちのめされて、臆おく病びような令嬢は、駄だ々だっ子の表情で玄関のガラス扉に手をかけた。





　夜の空気はやさしい。


　ヨーロッパよりも湿しつ度どが高く、ひどく蒸むし暑いのに辟へき易えきするが、月光と虫の音はいつだってユーフロジーヌを歓かん迎げいしてくれる。


「季節は夏ね」


「ええ。日本は北半球ですから、当然、八月は夏です」


「もう。散文的ね」


「物理的な現象に神意や霊れい感かんを酌くむのは、詩人以外にとっては意味のないことです。迷めい信しんは目と精神を鈍にぶらせ、科学の恩おん恵けいをむやみに嫌けん忌きさせます」


　魔術使いマギの技アルテによって生を受けた魔物ドルーデの言葉とも思えないなぁ、とユーフロジーヌは胸の内で吐と息いきする。


「……何か？」


「う、ううん。なんでも」


「叙じよ情じよう的な季節感に想おもいめぐらすよりも、お嬢さま、今が夏であるということにもっと危機感を持っていただかないと」


「なぜ？」


「だって、腐くさってしまうじゃないですか」


「何が？」


「いや、お嬢さまが」


　はた、とユーフロジーヌの足が止まった。


「……そんな、生ものみたいに」


「というか、生ものですから」


　不安と不平の混在した主人の顔つきに気づかぬふりをして、侍女はすたすたと夜道を行く。


　街灯の下を歩く彼女のうしろ姿は、買いもの帰りの子供のよう。斜ななめに背を横ぎる大きな鞄かばんが、細っこい躰からだをちょっと右側に傾かたむけている。


　ややあってユーフロジーヌも、それを追うようにまた歩きだした。


「あら、方角がちがうんじゃないかしら」


「はい。少し寄り道を」


　ヴォクスホールの公園内の遊歩道のように緑ゆたかな道を、アルマは学生寮とはべつの向きへと折れた。


　着いた先は、広いガラス張りの入口をもった二階建ての建造物。地図によれば、図書館ということである。


「図書館なんかで何をするの？　急いでいたんじゃないの？」


「用兵は巧こう遅ちよりも拙せつ速そくを尊たつとぶといいますが、しかし、それは彼ひ我がの事情や状じよう況きようを熟知した上でのことです。今のわたくしたちは、この国、この時代のことを知らなすぎます。本来なら寸刻を惜おしむべき事態ですが……用意は周しゆう到とうにしておくに越こしたことはありません」


「ようするに、どういうこと？」


「ちょっと勉強しましょう」


「勉強……」


　これでもユーフロジーヌは、神聖ローマ帝てい国こくに属する領邦の血統ただしい貴族の娘むすめである。女性には教育は不要とされた時代であっても、神学、歴史、修辞、音楽、それに語学に関して、それなりの教育は受けてきたつもりだ。母国語であるドイツ語にくわえ、キリスト教世界の共通語とされていたラテン語の読み書きに不自由はない。それに永く暮らしたブルゴーニュのフランス語とヴェネツィアのイタリア語、イングランドの英語も、雑談をしていて相手の冗じよう談だんがわかる程度には理解しているつもりだ。


　もっとも、昼間は屋敷に閉じこもりきりで、ひたすら人目を避さけての生活では、せっかくの語学力も活用する機会にはめぐまれなかったわけだが。


「お嬢さま、お願いします」


「何を？」


「ここのところをぶち破ってしまってください」


　一面ガラスでできた壁へき面めんの一部、扉とびらの把とつ手ての近くを、アルマはこつこつ叩たたいた。


「えー。そんなことをしたら、ガラスが割れちゃう」


「だから、割ってください」


「他人のものを毀こわすのはよくないし、怪け我がをするかもしれないわ」


「だから、お嬢さまにお願いしているのです。わたくしは怪我をするのはいやですから」


「………」


「そう恨うらめしげなお顔をなさらないでください。わたくしとしても、お嬢さまのお体を危険にさらすのは心苦しいのです」


　うそだ。ぜったいうそだ。ユーフロジーヌはそう断定した。だって、ちっとも心苦しそうじゃないもの。


「ですが、合理的に考えて、わたくしよりもお嬢さまのほうが肉体的に頑がん強きようですし、膂りよ力りよくもありますし、万一、お怪我をなさっても痛みがありません」


「つまり、自分は危ないことはしたくないだけじゃ……」


「まあ、そうです」


　一いつ片ぺんの罪悪感もない態度というのは、たとえそれが理り不ふ尽じんなものであっても、変に威い圧あつ的に感じられるから不思議だ。話が通じないという困こん惑わくも手伝い、つい矛ほこを収めてしまう。





　手玉に取られてるなぁ、となさけなく思いつつユーフロジーヌはガラス扉に向きなおり、右みぎ腕うでを振ふりかぶった。


「お待ちください。これを」


「あ、はい」


　アルマに手て渡わたされたタオル地の布をガラス面に押し当て、さらに扉と床ゆかの隙間から新聞紙を入れて、防音につとめる。


　分厚い木製の扉をノックする要領で、少し強く拳こぶしを打ちつけてやると、透とう明めいな壁面が歯ぎしりして白い蜘蛛くもの巣を走らせた。剝はく離りした破は片へんが、床に敷しいた新聞紙の上に落ちて、それでもかなり耳ざわりな音を闇やみ夜よにまきちらした。


　が、その音おん響きようは、またたく間に粉ふん砕さいされてしまった。


　比ひ較かくにならないような猛もう烈れつな響ひびきが、建物の内部から雪崩なだれのように襲おそいかかってきたのだ。


「ななな何？　何？」


「どうやら、防犯装置のようです」


　百匹ぴきのライオンが金属をかきむしるようなけたたましい音の奔ほん流りゆうにも、アルマは眉まゆさえ動かさずに、扉の錠じよう前まえをはずし、玄関口をくぐった。


「あの、逃げたほうが……ま、待って」


「あわてないでください」


　わずかな照明が、がらんとした玄関ホールを、閉へい鎖さした劇場の舞ぶ台たいのように殺風景に見せている。ただし、その空間を縦横無む尽じんに乱らん舞ぶするベルの音が、すべての深しん沈ちんとした気配を引き裂さいているのだが。


　暫ざん時じ、ホールの四辺に目を配っていたアルマが、おもむろに一方の壁かべに歩み寄った。


　壁かべ際ぎわに立ち、背せ伸のびをして手をのばす彼女の頭上に、鍋なべを壁に張りつけたような形の赤いベルがある。それが音源だった。


「……お嬢じようさま」


　つま先立ちでがんばっていたアルマだが、どうしても手がベルにとどかないと悟さとったものか、振り向いて主あるじに呼びかけた。


「あれを毀してください」


「わたしでもとどかないわ」


「これを」


　侍女が示したのは、来訪者の立ち入りを規制するためのロープがかけられた支柱ポールだ。


　ユーフロジーヌはそれをつかみ、えい、と宙に一いつ閃せんした。


　ごきん、という重たい衝しよう撃げき音を最後に、はげしく振しん動どうしていた館内の空気が本来の寡か黙もくさを取りもどす。


　少し間をおいて、コンクリートの壁から引っぺがされたベルが、玄関口に近い受付のテーブル上に落下した。勤勉な警報者の姿は、無む惨ざんにひしゃげて見る影かげもない。


「さすがです、お嬢さま。ひとりで百人の聖堂騎士タンブリエを全ぜん滅めつさせ、時のローマ教皇ベネディクト十一世に悪あく魔まの化け身しんと名指しされただけはあります」


「そんなことしてないけれど……」


「でもまあ五、六十人くらいは殺してますよね」


「こ、殺してない。というか、その時代、まだわたし生まれてないし……」


　ひかえめなユーフロジーヌの反はん駁ばくを、アルマは歯し牙がにもかけずに、そそくさとホールの奥へと向かう。廊ろう下かに入るためには、鉄道の改札に似た格こう子し戸を通過しなくてはならないらしい。そこで、来館した人間をチェックでもするのだろう。


「ずいぶん厳重ね。ロンドンの貸本屋さんミユーデイーズとは大おお違ちがい」


「ガラス張りの入口や見通しのいいホールの結構からすると、治安が悪いようには思えませんが、学生のいたずらや貴重な書しよ籍せきの盗とう難なんを警けい戒かいしているのかもしれませんね」


　まくれ上がったスカートから下穿きドロワーズが丸見えなのも気にかけず、格子を乗り越えたアルマが、ぴょん、と向こう側の絨じゆう毯たんの上に降りた。


　侍じ女じよよりも背せ丈たけのあるユーフロジーヌは、さほどの苦労もなく障害物を越えて、あとに続く。


　薄うす闇やみに澎ほう湃はいとただよう、古い紙の匂におい。


　すばらしく広く、また整せい頓とんされた書しよ棚だなの列が、ふたりを無言で出で迎むかえた。


「信じられないくらいたくさんの本……」


「図書館ビブリオテークですから、あたりまえです」


「けれど、こんなに……この建物の中に何十万冊あるのかしら……四番目のお父さまの書しよ斎さいは公領で一番といわれていたけれど、ここはその何百倍も広いわ」


　規則正しく整列した本棚が、まるで無限に連続しているかのような錯さつ覚かくさえ起こす。知識と記録の海におぼれてしまいそうだ。


「製紙工業と印刷技術が発展して、書物がより廉れん価かなものとなった結果、社会全体に普ふ及きゆうしたものと推測されます。棚をごらんください。革かわ表紙がほとんどありません」


「そうね」


「おそらく書物は借りて読むものではなく、だれもが買って読むものとなり、さらには読み捨ての消費物に近い地位になったのではないかと。ミューディーズは廃はい業ぎようかもしれませんね」


「わたしが子供のころは、本は馬一頭よりも高価だったのに。一冊の聖書しか本がない村だってあったのよ」


「年寄りの思い出話は湿しめっぽくていけませんね」


「と、年寄り──!?」


「これを持っていてください」


　衝撃のあまり立ちすくんだユーフロジーヌの胸に、五、六冊の本が押しつけられた。本棚の間を歩きながら、アルマが抜ぬき取ってきたものだ。


　さらにアルマがあちこちの棚を回って、手際よく集めてきた書籍が、つぎつぎとユーフロジーヌの両手の上に積みかさねられていく。


「お嬢さま、何をぼーっと突つっ立ってらっしゃるのですか。時間は有限ですよ」


「え？　うん……」


　はっと我に立ち返り、案山子かかしから人間（のようなもの）にもどったユーフロジーヌの手中から、頭よりも高くなりかけていた紙の塔とうが音をたてて倒とう壊かいした。


「ちょ、ちょっと待、あたたたっ」


　なだれかかってきた本に脳天をぼこぼこ乱打されて、アルマがしゃがみこむ。


　ある異変に注意力を奪うばわれたユーフロジーヌは、その侍女の惨劇によって、ふたたび我を取りもどした。


「あ、ご、ごめんなさい」


「急に手をはなさないでくださいっ。わたしの躰からだはお嬢さまとちがって繊せん細さいなのです」


「ええーと、痛いの痛いの、飛んでいけー……」


「子供だましはけっこうです。痛みは飛んでいきませんから」


　頭頂部にやさしく円を描えがいた主人の手を払はらいのけ、アルマは紅潮した顔を上向けた。


「それで、何事ですか？」


「そ、そうよ。たいへん。人よ」


「人？　人間が来たのですか？」


「ええ。足音がする」


　身をかがめた主従両人の間にかわされた小声の会話は、まばゆい白光に断たちきられた。


　先刻、アルマが物置で入手したものと同じ、携けい帯たい用の照明器具が発するアーク燈とうのように強きよう烈れつなかがやきだ。


「あんたたち、そこで何してるんだ？」


　見つかった！


　人間に見つかってしまった！


　脊せき椎ついの芯しんを、戦せん慄りつが電気となって駆かけあがった。金色の髪かみが恐きよう怖ふにざわりと逆立つ。


「ふたりとも子供じゃないか。逃にげちゃだめだよ。警察を呼ぶからね」


　言葉はわからないが、声の質は高こう齢れいの男性のそれだ。


　網もう膜まくを灼やく光の向こうにうっすらと浮うかぶ人影が、無防備に近づいてくる。こちらが年若い少女ふたりだと確かく認にんして、窃せつ盗とう犯や悪質な学生の悪ふざけなどという可能性はないものと安心したのだろう。


　サーベルを腰こしにつるした官憲を想像していたユーフロジーヌは、その老人の凡ぼん庸ような服装──紳しん士しが出歩くにしてはみっともない恰かつ好こうだが──に、いくぶん緊きん張ちようをゆるめた。


　しかし、百年ぶりに邂かい逅こうした生身の人間である。


「その本……本を盗ぬすもうとしたのか？　売るつもりなら、パソコンがこんなにあるのに、どういった料りよう簡けんで？」


「その本？　盗もうと？　るつもり？　パソコンがこんなに？」


　アルマの口から、おうむ返しに日本語の断片がこぼれた。老人の言葉の意味を理解しての質問ではなく、相手の反応から少しでも情報を得たいという、とっさの判断だった。


「パソコンだよ、ほら。小学校にもあるだろう」


　不ふ審しんげに顔のしわをうごめかせ、眼鏡を指で上げてから、老人はかたわらの卓たく上じようにならんでいる白い箱を指で小こ突づいた。


「パソコン？」


「パソコン」


　アルマの指さし確認にうなずいてみせた老人の顔に、今度は小さな指先が移動した。


「パソコン？」


「ちがう。わたしはパソコンじゃない。三宅みやけ、三宅だ。この大学の職員」


「ミヤケダ？」


「三宅。だ、はいらないの。馬ば鹿かにしてるのか？　それとも頭のほうが……」


　辟へき易えきしたように頰ほおをなでた老人の表情が、急速に硬かたくなった。


「あんたら……日本人じゃないのか？　そっちの子は金きん髪ぱつだし……怪け我がしてるのかね？　よく見りゃあ裸足はだしで、いったいどうしたんだ？」


　老人の顔つきや声の調子にはいまだ強い警けい戒かい心しんがふくまれるものの、敵意はなく、むしろどこか気づかうような気色さえあることをユーフロジーヌは敏びん感かんに感じとった。


「悪い人じゃないみたい」


「いいえ、人間です。このままでは衛士を呼ばれ、やがて軍隊の類たぐいに突きだされるか、裁判もなしに処断されるか」


「話せばわかってもらえるかもしれないわ」


「話すにも言葉が通じないのですが……まあ、せっかくの情報源ですし、すぐに殺すのは惜おしいとはわたくしも思います」


「殺すだなんて、そんな」


「逃げられては元も子もないので、まずつかまえてください。抵てい抗こうするようでしたら、手足をへし折るくらいの措そ置ちはやむをえないでしょう。最悪、口さえきければ問題ありません」


「あの……わたしの話、聞いてる？」


　たぶん、聞いていないんだろうと思いつつ、そう問わずにはいられない。この侍女は、どうしてこう物ぶつ騒そうな方向に物事を持っていきたがるのか。ユーフロジーヌの桃もも色いろというには血色のよくない唇くちびるから、ふう、とため息がもれる。


　平和裡りの交こう渉しようをのぞんで心を痛める令嬢の細ほそ腕うでが、いきなり骨ばった指につかまれた。


「あんたたち、外国の人じゃあ、なおさらわたしの手にはあまる。ともかく警察を呼ばにゃならんから、ひとまず寮りようの管理人室のほうに……」


　老人の口から吐はき出される異い邦ほうの言葉は、もとよりユーフロジーヌにとって単なる音の羅ら列れつにすぎないが、今はそれさえ耳じ朶だを素す通どおりした。


　腕に感じる五本の指の圧力、それに手のひらの湿り気や体温が、ひどくおぞましい。


「は、はなしてください！」


　ほとんど生理的な反応にまかせて振ふりほどいた左手に、奇き妙みような手て応ごたえがあった。


「……あら？」


「えっ、手？」


　欧おう州しゆうの少女と東洋の老人の目線が、同じものに注がれた。
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　ユーフロジーヌの手首にからみつき、だらりとぶらさがった男の右腕に。


　肩かた口ぐちから骨ごとねじ切られた腕の傷口から、膨ぼう大だいな量の血液が噴ふん出しゆつして、灰色の絨毯を深い臙えん脂じ色に染め変えはじめた。


「わ……わっ」


「きゃっ、手、手、お返しします」


　血にまみれてくずおれる老人に向けて、ユーフロジーヌは彼自身の腕を抛ほうり投げた。


　ところで、かつて一八〇〇年代のロンドン動物園には、河か馬ばのオベイシュという人気者がいた。


　そのオベイシュが、飼育係の失態から逃げだしかけたことがある。そのとき、巨きよ体たいの突とつ進しんを受けとめて、檻おりの内に押しもどしたのが、ほかでもない、侍従のコンラートをお供に夜歩きしていたシュトゥディオン男だん爵しやく令嬢である。


　それほどの人間離ばなれした力で、その腕はもとの持ち主へと投げつけられたのだ。


　骨格の崩ほう壊かいする音が、きわめてはっきりと響ひびいた。


　みずからの拳こぶしによって顔面をくだかれた老人の体が、閲えつ覧らん室の入口まで吹ふき飛び、仰あお向むけに倒たおれた。頸けい骨こつが折れて、首が一回転している。


　残余のような筋肉の痙けい攣れんが、投げだした両足に不恰好なステップを踏ふませはじめた。


「あー……あのぅ……ご無事ですか？」


「なわけないでしょう。即そく死しもいいところですよ」


　老人の手から放たれ、床ゆかに転がって光の柱を振りまわしていた懐かい中ちゆう電灯を、あきれ顔のアルマが拾いあげた。


「やりすぎです、お嬢さま」


「わ、わざとじゃないの。わざとじゃ……」


「もう少し生かしておけば、貴重な情報を得られたはずですのに」


　そう苦言を述べながら、アルマは大の字になった死体の着衣をまさぐりはじめた。


「何やら、鍵かぎをたくさん持っています。役に立つでしょう。これは財さい布ふのようですね」


「アルマ・Ｖ、そんな死者を冒ぼう瀆とくするようなこと！」


「ご心配なく。ふつうの死者は、財布をとられても怒おこってつかみかかったりしません。それに、古来、戦場の屍しかばねからものを剝はぐのは騎き士しの慣習ならいですから」


　鍵束と平べったい長方形の札入れを自分の鞄かばんにしまいこむと、黒髪の少女は、先ほど老人との短い対話中に名前の出た〝パソコン〟の前に立った。


「この箱は何かの装置のようですが」


「こっちのボタンにローマ文字が書いてある。印字機タイポグラフイのようね」


　箱とは独立した板状の器具だ。押してみるが、なんの反応もない。


「壊こわれているのかしら」


「これが動力ではないかと思います」


　アルマの人差し指が、ＰＯＷＥＲという注意書きのあるボタンを押したとたん、その箱がある種の羽虫のような微び音おんを立てはじめた。


　驚おどろいて身を引くユーフロジーヌとはちがって、アルマの胆きもは据すわっている。


「動いたようです」


「ええ……光った！」


「光りましたね」


「音楽！　あ、文字が！」


「英語ですね。窓ウインドウズというのはなんのことでしょうか」


「ねえ、この文ぶん鎮ちんみたいな箱は……」


「ん……お嬢さま、それを」


　ユーフロジーヌが卓上にすべらせた小さなネズミマウスほどの箱を、アルマはやや強ごう引いんに取りあげた。


　それを動かす挙動に呼応するかのように、白く光る画面上の点が移動することに気づいたのだ。非常に高度な活動写真キネマトロープのような仕組みなのだろうか。


「わかってきました。このネズミ箱が入力端たん末まつなのです。そして、こちらの大きな箱が映像や音声によって出力する仕組みなのです。信じられない装置です」


　どうやらアルマは、その未知の器械に並み並みならぬ感興をさそわれたものらしい。椅い子すに腰かけて、本格的に操作にいどみはじめた。


　むろん、ユーフロジーヌにとってもこのような魔ま法ほうじみた箱は興味深いものである。エジプシャン・ホールでお客をよろこばせていたパノラマなどの比ではない、鮮せん明めいな映像がめまぐるしく変化する様子に目を奪うばわれた。


「あ、これ、ロンドンね。わたしの知っている街並みよ。議事堂ビツグベンの向かいに観覧車ができたのね……。こっちはパリのモンマルトル？　ぜんぜん知らない建物ばかり。シャンゼリゼの凱がい旋せん門もんの向こうに、大きな鉄の塔とうが建っているわ」


　そういう懐かい古こ的な楽しみもあるし、三百年も生きていながらついに目にすることがなかったローマのサン・ピエトロ寺院やコンスタンティノープルのブルーモスク、モスクワの聖ヴァシリー教会、エジプトのスフィンクス、そのほか多くの都市やアフリカのサバンナ、南米の密林、アジアの市場、それらの光景がモノクロームの写真に秘ひめていた色しき彩さいをはじめて知った。


　それから、さまざまな音楽をオルゴールのように奏かなでる機能も、この箱はそなえていた。しかも、その場で妖精インプスの楽団が演奏でもはじめたようにみごとな音で。


　ところが、アルマはそうした娯ご楽らく的な情報と比例して、刺し激げきの希き薄はくな文字の情報、とりわけこの日本という国の情勢や社会、歴史、文化などの堅かた苦くるしい記述を頻ひん繁ぱんに表示させるので、ほどなくユーフロジーヌは退たい屈くつになってしまった。


「そんな字ばかりでなくて、もっと写真や絵を見ましょうよ」


「だめです。楽しいことばかり追い求めると、阿あ呆ほうになります」


「いじわるなこと言うんだから……そういうからには、あなたはもう日本語くらいは簡単におぼえてしまったのでしょうね」


「はい。まず文法と基き礎そとなる単語八千語は」


「うそつきー」


「うそではありません」


　一いち概がいに誇こ張ちようといって非難しかねるのは、彼女の手指がめまぐるしく動き、パソコンの画面に映しだされる映像をつぎつぎと変転させ、貪どん欲よくに開かれた金色の眸が、流れる文字列をおそろしい速度で追っている、その姿に奇妙な説得力があるからだ。


　ちょうど、印字機で紙に文章をきざむように、淡たん々たんと情報が目から脳へと書き写されているように思える。


　同じ〝創つくられたもの〟でも、かつては人間であったユーフロジーヌより、もともと無機物の苗なえ床どこで産うぶ声ごえもなく形けい骸がいを得たアルマのほうが、器械装置とは相あい性しようがいいのかもしれない。


「報道が時間ごとに更こう新しんされているのには驚かされます。さっきは野球というスポーツの試合結果についての記事だったのが、今は傷害事件の速報になっています」


「この近くの事件ね」


「よくおわかりになりましたね？」


「わたしだって、阿呆ではありませんから」


　手を止め、わずかに感心したふうに眉まゆを上げたアルマに対して、ここぞとばかりに澄すまし顔で皮肉を送ってやる。


「この文字、パンフレットに書いてあるこの学校の住所と同じでしょう。見当がつくわ」


「なるほど。当てずっぽでしたか」


「推理と言って」


「内容が把は握あくできないのでは情報を利用できません。この大学とは同県内ですが、別の市の事件です。暴力団バイオレンス・コネクシヨンという、この国特有の犯罪組織に属する不ふ逞ていの徒が、職務質問をした巡じゆん査さに怪け我がをおわせて逃とう走そうしたそうです」


「治安が悪いのね……」


「そうでもありません。資料によれば、犯罪者の検挙率が世界一だそうです」


「そう。よかった」


「よくないでしょうが」


「へ？」


「考えてみてくださいませ。わたくしたちは、人間たちとは対立した存在なのですよ。人間社会が安定し、治安組織が優ゆう秀しゆうであればあるほど、われわれにとっては不利なのです」


　かつて、シュトゥディオン男爵は、早そう逝せいした一人娘むすめを魔道の技わざで蘇そ生せいさせ、教皇庁から指し弾だんされた。追つい糾きゆうの網あみを逃のがれながら、なんとか家系が断絶することがなかったのは、代々の男爵に受けつがれ、蓄ちく積せきされてきた知識を愛する庇ひ護ご者が常にいたからだ。


　それはヴェネツィアの交易商人たちであったり、フランス王であったり、ドイツの選せん帝てい侯こうであったりした。共通しているのは、いずれも教皇庁の権けん威い、つまりキリスト教世界の倫りん理り道徳に服するよりも、世せ俗ぞくにおける繁はん栄えいを重視する現実主義者だという点である。現実主義を標ひよう榜ぼうする支配者が、錬れん金きん術じゆつや不老不死に興味をもつとは矛む盾じゆんするようだが、それは当時としては最新の医い療りようや化学の研究でもあったのだ。


　とはいえ、ヨーロッパの文化の根底には、古代ローマの美意識とキリスト教の原罪という認にん識しきが満ちている。社会に生きるすべての人間が、唯ゆい一いつ、神にかわって人間に赦ゆるしをあたえることが可能とされた教会から見放され、死後、地じ獄ごくに堕おとされることを何よりおそれた。それは現世で栄えい華がをきわめた王侯貴族や富ふ豪ごうも、わが子を殺して餓うえをしのぐ生活を強しいられていた農民も同じだ。


　そうした強大な宗教的圧力を背景に、教会は中世以降、ヨーロッパでただひとつの安定した巨大組織を構築したのだ。国家という世俗の組織は、世の流れにしたがって統合、分ぶん裂れつをくりかえしたが、それにかかわらず、教会の組織はじつに首しゆ尾び一いつ貫かんして強きよう靭じんだった。邪じや魔まとなる者は、国境をこえて追いつめる力がある。


　たかが僻へき辺へんの男爵風ふ情ぜいが目をつけられて、何代も安あん泰たいでおられるはずはないのだが、うまい具合に、シュトゥディオン家の本領地はドイツ、神聖ローマ帝国の版図であった。


　神聖でなければ、ローマ的でもなく、帝国ですらない、とはヴォルテールの評であるが、往時の神聖ローマ帝国は、滅めつ亡ぼうした西ローマ帝国の後こう裔えいとしての〝帝国〟を名乗り、皇帝という地位はあったものの、実態は七選帝侯をはじめとする大小数百の諸侯の寄り合い所帯であり、ひとつの統一国家という認識はなかった。


　さらに、皇帝はあくまで選帝侯の合議によって選出されるという制度上、たとえば隣りん国ごくフランスのような絶対王権は根づかず、カソリック教会の地方管理職として巨大組織の末端をになうべき司教さえ、ドイツにおいては単なる世俗領主にすぎなかった。七選帝侯筆頭のマインツ大司教が、その典型であろう。そもそも帝国自体が、イタリアにおける皇帝党ギベツリーニと教皇党グエルフイの抗こう争そうに象しよう徴ちようされるように、聖と俗を股またにかけたローマ教皇庁との対決の歴史を負っているのだから、ドイツ地方での教会の影えい響きよう力は教圏けん内のほかの列国にくらべてきわめて微び弱じやくといえた。


　無数の諸侯が角かく逐ちくし、また皇帝と帝国議会を構成する貴族や都市代表たちが反目しあうという、二重の対立構造の隙間、そしてキリスト教会という組織力のおよばぬ空白にこそ、シュトゥディオン男爵とその娘は存在を許されていたのである。


　この二十一世紀の日本という国には、そのような土ど壌じよう、異物が目立たずにひそめるほどの混こん沌とんの暗がりがあるのだろうか。


「とても平和で、高度に統制され、情報に管理されている社会と見受けられます。島国ということもありますでしょうが、この国は異国人にたいして閉へい鎖さ的で、統計では移民や難民を受けいれる例が先進国の中では極端に少ないそうです」


「そのわりには、開放的だと思うけれど。この大学にしても、ヨーロッパに似ているし」


「キリスト教系の学校だということも関係しているかもしれませんが、どうやら、国自体がアメリカ合衆国に戦争でやぶれた結果、文化的な属国のような地位にあるようです。独立国ではありますが、アメリカの軍隊が駐ちゆう留りゆうしているなど、保護領に近いのかもしれません」


「アメリカ……」


「何をなさっているのですか、お嬢じようさま」


　ふらふらと浮ふ遊ゆう霊れいのようによろめき、本ほん棚だなに手をついて体重をささえたユーフロジーヌは、うなだれていた頭をあげた。


「耐たえているの」


「七番目の旦那だんなさまのことですか？　いいかげんに立ち直ってください」


　アメリカという地名には、思い出したくない記き憶おくが断たちがたく結びついている。あのお父さまが移住を決意したくらいだから、きっと無節操な国にちがいない。


「アメリカ人は実利的な気質で、道徳や宗教的な建前よりも自分たちの利益を重んじる傾けい向こうにありますので、この国も同じような風潮だと思われます。無宗教の国らしいですから、以前のように瀆神アンチ・クライストの咎とがを受ける心配はないでしょうが、自然科学の観点から、お嬢さまのお体が興味をひくということはじゅうぶんにありうることです」


「フランス皇帝のように？」


「はい。ナポレオン・ボナパルトは神を軽かろんじ、ローマ教皇の戴たい冠かんを受けずに皇帝を僭せん称しようした大それた英えい雄ゆうです。彼は、旦那さまとお嬢さまを捕とらえて宗教裁判にかけるためでなく、ただ実利の面からシュトゥディオン家の秘ひ蹟せきをもとめていました」


　死者の園そのから常とこ世よにもどった少女の肉体の秘密、それを究明すれば、医療に革命的な発展をもたらすことができるかもしれない。錬金術の大家パラケルススが近世以前の医療に大きく貢こう献けんし、医療先進国ドイツの祖となった以上の成果だろう、死を駆く逐ちくする技術というのは。


「でも、お父さまも悪いわ。フランスから勝手にあれを持ち帰ってしまったのだもの」


　ドレスの生き地じの上から胸の縫ほう合ごう痕あとをなでるユーフロジーヌの指を、アルマの猫ねこじみた金眼が見つめる。


　ギリシア人が創つくり、エジプトで発見され、フランスに運ばれ、ドイツの少女の肉体に埋うめられた魔術の蘊うん奥おう。しかし今、それはそこにはない。


「早く、取り返さねばなりませんね」


「ええ。あれがないと、どうも……」


「お体に変調が？」


「ううん。肩かたが凝こるのよ」


　照れ笑いをこぼしつつ、こきこきと肩関節を鳴らすユーフロジーヌの所作に、一いつ瞬しゆん、引き締しまったアルマの表情が弛し緩かんした。


「……あれは関節痛の湿しつ布ぷや膏こう薬やくとはちがいます」


「本当にあれがあると体の調子がいいのよー。動きがなめらかというか、足あし腰こしが軽いというか」


　人差し指をたてたユーフロジーヌが、効能に関して真しん剣けんに主張するのを聞くでもなしに、アルマはパソコンの画面に表示された画像に目をもどした。


　色つきで描えがかれた地図の一部だ。


　灰色は街区、水色は河か川せん、そして森林を緑色であらわしているらしいのだが、今、画面のほとんどを占しめているのは緑色であった。等高線の数字をみると、低い山地である。


　丘きゆう陵りようの起き伏ふくにそって蛇だ行こうする一本の道路と、それに沿う小川のほかに、灰色の領域がわずかに二ヶ所ある。


　ひとつは山頂。縮尺の度合いからして、街や村落というには狭せますぎる。


「ここが、この大学です」


「山のてっぺんにあるの？」


「そのようです。パンフレットの地図ではわかりにくかったのですが、どうやら、ずいぶんと辺へん鄙ぴな場所に位置しているらしいですね」


「こっちは？」


　ユーフロジーヌの指が、もう一ヶ所、大学からはいくらか離はなれたところにある灰色の地点をつついた。


「そちらは、ただの街だと思われます」


　ちょうど、山のふもとであろう。近くを鉄道の路線が横切っており、駅名が記されている。その周辺に、小さな宿場町か商店街のようなものが形成されているらしい。


　大学からは、直線距きよ離りにして、四、五キロといったところだろうか。けっして近いとはいえない。しかも、道は一本きりで、右に左にと曲がりくねった坂道だ。


「登ったり下りたりはたいへんそうねぇ」


「毎日、山を登り下りしないために、学生寮りようがあるのだと思います。もっとも、大半の学生は通学してくるのだと思いますが」


「わざわざ、こんな山の上に学校を創らなくてもいいのに」


「それは、こちらの大学案内に説明がありました」


　手て渡わたされたパンフレットを開いてみるものの、ユーフロジーヌは眉と口をゆがめて固まってしまう。


「だから……読めないのっ」


「そうでした。うっかりしておりました」


　どう考えても、わざとだとしか思えない。じつに嫌いや味みだ。


「この大学は、カソリック系の法人が運営しているそうで、この場所がキリシタン殉じゆん教きようの地であるため、意図的に選んだようです」


「キリシタンってなぁに？」


「この国における信徒の旧称です。かつてキリスト教は迫はく害がいされており、多くの司祭や信徒が死に追いやられた模様です。ここもその処しよ刑けい地のひとつなのでしょう」


「それで、敷しき地ちに教会があるのね」


「その教会が建こん立りゆうされたのはほんの七十年前、大学が設立されたのちです。そのころにはキリスト教も公認されていたはずですから」


「めでたし、めでたし、ね」


「もっとも、キリスト教が国教というわけではありませんので、教師も学生も職員も、カソリック、オーソドキシー、プロテスタント、いずれの教徒もほぼ皆かい無むのようですが」


　感興薄うすい口こう吻ふんでそう述べて、アルマはふたたび地図を見やった。


「歴史的背景はともかくとしまして、この大学の地理的条件は、わたくしたちにとっては有利といえます」


　大学とふもとの街との距離を考えれば、ほとんど陸の孤こ島とうといってよい。道なかばに農村などがあるでもなく、大学の敷地は周辺社会から隔かく絶ぜつしている。


　多少の騒さわぎを起こしたところで、すぐさま警官や野次馬が飛んでくるというような事態は避さけられそうだ。


　現在、この構内にどれほどの人間がいるかは不明であるが、刻限を考えれば、そう多くはあるまい。大学案内のカレンダーによれば、夏期休きゆう暇か中ということでもある。


「効率よく仕事を運べば、外部にもれることなく賊ぞくどもを抹まつ殺さつできるかもしれません」


「抹殺とか、こわいこと言わないで」


「では、闇やみに葬ほうむる、と言いかえます」


「よけい悪者っぽい……」


　不意に地図が消えた。さらに二、三度、書物のページをめくるように画面を切りかえてから、アルマは時刻を確認し、電源を落とした。


　きゅん、と妙みような音をひいて、画像が一点に吸いこまれ、黒いガラス面にもどる。


　最後に表示されていたのは、この大学の内部資料、学生寮に寄宿している人物の名めい簿ぼだ。


「とても必要充じゆう分ぶんではありませんが、最低限の情報は手に入れました。書物を渉しよう猟りようする手間がはぶけて、短時間ですんだのはこの器械のおかげですね」


「わたしにはまだ魔ま法ほうの箱のようだけれど」


「初歩的な使い方さえ理解すれば、非常に有用なシステムです。いずれ、お教えいたしますが、とくに検けん索さくという機能は便利です。──お嬢さま、少しかがんでください」


　椅い子すから立ちあがったアルマが、鞄かばんのベルトを直しながら、軽く手招きした。


「なあに？」


「失礼します」


　言われるままに小腰をかがめたユーフロジーヌの唇くちびると、つま先立ちになったアルマの唇が密着した。


「………！」


　息を呑のんで、ユーフロジーヌは四し肢しを硬こう直ちよくさせる。ぬるっと口こう腔こうに侵しん入にゆうしてきた少女の舌先から、何かが分離して、喉のどにすべり落ちていくのが感じられた。


　と同時に、侍じ女じよの体がすばやく離れた。半歩退ひいて、膝ひざをかかえるように座りこんだ彼女の黒くろ髪かみを、突とつ風ぷうがざわめかせる。


「いやっ」


　羞しゆう恥ちの悲鳴とともに、間かん一いつ髪ぱつ、アルマの頭上を通過した二本の腕うでが、卓たく上じようのパソコンに強きよう烈れつな掌しよう打だをくわえた。壁かべに激げき突とつした樹じゆ脂し素材の殻からが花のように割れ、小さな爆ばく発はつがガラスの破は片へんを散らす。


「……われながら、賢けん明めいな判断でした」


　断末魔の火花を飛ばしている器械の骸むくろを一いち瞥べつし、しかつめらしい顔で膝をのばすアルマを、ユーフロジーヌは真っ赤になって難なん詰きつした。


「なっ、何？　何をしたの!?」


「接せつ吻ぷんです」


「それはそうだけど！」


「少々、乱暴な方法ですが、お許しください。わたくしとお嬢じようさまでは規格がことなりますので、互ご換かん性は薄いと思われますが、ある程度の情報が移植できれば儲もうけものです」


「なんの話？」


「首しゆ尾びよく運べば、じきにわかります」


　あいかわらずの子供あつかいに、ユーフロジーヌはふてくされてしまう。どうせ、説明してもわからないと甘く見られているのだ。


「アルマ・Ｖ、あなたは昔から、そういう人よね」


「なんの話です？」
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「教えない」


　つん、とそっぽを向いてやり返すユーフロジーヌの様子に、アルマは少し不分明そうに眉まゆ根ねを寄せただけで、特別の感情を示さなかった。昔から、そういう人なのだ。


　ユーフロジーヌは机に浅くおしりを乗せて、アルマの動きをじっと目で追う。


　彼女の小さい体には、何か目的ある者の淡たん泊ぱくな動作がよく似合うのだ。出入口のそばに行き、そこに横おう臥がしている老人の死体を懐かい中ちゆう電灯で照らして、入念に観察しては何やら思案するふうであったが、ややあって肩がけ鞄を床ゆかに置くと、エプロンの帯を解ほどきはじめた。


　鞄の上に、きちんと折りたたんだ真っ白なエプロンがかさねられ、つづいて墨すみ色いろのお仕着せの襟えりのうしろにあるホックに指がかかったところで、とうとうユーフロジーヌは我が慢まんできなくなった。


「服を脱ぬぐの？」


「はい。残っている制服はこれだけでしたので、やぶれたら難なん儀ぎします」


「ええと……お風ふ呂ろ？」


「いえ、食事です」


「ごはん？」


　ユーフロジーヌの頸くびが、十三度ばかり右に傾けい斜しやした。長い髪かみになかば隠かくれた顔は、裸はだかでごはん？　という疑問そのままを表している。


　四人めのお父さまが、死にとらわれたユーフロジーヌの肉体を再活性した技術を応用して、生物に似たものを人造生産することに成功したのは、かれこれ二百年も前だ。体が弱く、すぐに死んでしまった最初の侍女ユーディット、執しつ事じのフェルジナント、衛士のコンラートにマルクル、女騎き士しメルセデス、侍女長コンスタンス……彼らの中ではアルマ・Ｖは新参だが、それでも百年以上ともに起居してきた。


　しかし、そこは貴族の主従関係であるから、いかに親密でも、同じテーブルで食しよく餐さんをともにすることはなかった。第一、ユーフロジーヌには生物的な意味での食欲もなければ、栄養を摂せつ取しゆしなくてはならないという肉体的条件もないので、ことさら他人の食生活には無関心なのである。


　よそのことは知らないけれど、世間の人もごはんを食べるときは服を脱ぐのかしら、と悩なやんでいるうちに、もう少女の体をつつんでいた布はすべて取り去られていた。


「ド、下穿きドロワーズも脱いだの？」


「はい。そんなにまじまじとご覧になっても、おもしろくありませんよ」


「まじ、まじ、まじまじと見てなんか！」


　ユーフロジーヌの裏返った声を、アルマはくるりと背で受けた。すっきりとした腰こしから両りよう脚あしにかけての輪りん郭かくが美しい。瘦やせてはいるが、幼い少女ならではの魚のようななめらかさを帯びた裸ら身しんが、聖せい壇だんに拝はい跪きするようにひざまずいた。


　青みがかった磁器を思わせる肌はだが、みにくい老人の遺い骸がいにおおいかぶさる。


　ユーフロジーヌの呼気がかすかに震ふるえた。


　想像をこえた〝食事〟の光景だ。




　Ⅱ　学生寮。







　学生寮りようは、大学の敷地のはずれに位置している。


　三階建ての鉄筋コンクリート建築で、窓の数から想像すると、五十室ほどの規模だろう。オクスフォードやケンブリッジの寮にくらべて味気ない外観だが、そのぶん新しい。


「裏側はすぐ森なのね」


「キャンパス自体が小高い山の上にひろがっているため、周囲はほとんど森林です。来年からはゴルフ場の開発がはじまるそうですが」


「学生さんのほかに人は住んでいないの？」


「このあたりに民家はありません。先ほどの地図で見ましたように、山をくだったところに鉄道の駅がありますので、その近きん隣りんが商店街として発展しているようです」


「通いの学生さんたちは、そこから毎日、歩いてのぼってくるのかしら」


「商店街からこの大学までは、徒歩ではかなりの距きよ離りです。乗り合い馬車オムニビユスのような自動車の便が往復しているので、みなそれを利用しているのでしょう。休暇中は、その自動車の便も運行していないらしいですが」


　ユーフロジーヌの問いに応じるのは、しわがれた老人の声だ。


　腕をもぎ取られ、頭ず蓋がいをくだかれて死んだはずの三宅みやけが、五体満足な姿でそこにいる。ただし、着衣は血で汚よごれたものではなく、倉庫にあった作業着だ。


「服がちがうと、あやしまれないかしら」


「なんとかごまかしてみます」


「そうね。あなたは口が上手だものね」


「それは誉ほめ言葉だと、好意的に受けとっておきます」


　むしろ、弁が立ちすぎるのが問題かもしれない。いくら外見が同じでも、仕し種ぐさや会話の癖くせまでは模も倣ほうしきれるものではない。ましてや、日本語である。


「気をつけてね、アルマ・Ｖ」


「ご心配なく。それより、手はずどおりにお願いします」


　やはり中身は、いつものアルマだ。しかし、そう感じられるのは、普ふ段だんの彼女を知っており、先刻の〝食事〟を目まの当たりにしたからこそであり、これから出会うであろう人間たちにはそのような知識はない。


　生き物の肉を消化して、みずからの体をその形に造りかえる能力など──。


　内部に魔ま性しようの少女を秘ひめた老人は、玄げん関かんから堂々と寮へと入った。深夜のことなので、施せ錠じようされていたが、管理人用の鍵かぎ束たばがある。


　彼の姿が玄関の照明に溶とけこんだのを見とどけて、ユーフロジーヌはその場から移動した。裏の勝手口にまわり、植えこみのプランターに腰をおろして、あとは待つ。


　夏虫の鳴き声だけを供に、ひとりきりですごす時間だが、退たい屈くつすることはなさそうだ。


　なぜなら、森林から浸しみだす濃こい冥闇やみに支配された無人の大学構内とはべつに、ある景色が視みえているから。


　真昼のように鮮せん明めいな屋内の様子が、はっきりと頭に再生されている。


　少々、揺ゆれがはげしいのが難点だが、ポケットの中からの視点では、それもやむをえない。


「それにしても、こんな使い方は気がつかなかったわ」


　目玉を取りはずして、それを他人に持ち運んでもらうと、居ながらにして他所よその風景を視みることができるなんて。紐ひもでつながっているわけでもないのに、じつに不思議だ。


　アルマによれば、視覚情報を不可視の波に変へん換かんして送り、こちらの頭で映像として再構築しているというのだけれど、一種の交こう霊れいのようなものだろうか。距離が遠すぎたり、壁のような遮しや蔽へい物があまり多いと、うまく機能しないらしい。


「この体って、案外、便利なのかも」


　今まで、こうした状じよう況きように置かれたことはないので機会はなかったが、身体からだの末まつ端たんを切ったりつないだりしても平気なばかりか、場合によってはこういう応用も可能なのだ。


　手もとに鏡がないとき、髪を結ゆったり衣い装しようをあわせるのが楽かもしれない。


　ただ、慣れないうちは、分離した眼球が捕ほ捉そくする映像と、体のほうに残ったもう一方の目に映るものとが、頭の中でごちゃごちゃになって混乱するのが困りものだ。これは瞼まぶたを閉じて体のほうの視覚を抛ほう棄きすることで克こく服ふくできる。


　それはそうとして、作業着の胸ポケットからの視点は、順調に寮内を移行していく。


　玄関脇わきに管理人室という部屋があった。今、アルマが容よう貌ぼうを借りている、三宅老人が学校から貸たい与よされている部屋なのだろう。畳たたみという東アジア固有の敷しき物ものの上に、ちゃぶ台というこれもこの国に独特の食しよく卓たくがあり、あとはテレビジョンや冷れい暖だん房ぼう機などの近代的な利器が目についた。


「炊事場キツチンとお手洗いレストルームがあるから、ワンルーム・タイプね。もし都内の物件だったら、お家賃は七万円前後かしら」


　向こうの音声が伝わってこないのがものたりなくて、ユーフロジーヌは映像に自分で解説をくわえることにした。さっき図書館で勉強したことの復習にもなる。


　視界がぐるりと入れかわり、一方の壁かべに向かった。日本の民族衣装である浴衣ゆかたを身につけた女性の写真は、カレンダーと一組になっているらしい。その横に、何かの表が貼はってある。


　寮の部屋割りだ。


「あまり繁はん盛じようしていないみたい……」


　室数は五十近くなのだが、入居者の名前が記されているのは、全体の三分の二程度、しかもすべて二人部屋らしいのに、ほとんどはひとりの学生の占せん有ゆうにまかされている。


「なぜ、色が二種類あるのかしら？」


　部屋割り表は紙ではなく、白い板に塗と料りようで書かれている。そして、学生の名前の部分が小さな札になっていて、釘くぎにひっかけてあるのだが、その文字が、あるものは赤であり、べつのものは黒である。


　アルマ、つまり老人の腕うでがのびて、名札のひとつを裏返した。そちらにも同じ名前がある。表は赤で、裏が黒の文字だ。


「わかった！　これは点呼のための仕組みね。寮にいる人と外出している人が一目でわかるようになっているんだわ」


　そうなると、今、建物の内部にいる人数や名前、部屋の位置も、おのずから闡せん明めいである。


　丁てい寧ねいなことに、表の余白部分には「黒──在、赤──不在」という註ちゆう釈しやくがあった。


　在寮中の学生の名前は、以下のとおりだ。





　鴨かも志し田だ沙さ也や香か　社会学部大学院一年　１０１号室


　皆みな川がわ由ゆ衣い　文学部二年　１１１号室


　阿あ部べ昌まさ弘ひろ　文学部二年　２０８号室


　須す藤どう裕ゆう紀き　文学部二年　２１０号室


　東あずま浩ひろし　文学部二年　３０７号室





　人数が極端に少ないのは、今がちょうど長期休きゆう暇かにあたり、大半の学生が帰省しているためだろう。夏、冬、春と毎年三度も一ヶ月前後の休暇が与あたえられるというのだから、この国の学生はさぞや怠たい惰だにちがいない。


「それにしても、ご婦人と殿との方がたとが同じ屋根の下でくらしているなんて……」


　一応、一階部分が女子学生、階上が男子学生と定められているようだが、自由奔ほん放ぽうというか、破は廉れん恥ちというか。


　隣接する女子寮が改装工事中であり、臨時の措そ置ちで空き部屋を利用しているのだとは、ユーフロジーヌも知らない。


　視界が動いて、管理人室を出た。


　一階の廊ろう下かを素す通どおりし、階段を三階までのぼる。


　行き先はわかっている。３０７号室。外から見て、そこだけに明かりが灯ともっていたのだ。


「……なんだか気分が……」


　もともとよくないユーフロジーヌの顔色が、いよいよ悪くなった。景色がはげしく揺れる上、自分の意志にかまわず場面がころころ変へん遷せんするため、酔よってしまったらしい。


　目をつぶっていれば収まるかと思ったが、それができない。作業着のポケットの中で転がっているのは、むき出しの眼球なのだ。瞼を閉じようがない。


「い、意外な弱点……」


　立てた両りよう膝ひざに額を乗せるような姿勢で、力なく両腕を垂れるユーフロジーヌ。


　胃はただの空くう洞どうのはずなのに、吐はき気けがあるのはどうしたわけだろう。





　一方、同じころ、彼女の忠実（ではないかもしれないが）な下僕であるアルマ・Ｖは、今は老ろう爺やのそれである足を三階の廊下に進めていた。


　３０７号の部屋番号がある扉とびらの前に立ち、鍵束を手にとる。


　いや、不要だろう。


「東さん、起きていますか？」


「──はい」


　ノックして呼びかけてやると、ほどなく返事があった。


「三宅です。少しよろしいですか」


「管理人さん？」


　錠が回る音がして、ひどく慎しん重ちように開かれたドアの隙間から、居住者が顔をのぞかせた。


　頰ほお肉に埋うまった細い両眼が、眼鏡の向こうから上目づかいにこちらをうかがっている。べったりと脂あぶらで額にへばりついている頭とう髪はつは、伸のび放題だ。


　東洋人は概がいして小しよう軀くであるが、そうした人種的特質を考慮しても、男性としては背の高いほうではないだろう。縦に不足している長さを、横の幅はばで補っている印象がある。


　その恰かつ幅ぷくのいい腹の上に、女の子がいた。


　正確には、女の子の絵だ。緑色の髪かみをした少女で、ウェイトレスの恰好をして、猫ねこのような耳をしている。日本趣味ジヤポネスク的な戯ぎ画が化なのか、顔に対して目がすこぶる大きい。


　彼女に見覚えがある。老人の口端のしわが深くなった。


　あの地下倉庫で、ユーフロジーヌの胸を裂さいた盗ぬすっ人とだ。雑多な備品が邪じや魔まをして面相をはっきり確かく認にんすることはできなかったが、彼女の笑え顔がおは見み間ま違ちがうことはない。


「……あなたでしたか」


「な、なんのことです？」


　わかりやすい反応だ。小心者なのだろう。


「心当たりがありませんか？　わたしは管理人として、あなたにお尋たずねせねばならないことがいくつかあります」


「意味がわからないんですけど」


「今夜、旧館の地下室に行きましたね？　ちがいますか？」


「あれは……」


「ここではなんですので、下に行きましょう」


　みずからの非ひ違いを自覚している相手から主導権を奪うばうことはたやすい。おだやかに、しかし有う無むをいわせぬ態度で命令してやれば、逆らうことはまずない。


　とりわけ、この東浩のような気の弱い若者は、言い訳を考えるだけで手いっぱいだろう。


　なぜ、わざわざ階下までつれ出されなければならないのか、そこで何が待っているのか、そんなことには考え及およばない。


「あれは、ぼくだけでやったんじゃないんです。ほかの連中だっていっしょに行ったんだから……言いだしたのも阿部くんだし……鍵を持ちだしたのも……」


　つれだって階段をおりる間も、ひたすら弁明につくすばかりだ。


「みんなというと、今いる学生全員で共きよう謀ぼうしたということですか？」


「共謀というか、その場の乗りというか……せっかく伊い織おりさんが情報提供してくれたんだし、噂うわさをたしかめてみようと」


「伊織？　噂とはどんな？」


「あれっ、知りませんか。有名な話ですけど……あの地下室にしまい込まれた美術品やら骨こつ董とうの中に、戦前の日本軍が軍資金を金きん塊かいにして隠かくしてあるって。伊織さんは、その手の都市伝説の研究をしてネットで公開してる人です」


　なるほど。好こう奇き心しんに衝つき動かされての、学生たちの宝探しだったわけだ。


　金塊はなかったが、かわりにとんでもない宝を持ち去ってくれたものである。


「あの、管理人室じゃあ？」


「いえ、こちらです」


　一階に着いたところで、管理人室のある玄げん関かん側ではなく反対の裏口へと足を向ける三宅に、東は不ふ吉きつな疑問をいだいたようだ。


「け、警察だけは勘かん弁べんにょ」


「にょ？」


「と、取り調べとかカツ丼どんとか指し紋もん採取とか……マジ勘弁ですにょ。第一、ぼくだけ逮捕タイーホなんて、ふ、不公平にょ」


「警察など呼んでいません。こちらとしても騒さわぎになるのは不本意ですし。……にょ？」


「ああ、すいません。動どう揺ようして、ついネジコ口調になってしまいました」


「ネジコ？」


「このネコミミガールです。目からドリル！」


　東はなぜか上じよう機き嫌げんで、Ｔシャツの裾すそをつまみ、ぐいっと横に張って誇こ示じしてみせた。


　引きのばされたネジコの顔は、何やら苦しそうでもある。


「目からドリルは出ないでしょう。生き物なのだから」


「ギャグですよ。ジャパニメーション・ジョークですよ」


「……最近の若者の趣しゆ味み趣向には疎そ遠えんなもので」


「ズコー」


　おかしなかけ声にあわせて、若者の肥満した体が大きく躍やく動どうした。両手をあげて、右みぎ脚あしを前に出し、上体を反りかえらせた姿勢で、ぴたり、と静止する。


「……？」


「ズ、ズコー」


「……何かの儀ぎ式しきですか？」


「いや……こけてるんですよ」


「どうして今、転てん倒とうする必要があるのですか？」


「古き良き昭和から連綿と継けい承しようされてきた、我が国伝統の国民的リアクションじゃないですか。場の緊きん張ちようをなごませる万ばん能のうのエスプリ！」


　この国の文化的な約束事のひとつなのだろうか。路ろ傍ぼうで知友と出会った紳しん士しが、たがいに帽ぼう子しの鍔つばに触ふれて挨あい拶さつするような。


「あらためて、ズコー」


「ズコー」


　外見にそぐわぬ軽快な動きで、先ほどのポーズをくりかえしてみせる東に呼応して、同じ恰好をしてやる。しわ深い三宅の面相の裏で、アルマの精神はあくまで冷れい淡たんだ。


「気がすみましたか？」


「はい……」


　反応の冷たさに意気消しよう沈ちんした東を先導して、ふたたび裏口に向かう三宅老人の足を凍こおらせたのは、スリッパの底と床ゆか面めんとの摩ま擦さつ音に前後して背後から投じられた声だ。


「あれー？　東くん、どうしたのー？」


　舌ったらずの女児めいた口調は、眠ねむ気けのためか、語ご尾びがだらしなく伸びている。


　水色の寝ね間ま着きに、ジャージの上着をはおった少女──年ねん齢れいは二十歳はたち前後だろうが、顔つきは非常に幼く見えた。薄うすい栗くり色いろの髪かみは、前髪が短く、襟えり足あしは長い。


「み、皆川さん」


　喉のどにスコーンでもつまらせたように、東が吃きつ音おんを発した。にきび跡あとだらけの顔に朱しゆがのぼっているのを見ると、女友達との不意の遭そう逢ほうにあわてているのか、そもそも女性そのものに対して不慣れなのか。


　皆川という名前は、管理人室の部屋割りにあった。たしか、皆川由衣。二年次の学生だ。ふっくらした唇くちびると大きな目が魅み力りよく的だ。が、それにもまして、肉感的な肢し体たい、わけても胸の豊満さが注意をひく。


「管理人さんも、どうしたんですかー。こんな夜よ更ふけに」


「いえ、少々」


「皆川さんこそ、ど、どうしたの？」


　想定外の事態に、三宅の言葉もつまったが、期せずして東が話わ柄へいをそらしてくれた。


「ラウンジに携けい帯たい忘れちゃってさー。さっき旧館の物置から帰ってきたとき……」


「あーと。皆川さん、皆川さん」


　東の両手が空気をわらわらとこねまわした。無許可で地下倉庫を物色したことを管理人の眼前で話されたくないのだろう。これから事情をきかれる身でもある。


　皆川由衣は無む邪じや気きな気き性しようのようだが、さすがに軽けい率そつさに気づいた。


「あ、そっか。それで東くん、管理人さんに呼ばれて……もしかして、ばれちゃった？」


「ばれたとか、そういうことはまだ……」


「わかった。あたしもお供しよう」


　ぶるん、とゆたかな乳ち房ぶさが揺ゆれた。腰こしに手をあてて、由衣は仁に王おう立だちだ。


「み、皆川さん」


「だってー。あれはあたしら全員でやったことだもん。東くんだけお説教受けるのは法律的にも納なつ得とくいかん。管理人さん、なんなら全員起こしてきましょうか？」


「その必要はありません。あなたも今は、お部屋におもどりください。明朝、あらためてお話をうかがいますので」


　予定にない人物の介かい入にゆうは困る。


　人間をふたり。ただ殺すだけならば、ユーフロジーヌにとっては容易な仕事だ。が、それ以外のことが面倒である。東浩を問いただす手前、皆川由衣は邪魔だ。のちのちのことを思えば、ここでまとめて始末しておくのが上首尾ではあるが、時間的にも状じよう況きよう的にもむずかしい。なんといっても、ここは人間どもの巣そう窟くつだ。


　そして、重要なことは、人間を凌りよう駕がする力をもっているのはユーフロジーヌであり、アルマは非力な存在だということだ。今、こうして外形を模造して人間の群れの内部にもぐりこみ、巧たくみに欺あざむいてはいるものの、これは餓が虎この前に身を置いているにひとしい。


　善意で動く人間を説き伏ふせるのは骨が折れる。なんとか、皆川由衣を部屋に帰し、東浩のみをともなって裏口を出たとき、すでに時間は予定を大きく上まわっていた。


「ど、どうして、わざわざ外に……」


　もう何度もくりかえされてきた疑問が、東の口からこぼれ落ちた。


　たしかに不自然であるし、不安でもあろう。無断で空き巣まがいのことを働いたという負い目がなければ、いくら弱気な青年でも、ここまで従順についてきたかどうか。


「あまり他人には見られたくないもので」





　自分の目に酔よって、花か壇だんの縁ふちに座りこんでいたユーフロジーヌは、接近してくる気配にようやく面おもてをあげた。病人のように青ざめている。


「うー……死んでるのに、こんな苦しい思いをするなんて……」


　納得いかない、と不平を続けかけて、失言に気づいた。あわてて、首を左右に振ふりまわす。


「死んでない、死んでない」


　レゾンデートル以前の葛かつ藤とうに胸こがすよりも、今はやらねばならないことがある。


　ふたりぶんの歩行音が近づいてくる。汗あせの臭しゆう気き、やや荒あらい呼吸音──アルマにつれられて来る人間は緊張しているらしい。一方のアルマは、歩速も気息も、まるで器械のように味気ない。いつもどおりだ。


　分ぶん離りした右目がとらえる屋内の映像が、廊ろう下かを直進し、裏口の扉とびらにたどりついた。


　ユーフロジーヌはすばやく扉の横の壁かべにへばりついた。


　アルマの──老人の腕うでがドアノブをつかみ、回転させ、押した。


　軽いアルミ合金のドアが、外側に向けて開いた。


「ど、どうして、わざわざ外に……」


「あまり他人には見られたくないもので」


　その会話を耳にするより前に、打ちあわせどおり、ユーフロジーヌは動いていた。


　目的は、アルマが誘さそいだした人間をすみやかに、殺さず捕とらえること。


「たあっ」


　やや及および腰ごしなかけ声とともに、扉の陰かげから飛びだしたユーフロジーヌの両腕が、男の胴どう体たいをしっかりと抱だきつかんだ。力の加減がむずかしい。人間の体はもろいのだ。


「う、動かないでください。つぶれちゃいます」


「……つぶされては困ります」


「あら？」


　我が手で捕らえた相手の姿を確かく認にんして、ユーフロジーヌはきょとんとした。


　管理人の三宅、ようするにアルマ・Ｖの仏ぶつ頂ちよう面づらが、ほんの五センチの距きよ離りにある。


　鷲わし鼻ばな気味の老人の鼻が、肩かた越ごしに、もうひとりの人物を示した。


「つかまえるのは、わたくしではなく、あちらです」


　東浩はこのとき、判断を誤った。


　人間に害なす前々世紀の妖物ベステイオがふたり、意図せずに再会の抱ほう擁ようを交かわしている間に、廊下に取って返すべきだったのだ。あとも見ずに、全力で。


　しかし現実には、彼は茫ぼう然ぜん自失の態ていでそこに釘くぎづけになり、ユーフロジーヌは物干し竿ざおにかけたシーツを巻きとるよりも簡単に、青年の肥満した両手首をにぎることができた。


「つかまえました」


「あ……ひっ！　ひっ！」


「ど、どうも」


　せいいっぱいの愛想笑いをつくるユーフロジーヌと向かいあった東は、雌めすに求愛する鳥のような奇き怪かいな悲鳴をあげては、発ほつ作さ的に身をねじった。どうやら腕を振りほどいて逃にげようとしているらしいのだが、腕わん力りよくがちがう。くねくねと腰が動き、頭が揺れるばかりで、何やら踊おどっているようでもある。


「こ、こんな……放して……こんな馬ば鹿かな……あの剝はく製せいが……の、呪のろいが」


「落ちつきなさい」


　アルマの声が、清せい澄ちような少女のそれにもどっている。いや、声だけではない。


「お嬢じようさま……その男を放しませんように」


　どこか苦しげにゆがんだ老人の顔面が、くずれ落ちた。さながら、水分を含ふくみすぎたパン生き地じが、重力に負けて崩ほう壊かいするように、目鼻がずるりと動いたのだ。


　同時に、体が前ぜん傾けいして、地べたに四よつん這ばいになった。


「ア、アルマ！」


「時間切れです。体組織の変成臨界……現在の形状を維い持じできません」


　四し半はん刻とき前、図書館で目もく撃げきした変化と同様のそれが、老人の肉体におとずれていた。


　楽器の弦げんをはじいたときに似た音がする。体表がおそろしい速度で振しん動どうしているのだ。発する熱が、人間なら汗にあたる老ろう廃はい物を蒸発させ、湯気をたてている。薬品めいた匂におい。


　変化の方向は、図書館のときとは逆だ。肉の質量が熱として発散され、大きな男性の骨格がみるみる収縮していく。


「……おわりました」


　時間にして一分ほどだったろうか。地面から顔をあげたのは、十歳前後の怜れい悧りな少女。ぶかぶかになってしまった作業着の襟元から、白い石のような鎖さ骨こつがのぞいている。


　濡ぬれた前髪を指でよけたアルマ・Ｖが、怪け訝げんそうに眉まゆを動かした。


「お嬢さま、それは折れているのでは？」


「え？」


　ユーフロジーヌがにぎりしめた東浩の両腕の、手首から先の部分が、だらりと五指を真下に向けている。肉が紫むらさき色いろに変色し、内出血しているのがわかった。


「あ、ごめんなさいっ。つい力を入れてしまって……だ、だいじょうぶですか？」


「だいじょうぶではありません。半失神状態です」


　白目をむき、真っ青になった青年の顔面は脂あぶら汗あせでてらてらと光り、わずかに動く唇が泡あわにまみれている。半ズボンキユロツトが重く湿しめって、舗ほ装そう路に水たまりがあることに、ユーフロジーヌは気づいた。


「あら、この人」


「失禁していますね。無理もありませんが」


「と、殿との方がたがこういう失態をなさったときは、やっぱり見て見ぬふりをしたほうが礼法にかなっているのかしら」


「いや、礼れい儀ぎ作法に悩なやんでいる場合では」


　侍じ女じよの変身の様相にわれを忘れ、ユーフロジーヌが強く両手をにぎっていた一分間、東はおそらく幾いく度どとなく苦く悶もんの叫さけびをあげていたにちがいないのだ。


　学生たちが目を醒さました可能性は、じゅうぶんに考えられる。


「お嬢さま、わたくしの荷物はどちらに？」


「ええと、そこに」


　煉れん瓦がづくりの花壇に置かれている鞄かばんに駆かけよったアルマは、小さなガラス瓶びんを手にとって、それを東の鼻の下に持っていった。


「それはなあに？」


「標本用のホルマリンです。物置にあったものを回収してきました。変質していなければ、気つけに使えるはずです」


　瓶の蓋ふたを少しずらしてやると、気化した薬液が鼻び孔こうを刺し激げきし、ユーフロジーヌにささえられた若者の口からうめき声をしぼり出させた。


「時間がないので、手短に質問をします。正直に答えれば、これ以上の危害をくわえることはしません」


「ゆ、許して……医者を……医者はどこだ」


「お嬢さまのお体から奪うばいとったものはどこにあるのですか？」


「知らない……助けて」


「知らないはずはありません。先ほど、あなたはお嬢さまを見て、あの剝はく製せい、と口にしました。あの物置に足を踏ふみ入れただけでなく、お休みになっていたお嬢さまを間近に見たはずです。剝製だと思ったのは、胸の縫ほう合ごうを解いて、胸きよう郭かくを見たからでしょう」


「……ちがうんだよ。たしかに変な石ころを盗とったけど、もう持ってないんだ……」


「では、今はだれが？」


「……鴨志田先せん輩ぱい」


「院生の鴨志田沙也香。たしかですね？」


「うそじゃないよ。鴨志田先輩はこういうオカルトとか好きな人だから……一晩貸してほしいって言われて……あの人も、伊織さんのサイトの常連で……」


「なるほど」


　その伊織という人物が情報源だとすると、彼、もしくは彼女はユーフロジーヌの秘密を知っていたことになる。百年前の英国で行方ゆくえ不明になった少女の素す性じようが、どういう伝説になって、この極東の国に流る布ふしているのだろうか。


「まさか……まさか本当に呪いがあるなんて……マージ・マジ・マジでありえないよ」


「呪い？」


「あの地下室には死体があって……もしも扉を開けると……」


「呪われると？　なんて非科学的な」


「あら、アルマ。そんな言いぐさ失礼よ。インドのことわざに、郷ごうに入っては郷にしたがえっていうわ。野や蛮ばんな俗ぞく信しんにも敬意をはらわなくちゃ」


「お嬢さまのほうが失礼だと思います。それから、それは中国チヤイナのことわざです」


「し、知ってるもの！　知っていたけど、わざとまちがえたんだもの！」


「わざとって、お嬢さま」


　頰ほおを真っ赤にして懸けん命めいに訴うつたえるユーフロジーヌに、出来のよくない教え子をもった家庭教師の視線が注がれる。


　皮肉なことだが、このときのユーフロジーヌの叫びが、決定的だった。


「もーっ。さっきからうるさいよー。東くんでしょ？」


　不意の抗こう議ぎは、意想の裏をついた近距離から聞こえた。


　ほぼ同じ瞬しゆん間かんに、ぱっと点ともった室内灯の明かりによって、あたりの闇やみが濃のう度どを落とす。


　さすがに、ぎょっとして首をめぐらせたアルマ・Ｖの琥こ珀はくの眸めに、一階の窓からこちらをにらみつける皆川由衣の寝ね間ま着き姿が映った。


　うかつだった。彼女の部屋は１１１号室。在ざい寮りよう中の学生の中では、もっともこの裏口に近い部屋に寝ね起おきしているのだ。その上、ほんの十分ほど前に廊下で会ったばかりで、睡すい眠みんも浅かったのだろう。


「お嬢さま！」


「に、逃げるのね？」


「その前に、この人間を殺してください」


「へ？　けれど、正直に教えてくれたら何もしないって、さっき」


「そんな約束を守る必要はありません」


「卑ひ怯きよう者っ」


　と、人差し指を鼻の頭に突つきつけられても、アルマの鉄面皮にはひびも入らない。


「卑怯とか、そういうことでなく、これは戦略です。弱者にはこうした奇き計けいも必要なのです。第一、彼をこのまま仲間のもとに返せば、われわれの情報をあたえることになりかねません……って、お嬢さま、もう手を離はなしていますね」


　おそろしい拘こう束そく者から解放された東は、もう開けっぱなしのドアの向こうを走っていた。走るというより、転ばないように進むのがせいいっぱいという有り様だ。骨折した両手首が、山羊やぎの乳を満たした牧童の革かわ袋ぶくろみたいにぶらぶらしている。


「だれか……助けて。救急車を」


「東くん!?」


　廊ろう下かに面した扉とびらのひとつが開いて、顔を出した皆川由衣が、友人の無む惨ざんな姿に息を呑のんだ。


　窓から外をのぞいたところで、明るい室内からでは夜闇が邪じや魔まをして様子はわからない。植えこみの繁はん茂もも視界をさえぎっている。そこで外に出て、じかに状じよう況きようをたしかめようとした矢先、東と出くわしたのだろう。


「お嬢さま。今が最後のチャンスです。ほかの人間が起きださないうちに、どうか」


「んもう……わかりました」


　渋しぶ々しぶ、ユーフロジーヌは侍女の嘆たん願がんを容いれた。


　あわただしく周囲を見わたし、花か壇だんに手をかけると、いともたやすく煉れん瓦がの一いつ片ぺんをもぎとる。


「わたしはいやなんだけれど……ごめんなさい！」


　廊下めがけて、素人しろうと然とした手つきで、えいっ、と煉瓦を投じる。


　空気がうなった。


　水みず瓶がめのくだけるような響ひびきが起こり、血と脳のう漿しようと脳そのものと骨片のまじったものが飛散した。白い廊下の一部が、赤茶色のまだらに染まった。


「……えっ？」


　茫ぼう然ぜんとして目を見ひらいた皆川由衣の上半身が、べったりと生なま臭ぐさい液体で濡れている。


　その数メートル手前で、頭部を喪そう失しつした東の肥満した体が、おかしな具合に回転しながら床ゆかに倒たおれこんだ。


　彼の頭ず蓋がいを粉々にした煉瓦は、廊下の反対側、つまり玄げん関かんのガラス戸にも孔あなを穿うがっていた。


「な……なんじゃこりゃーっ！」


　顔をぬぐった両手の汚よごれを見やって、そう絶ぜつ叫きようする由衣を放置して、ユーフロジーヌは疾しつ走そうしている。右の腕うでにアルマの鞄をかかえ、左の腕にはアルマ自身をかかえて。


「お嬢じようさま、わたくしは荷物ではありません。自分で走れます」


「わたしのほうが速いでしょ？」


「なんか、むかつくのです」


　憮ぶ然ぜんとしながらも、両手足をぶらぶらさせて抵てい抗こうするでもない。まるで年季を経た猫ねこのような気位の高さだ。


　靴くつもタイツもないユーフロジーヌの足先が、小庭園の芝生しばふをさざめかせて駆かける。


　ざっ、と大きく跳ちよう躍やくして、さらに山毛欅ブナの梢こずえをばねにすると、校舎の三階に匹ひつ敵てきする高度に飛ひ翔しよう。まるで星を踏むように宙を旅して、庭園の中央にある東あずま屋やの屋根をまたいで着地した。





　時刻は、午前の二時を大きくまわって、壁かべかけ時計の長針が左斜ななめ下をさしている。


　この国の古典に照らせば、丑うし三みつ刻どきということになる。


「三匹の牛の時間トリプル・カウズ・タイムってどういう意味かしら」


「おかしな英訳をしないでください。中国に起源をもつ十二支という時間単位で、動物は縁えん起ぎものというか、雅が語ごに近いニュアンスで使われているのでしょう」


「共和制フランスが霧月ブリユメールや葡萄月ヴアンデミエールなんていう風流な名前をつけたのと同じかしらね」


　高く直線的な天てん井じように、会話が反はん響きようする。


　学生寮りようを逐ちく電でんした主従ふたりの姿は、ふたたび図書館にある。


　閲えつ覧らん用のテーブルに山積した書しよ籍せきは、日本の文化や制度に関するものが大半だ。


「どうして、あの地下室にもどらないの？」


「お嬢さまは、ブラム・ストーカーの小説をお読みになったことはありませんか？」


「いいえ」


「童話の『赤頭ず巾きん』でもけっこうです。ことを成したあとに気を抜ぬいてベッドで休んでいた狼おおかみは、猟りよう師しに腹を裂さかれて殺されてしまいました。人間というのは油断ならない生き物です。用心するに越こしたことはありません」


「ふーん」


　ユーフロジーヌは頰ほお杖づえをついて、読むともなく本のページをめくる。


　文字を追う目は、すでに左右とも眼がん窩かに収まっている。ちゃんと視神経と筋をむすんでおいたので、ぐるりと裏返ってしまうこともない。


　それから、長くてうっとうしい髪かみを頭の左右でたばねて、顔にかからないようにした。衣服は下着同然、靴もなくみすぼらしいが、それだけで多少は見み栄ばえがましになる。


　アルマのほうも、作業着から侍じ女じよのお仕着せに着き替がえていた。


「おそらく今、人間たちは混乱しているはずです。この機に乗じて次の手を打ちましょう」


「また、さっきみたいに？」


「それは危険です。彼らも、今後、外部からの侵しん入にゆう者には警けい戒かいするでしょう。できれば、向こうから外に出てくるように仕向けたいのですが……」


　卓たく上じようにひろげた構内の地図を前に、アルマは静かに呻しん吟ぎんする。


　向かい側から地図の上に身を乗りだしたユーフロジーヌの指が、図書館の上に置かれた。


「今、ここにいるのよね」


「はい」


「そして、ここが学生寮。この中庭を通って逃にげてきたのね、わたしたち。このエイト・テンという建物は何かしら」


「説明によると、構内の売店ですね。セブン‐イレブンという有名コンビニエンス・ストアの名前をもじっているのでしょう。非常に田舎いなか的な発想です」


「なんで店名が数字なのかしら……あーっ！」


　突とつ如じよ、椅い子すを蹴け倒たおして立ちあがったユーフロジーヌ。


　しこたま両掌てのひらを叩たたきつけられた閲覧机は、無惨にも脚あしを折ってひっくり返る。書籍の類たぐいが盛せい大だいに舞まい、ばらばらと紙の雨が絨じゆう毯たんに降りそそいだ。


　機き微び聡さとく、地図を手にして身を引いたアルマは、からくも無傷だ。向かいの椅子に膝ひざをちぢめて、渋じゆう面めんである。


「なんの必要があって、まだ使用に耐たえる机を廃はい材ざいにしたのですか、お嬢さま」


「わ、わたし、日本語が読める……」


　先ほどは、この館内に充じゆう溢いつする異国語のほぼすべてが意をなさない象形文字にすぎなかったというのに、今はかなりの比率でその発音や意味が把は握あくできる。


「今ごろお気づきになったのですか？　あの東浩や皆川由衣という人間たちは、それにわたくしもずっと日本語で話していたのですよ」


　ということは、読み書きだけでなく、会話にもほとんど不便がないまでに通つう暁ぎようしているということだ。ユーフロジーヌはゆるんだ頰に手をあてて、陶とう然ぜんと空中に目をさまよわせた。


「もしかして、わたしってとても賢かしこいのかしら！」


「ちがいます」


「……だと思った」


　重々しい嘆たん息そくといっしょに幻げん想そうを吐はきだして、現実の自分に立ち返る。


　三百年も同じ頭とつきあっているのだから、その出来不出来くらいは自覚している。それに、心当たりもあった。


「さっきの……その、あれね？」


「接せつ吻ぷんですね」


「そっ、そう、それ」


「ご明察です。粘ねん膜まくを接せつ触しよくさせたとき、わたくしの一部をお嬢さまに移植しました。わたくしにとってもお嬢さまのお体の構造は未知の部分が多いので、冒ぼう険けんではありましたが、うまく情報を更こう新しんできたようで、安心しました」


　となりのテーブルに移動したアルマは、あらためて地図を確かく認にんする。


　ユーフロジーヌも、床にちらばった本を拾い集めて、そちらに移動した。


「エイト・テンの近くにある印は何かしら？」


「電話ですね」


「電話っていうのは、細い線を通じて直接、遠くの人とお話しできる器械なのよね。この建物にも、寮の中にもあったのに、どうして外にもあるのかしら？」


「外出中に連れん絡らくする用事ができたときのために、公共で設置されているのでしょう。これは使えるかもしれませんね」


　しばらく黙考したのち、アルマは地図を手早くたたみはじめた。


「急ぎましょう。今なら、まだ間にあうかもしれません」


「どこへ？」


「学生寮に引き返します」





　予想どおりのことだが、学生寮は猫のしっぽを踏ふんづけたような騒さわぎになっていた。


　先刻までは真っ黒だった窓のいくつかが白く染まり、大勢が走りまわる気配がある。怒ど声せいといってもいい声量での会話も聴こえた。


「アルマ、こっち。人が集まってるわ」


　植えこみの奥から、さも大発見というふうにせわしない手招きを送るユーフロジーヌのとなりに、腰こしを折ってのそのそと下草に鞄かばんを引きずりつつアルマが並ぶ。


　一階の玄関近くにある大きめの窓だ。ふたりは探たん偵ていか、でなければ変質者さながら、目から上だけを窓まど枠わくからのぞかせて、室内を監かん視しする。


「ラウンジですね。学生たちが今後の相談でもするのでしょう」


「ということは、全員ここに？」


「標的の特とく徴ちようをおぼえるには、またとない好機です」


　すでに図書館で学生名めい簿ぼを手に入れ、在寮している学生の顔写真はそろっているのだが、実物を観察することによって得がたい情報や事実が判明するかもしれない。


　合成板のテーブルをはさんだふたつのソファに腰かけているのは、ぜんぶで五人。


　まず、皆川由衣。


　あの脳天気な娘むすめも、さすがに顔が沈しずんでいる。Ｔシャツとジャージパンツという恰かつ好こうなのは、東の血を浴びて汚れた寝ね間ま着きを脱ぬいだのだろう。髪が湿しめっているから、入浴したのかもしれない。


　その横に座っているのは、おそらく須藤裕紀だ。


　写真とは髪かみ型がたがちがうが、どことなく人のよさそうな目鼻立ちに共通点がある。身長は西洋人ならば平均以下だが、東洋人としてはまずまずだろう。やや赤みがかった茶色の髪は、大ざっぱに波がかっているように見えた。寝ね癖ぐせではなく、このような強風に散らされたようなパーマネントをほどこすのが、この時代の流行のひとつらしい。


　流行といえば、頭とう髪はつの色しき彩さいの幅はば広ひろさには驚おどろかされる。黄色人種の頭髪は黒か、せいぜいが栗くり色いろ、焦こげ茶色くらいのものであるはずだが、金髪から銀髪、赤毛、はては緑や青などのあざやかな色の髪が、雑誌などのメディアに氾はん濫らんしている。


「ヴェネツィアのお金持ちや貴紳ジエンテイールモのご子息も、こうして髪を染めていたわ」


「フランスの宮きゆう廷てい貴族の男女や街がい娼しようも、髪粉を使っていました。一部の特権階級の見み栄えや春をひさぐ女たちの身だしなみだったのが、今では一いつ般ぱん大衆のファッションとして普ふ及きゆうしたのでしょう。脱だつ色しよくや染せん色しよくの薬品も、かつてのように高価ではなくなったのだと思われます」


「世の中、どんどん便利になるのねー。けれども、髪の色だってその人の大切な個性よ。ご両親にいただいた体に手をくわえるのは、あんまり感心できない風潮だと思うわ」


「お嬢さまがおっしゃっても、説得力皆かい無むです」


　体に手をくわえるという点では、ユーフロジーヌの右に出る者もいまい。顔や手足にからみついた瘡そう痕こんが、その過激さを物語っている。


「わ、わたしの場合、やむにやまれぬ事情があったわけで……というか、お父さまご自身がなさったのだから、これは親不孝にはあたらないと思うの」


「そうですね。その疵きずはファッション性ゼロですし」


「………」


　気にしているところを突つかれて、うぐっと声をつまらせるユーフロジーヌ。アルマは素知らぬ顔をしているが、主人を精神的にいじめて楽しんでいるに決まっているのだ。


「わたくしをにらんでも何も出ませんよ。見るなら、こちらをどうぞ」


「うー」


　窓ガラスをはさんだ屋内では、はげしい口論が交かわされていた。


　須藤裕紀の向かいで、ソファに深く身を沈めた長身の若者が、その中心にいるようだ。


　彫ほりが深い端たん整せいな面おも立だちは、どこか貴公子然としている。手足が長く、適度な筋肉でひきしめられた体たい軀くは、さながら古代ギリシアの哲てつ人じんが思い描えがいた理想的男性像だ。


　モードは時代を映す鏡であると同時に、個人の内面を表現する手段でもあるのだが、その点、彼の服装や髪型はとても洗練されていて、趣しゆ味みのよさや遊び心をふくめた豊ほう潤じゆんな知性インテレツトを感じさせた。


「あれが阿部昌弘です。彼がこのたびの首しゆ謀ぼう者しやであると、東浩が言っていました」


「……すてきな人ね」


「お嬢じようさま、よだれが出ていますよ」


「うえっ？　うそ!?」


「うそです」


　あわてて口もとを手の甲こうでごしごしやりだしたユーフロジーヌが、冷ややかな一言を受けて、全身を凝ぎよう固こさせた。


「あのね、アルマ・Ｖ……あまりこういうことは言いたくないのだけれど、あなたは少し礼節というものを知ったほうがいいと思うわ」


「お嬢さまこそ、年相応の分別というものをお知りください。年老いた婦人が若い男性に色目を使うことほど、ふしだらで見苦しいことはありません」


「ふし、ふしだら……」


　怒おこるべきか、嘆なげくべきか、いや、それ以前に「年老いた婦人」のところにひっかかるのだが、とにかく混乱して口をもごもごさせるユーフロジーヌに劣おとらず、ラウンジの状じよう況きようも混然としている。


「東が殺されたのが、おれの責任だっていうのかよ」


「そうだろ。おまえが言いだしたんだぞ、あの物置を調べてみようって」


「あそこに日本軍が隠かくした金きん塊かいがあるだの、扉とびらを開けると呪のろわれるだのっていうネタを教えてくれたのは、東自身だぜ。おれはただおもしろい話だと思ったから、確かめてみようってみんなを誘さそっただけで、乗ってきたのはおまえらひとりひとりの判断だろ」


「自己責任だって意味か？　東が死んだのも！」


「極論だけどな。少なくとも、おれに押しつけられるのは困るよ。おれがあいつを手にかけたわけじゃねぇし」


　須藤裕紀のとげとげしい非難を受け流した阿部昌弘の態度は、一同の中では比ひ較かく的てき、平静であるように見えた。テーブルに用意された人数分の紙コップは、彼の前にあるものだけが時折、上下に運ばれている。


　精神的に疲ひ労ろうしきっている皆川由衣などは、何も口にする気がなさそうだ。


「でも、どうして東くんが……」


「あの埃ほこりまみれの剝はく製せい少女が動きだしたっていうのが本当なら──」


「本当だよ！　今、監視カメラのビデオ観みたでしょ！」


「いや、由衣ちゃん。あのテープには管理人さんと東しか映ってなかったじゃん」


「それは、カメラが廊ろう下かしか映してなかったから……でも、本当に外にいたの！　こう目の下に疵があってゾンビっぽい美少女が！」


　唯ゆい一いつの殺人現場と犯人の目もく撃げき者である由衣の証言は、ユーフロジーヌの頰ほおを薔薇ばら色にした。そのつもりがなくても、にんまりと笑えみが漏もれてしまう。


「美少女ですって。アルマ、聞いた？　ね、美少女ですって、わたしのこと」


「はいはい。ゾンビっぽい、ですね」


「そっちを強調することないでしょっ」


「お静かに」


　当然といえるが、阿部昌弘は由衣の目撃談を信用していないらしい。


「ゾンビ、動く死体か。どう思います、鴨志田先せん輩ぱい？」


「そうね」


　落ちつかなげなスリッパの音を部屋の右へ左へと往復させつづけていた女性が、なげやりな昌弘の問いに、脚あしの動きを止めた。


　名簿の写真と同じく、理知的という表現がふさわしい容姿の持ち主は、今ここにいる学生では最年長の鴨志田沙也香だ。ついさっきまで寝ね床どこにいたはずなのに、真っ白なカラーシャツにギャバジンのスカートという正装に近い身み支じ度たくをととのえ、前髪をきちんと分けて、残りをうしろで結ゆっている。派手ではないが、あきらかに化け粧しようもしていた。


　清潔感ある美しい顔をやや無機質に見せている眼鏡を、神経質に指でさわるのは、考えをまとめるときの癖なのかもしれない。


「わたしが思うに、皆川さんが見たのは、あの地下室にあった死体にまちがいないわ」


「ですよね？　ですよね？　先輩！　いいえ、お姉さまぁーっ」


「や、やめなさい。その呼び方とその行こう為い」


　賛同者を得た感激からか、飛びかかるように抱だきついてきた由衣の腕うでと押しつけられる胸の圧力から逃のがれようともがきながら、鴨志田沙也香は言葉をつづけた。


「おそらく、あの死体にはなんらかの超ちよう自然的な力が付ふ与よされていたのね。これはたしかな筋からの情報だけど、西洋魔ま術じゆつ史の大物シュトゥディオン男だん爵しやくが不死の術をほどこした娘が、英国の神しん智ち学協会、あるいは薔薇十字協会からハンブルクのメースンロッジに譲ゆずり渡わたされて、それが戦時中にナチの遺物鑑定局アーネンエルベに接収され、ドイツ敗戦直後、オデッサ機関によって潜せん水すい艦かんで日本に輸送されたらしいのよ。どうやら、シャンバラの流れを汲くむチベットの大師マハトマたちの指示にしたがって、南極の一〇三地点にある地下基地に運び、第四帝てい国こくの再建にそなえてヒトラー再生の研究に利用する予定だったというのが筋書きのようね」


「……たしかな筋からの情報、なんですよね？」


「もちろんよ。南極のネオナチ基地では、新聖堂騎士団オルド・ノヴア・テンプリの直系であるナチ親衛隊シユツツ・シユタツフエルの残党、いわゆる黒騎士団ブラツク・オーダーを中心に、ヒュペルボレアの超古代文明を模も範はんとして、トゥーレ主義にもとづくアーリア民族の超人ユーバーメンシユ研究に邁まい進しんしていることくらい常識でしょう」


「………」


　嬉き々きとして抱きついた由衣をはじめ、昌弘も裕紀も、胸焼けしたような顔をしている。


　どうやら、鴨志田沙也香とはそういう人物らしい。


「アルマ。あの人、なんだかこわい……」


「よくわかります。どちらかというと、わたくしたちの側の者という気もしますが」


　東が彼女のことをオカルト好きだと述べたが、もともとの意味における隠秘学オカルトとはだいぶ勝手がちがうようだ。


「彼女が現在、例のものを所持しているということですが、あの様子では、みだりに悪用される心配はないでしょう」


　本人が耳にしたなら、さぞかし遺い憾かんに思うであろう評価だが、しかし、窓越ごしの観察者たちよりもはるかに辛しん辣らつな批評家が、室内にはいたのだった。


「くだらない！」


　短くするどい、刃は物もののような嘆たん声せいが、沙也香を振ふり向かせた。


「何か異論でもあるのかしら、眞ま子こちゃん」


「異論？　論破するにも値あたいしないわ」


　阿部昌弘とならんで腰こしかけた少女の口調は、理性から来る義ぎ憤ふんに近い軽けい蔑べつにいろどられていた。むろん、表情も。


「あれは……」


　アルマが唇くちびるに指をあてて、つぶやいた。名簿には記き載さいされていなかった人物だ。


　どう見ても、大学生ではない。十二か十三、東洋人が幼く見えがちだという傾けい向こうを考えあわせても、せいぜいユーフロジーヌと同年輩だろう。寝ね間ま着きがわりと思われる体育着の胸に、「閨けい桜おう」という漢字が記されている。たしか、この地域にある有名な私立中学校の名前だ。


　ここにいる学生のうちだれかの妹が、遊びにきているのだろうか。


　それにしても、背筋がぞっとするほどに眉び目もく美しい少女である。夜空のもっとも深い部分から色を搾しぼった髪かみ、対して象ぞう牙げをけずったような肌はだの白さ。計算されつくした目鼻の配置は、アルカイックという表現では陳ちん腐ぷにすぎる。質素でやぼったい服ふく飾しよくや、ゴム紐ひもで後ろ髪をたばねただけの味気ない髪型も、かえって無加工の美質を際きわ立だたせている。


「ずいぶんな言いようね。お姉さん温おん厚こうなほうだけれど、あんまり礼れい儀ぎに反する態度は、年長者の社会的義務として注意しなくちゃならないわよ？」


「話しかけないで。愚おろかさが伝染するから」


　少女の露ろ骨こつな憎にくまれ口は、沙也香の作り笑いをたやすく崩ほう壊かいさせた。


「あなたね！　ヨーロッパの名家の血筋だかハーフだか知らないけれど、小生意気なガキをにこにこして受けいれるほど、日本社会はリベラルじゃないのよ！」


「そうやって感情の昂たかぶりを抑おさえきれずに、わめくことでプライドを維い持じしようという安易な方法を選せん択たくする時点で、あなたの知的劣れつ位いはあきらかね」
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「……いくら小鳥遊たかなし先生の妹さんでも、それ以上の暴言は」


「年長者の社会的義務なんて言っていたくせに、けっきょくは自分の保身のためには手心をくわえるのね。あなたみたいに信念の薄はく弱じやくな人の叱しつ責せきを受けるのは願い下げよ」


「呪うわよ、ガキ！」


　突きだした沙也香の右手には、銀製の装そう飾しよく具──ヘルメス杖カドウケスがにぎられている。よく見れば、ほかにも幸運を呼ぶ紫金石ラピスラズリのネックレスやら数珠じゆずやら不動明王をあらわす梵ぼん字じ形のペンダントやらルーン文字を彫ほりこんだバングルやらが、彼女の全身を飾かざっている。


「呪いなんて、そんな力学的干かん渉しよう力は確かく認にんされていないわ。単なる様式によって演出された暗示よ」


「だったら、試ためしてごらんなさい！　マサース師がラルスナル図書館で発見した禁断のアブラメリン秘術の猛もう威い、その身で知るがいいわ！」


　スカートのベルトにぶらさげていた藁わら人形を左手に取り、もう一方の手で金かな槌づちをつかんだ沙也香の朱しゆ唇しんに陰いん惨さんな微び笑しようがはしる。くわえた五ご寸すん釘くぎが、きら、と光った。


「それはどう見ても、純和風の丑うしの刻詣まいりでしょ！」


「お黙だまり、小こ娘むすめ！」


「あの人、いつもあんなものを持ち歩いているのかしら……？」


　と、これは野外にひそむユーフロジーヌの疑問。


「せ、先輩、先輩」


　剣けん呑のんななりゆきを見かねた阿部昌弘が、横から口をはさんだ。


「勘かん弁べんしてあげてください。眞子ちゃんはまだ純真というか、少し正直すぎる子なんです。ここはひとつ、大人の寛かん容ようさで、ね？」


「……ま、阿部くんがそう言うのなら、今回は水に流してあげるわ。わたしとしても、こんなことに術を使うのは不本意だしね」


「さすが、沙也香さん」


　昌弘の魅み力りよく的な笑顔と親しげな口ぶりに、沙也香はまんざらでもなさそうだ。少し耳たぶが赤くなっている。


　眞子のほうは、青年の助け船に感謝するふうもなく、そっぽを向いてぽつりと漏らす。


「けっきょく、ノストラダムスの大予言みたいなインチキだったわけね」


「このガキ！　ノストラダムスを侮ぶ辱じよくすると承知しないわよ」


「はずれたじゃない。一九九九年に人類が滅めつ亡ぼうするとかいう世よ迷まい言ごと」


「あ、あれは四行詩カトランの読解がじゅうぶんじゃなかっただけで……けれど、ナポレオンの出現やヒトラーの自殺はみごとに的中していたのよ！」


「抽ちゆう象しよう表現を好き勝手に歴史上の事件とむすびつけただけのことでしょう。マルチプルアウトっていう初歩的な詐さ欺ぎの手口じゃない」


「……やっぱり、呪いの力を受けなさい！」


　床ゆかに寝ねかされた藁わら人形の胸へと釘くぎを打ちこむために、金かな槌づちが振りおろされようとしたとき、ラウンジの引き戸が横に動いた。


　一同が、いっせいに頭をそちらへ向ける。


「いやあ。まいりました」


　伸のび放題の頭とう髪はつに指を埋うずめ、雲脂ふけを肩かたに降らせながら現れたのは、眞子につづいてアルマを当とう惑わくさせる人物だった。


　学生名簿には載のっていないが、附ふ録ろくの教員名簿のほうに、顔写真がある。小鳥遊修しゆう一いち郎ろうというのが、そのひょろりとした上背のある男の名前だった。名字から察するに、眞子の縁えん者じや、父親というには若すぎるから、歳としのはなれた兄なのだろう。


「職員寮りようは構内ではなく駅の近くにあるので、管理人以外の教員や事務員などは、今、いないはずなのですが……想定外のことです」


「ご兄妹きようだいなのに、あんまり似ていないのね、あのふたり」


　秀しゆう麗れいな妹にくらべて、兄のほうは外見的魅力の希き薄はくさを否いなめない。それでも、顔立ちは悪くないのだが、しわだらけのシャツに膝ひざがすすけたスラックスと、いかんせん風ふう体ていが薄うす汚よごれすぎている。ぼさぼさの前まえ髪がみから垣かい間ま見みえる青い両眼が、白人との混血という来歴を証明していた。


「先生、どうでしたか？」


「いませんね。こんなときに、管理人さんはどこに行ってしまったのでしょうね」


「さっき皆川が見たとき、東といっしょに外へ出ていったってことは……」


　須藤裕紀の言葉の薄れた先は、言わずもがな、全員の憶おく測そくが一いつ致ちするところだ。


　外にいるユーフロジーヌたちは、その憶測が正しいことを知っている。


「よけいなお世話かもしれないけれど、早く警察を呼んだほうがいいんじゃないかしら」


「このような状じよう況きようですから、判断力が低下しているのでしょう」


　もっとも、警察に連れん絡らくしようにも、彼らはできないのだが。


　ユーフロジーヌが右手に携けい行こうしている鉄の器具、配管の現場などで使用される巨きよ大だいなペンチカッターは、この建物の電話回線を切断するために使用したものである。


　ついでに、駐ちゆう輪りん場じように停とめてあったすべての自転車をばらばらの鉄くずにして、石油燃料で動く二輪の乗物モーターサイクルのタイヤを丁てい寧ねいに刻んでおいた。職員用の駐車場などに自動車などがないことも、確認ずみだ。


「ここでずっと見張っているのも芸がありませんね。用事はすませましたし、そろそろ先回りして待ちましょう」


「ええ。でも、だまし討うちみたいで、やっぱり気が進まないわ」


「みたいではなく、だまし討ちですから」





　大学の長期休きゆう暇か中は来客が見こめないためだろう、売店エイト・テンの平屋建ての建物は明かりを落とし、シャッターが降りていた。


　遊歩道に点在する街灯のほかには、ただ、公衆電話と直立した長方形の大きな箱がふたつ、白い人工の光を発して羽虫を集めている。その箱形の器械には、横長の窓が三段にわたって備えつけられ、一方には華はなやかな色どりの缶かんの模型が、もう一方には煙草たばこの銘めい柄がらがならんでいた。


「この箱はなんなのかしら」


「煙草と……もうひとつはコカ・コーラという名前から察するに、コカの実、つまりコカインと関係あるものかもしれません」


「この写真の人は飲んでいるみたいだけれど……コカインって飲んでいいものだった？」


「きわめてよくないです。麻ま薬やくですから」


　百年前の英国では、外げ科か手術の際、麻ま酔すいとしてモルヒネが使用されていたように、コカインも疲ひ労ろう回復薬として広く社会に浸しん透とうしていたが、当時でも医師たちの中には警けい鐘しようを鳴らす向きが少なくなかったのである。


「金額の表記と硬こう貨かを投入する口がありますので、これはおそらく人手を必要とせずに飲み物を販はん売ばいする器械なのでしょう」


「そうみたい。ここに空き缶がいっぱい捨ててあるわ」


　赤い樹じゆ脂し素材でできた箱の蓋ふたをあけ、中に手をつっこんで搔かきまわしている主人のうしろ姿に、アルマの顔が強こわばった。


「お嬢じようさま……由来尊たつときシュトゥディオン男だん爵しやく家のご息女ともあろう方が、ゴミ箱あさりなど……なかなかお似合いですよ」


「いや、あの、誉ほめられても……」


「すみません。お召めし物ものもお髪ぐしもぼろぼろのため、違い和わ感かんがなかったもので」


　ふたりは何も、回収業者に売るための空き缶を拾おうと、ここに来たのではない。


　警察に連絡するため、ここへやってくるであろう人間を待っているのだ。そのために、わざわざ学生寮の電話線を切断するという手数を踏ふんだのである。


「……来ないわね」


「来ませんね」


　三十分が無む為いにすぎていた。


　ゴミ箱の上に腰かけたユーフロジーヌの踵かかとが、ぼこ、ぼこ、と箱の腹を打つ音のみが、まぬけな太たい鼓このリズムとなって路上に転がる。


「ひょっとして、ほかのところで電話しているのかも」


「ありえません。ここの公衆電話が寮からもっとも近い距きよ離りにあるのです。殺人者の影かげにおびえる人間たちは、かならずここを選ぶに相違ありません」


「じゃあ、警察を呼ぶつもりがないとか」


「日本国の国民には、殺害された人間を発見した際、警察機関への通報の義務があります。それでなくとも、民間人の手には負えない事態のはずです」


「直接、警察署に知らせにいくっていうことも考えられない？」


「そうされないために、大学内の乗物をすべて破は壊かいしたのです。この深夜、徒歩で三十分以上もかかる道のりを行くほど、彼らも果断ではないでしょう」


「それじゃあ、なぜだれも来ないの？」


「不明です」


「あなたの智ち慧えも、いまいち頼たよりにならないのね」


「何事にも、不確定な要素はつきものです。完かん璧ぺきな計画などありません」


　他意のないユーフロジーヌの一言に、アルマの矜きよう持じは傷つけられたらしい。不ふ機き嫌げんそうな表情はもとからだが、若じやつ干かん、むすんだ口の端はしがいつもより下がっている。


　ユーフロジーヌはそれに気づきもせず、ぽん、と両手をあわせた。


「わかった！　きっと、まだだれも警察に連絡することを思いついていないのよ」


「そんなのんきな……」


「わたしも覚えがあるわ。たとえば、急なお引っ越こしのときって、ばたばたして、つい大事なものを忘れたりしてしまうもの。そう、たしかリュベロンの別べつ荘そうにいたころ、高等法院パルルマンのメニエ・ドペード議長の軍隊がやってきて、ワルドー派ヴオードワの人たちを五千人も殺してしまったことがあったのだけれど、そのとき、お父さまとわたしもとばっちりで捕つかまりそうになってね。それで大急ぎで別荘から逃にげだしたとき、うっかりお砂糖と蜂はち蜜みつの瓶びんを忘れてしまって、あわてて取りにもどったら、騎き士しの方たちからびゅんびゅん弓矢を射かけられて、もう大変だったんだから！　これ、そのときの疵きず」


「お嬢さまの場合は、のんきさのレベルとばたばたのスケールが段だん違ちがいですね」


　手で前髪を上げて、おでこにうっすらと残る丸い矢疵を見せるユーフロジーヌを、侍じ女じよはいくらかの尊敬をこめて眺ながめた。


「とりあえず、もう少し待ってみましょ」


「そうですね。まだ夜明けまではだいぶありますし」


「暇ひまだから、日本語でしりとりしましょ。最初はわたしから、忍者ニンジヤ──じゃ、よ。や、でもいいけれど」


「……やくざ」


「ざ、座ざ布ぶ団とん」


「いきなり終しゆう了りようですか」


「あっ、今のは無し。ザブングル」


「それは日本語ですか？　……まあ、いいでしょう。流る罪ざい」


「い、いかめし」


「死罪」


「い、家」


「冤えん罪ざい」


「い、い、イタコ」


「国家反逆罪」


「い、い、いー、いびき」


「危険運転致ち死し罪」


「い、い、いーいー……井い戸ど端ばた会議」


「業務上過失致死傷罪」


「うう……いーいー……そのシリーズどこまで続くの？」


「刑けい法ほうの条文が尽つきるまで」


　その後、健けん闘とうしながらもどんどん舌を重くしていくユーフロジーヌを救ったのは、きぃきぃと高く金属のきしむ音だった。


　公文書偽ぎ造ぞう罪が宣告された直後だ。


　小さな電灯の光が、灌かん木ぼくの隙間から途と切ぎれ途切れ、接近してくる。思いのほか、近い。


「来た！」


「お待ちください。妙みようです」


　方向がちがう。学生寮からではなく、その音と光点は反対の方角から接近してきたのだ。


　野生動物に比ひ肩けんするユーフロジーヌの五感が、この距離になるまで感知を遅おくらせたのは、そのせいである。


　ふたりは寮のほうからやってくる人間にたいして奇き襲しゆうを実行するため、そちらから死角になる自動販はん売ばい機きの陰かげにいる。逆に、今こちらに近づいてくる相手からは丸見えだ。


「ど、どうするの？　来ちゃうわよ」


　武器というわけではないが、寮りようでの仕事に役立ったペンチカッターを両手でにぎり、ユーフロジーヌはおろおろと侍女を問いつめる。


　ちりん、と警けい鈴れいが鳴った。


「おっ。きみたち、何してるんだ」


　来訪者は自転車に乗っていた。早いわけだ。


「ほら、来ちゃった」


「自じ慢まんげにおっしゃらないでください」


「通報してくれたのは、きみたちなのかな？」


　自転車のサドルにまたがり、帽ぼう子しの鍔つばを上げた男は、およそ三十代の前半。


　夜や陰いんには不ふ明めい瞭りようながら、水色の半はん袖そでの制服に紺こん色いろのスラックスパンツを身につけている。


　ユーフロジーヌは息を呑んだ。警察官だ。


「ア、アルマ、どういうこと？」


「わかりません。電話線を切断する前に、すでに通報をすませていたとは、彼らの多くが睡すい眠みん中であったことからして考えにくいですが──通報があったのはいつごろですか？」


　最後の質問は、警官に向けられたものだ。


「三十分か四十分前かな。きみらの友達が電話くれたんじゃないのかい？」


　山道を登ってきたために生じた汗あせが、彼の鼻び梁りようにそって口もとの浅いしわへと流れ、あごの先に溜たまった粒つぶに溶とけこんだ。


「その時間であれば、寮の電話は使えなかったはずですが」


「ああ、電話くれた彼女もそう言っていたね。番号もケイタイのものだったし……きみたち、ここの学生さん？　やたらと若く見えるけど」


「ケイタイとはなんですか？」


「携けい帯たい電話だよ、ほら。まさか知らないってことは……ないよね？」


　警官のポケットからあらわれた小さな機器が、ぱかりと貝のように開く様子を、アルマの目は小さな、ユーフロジーヌの目は大きな驚おどろきをもって見た。


　この時代の自然科学アルテ・ナトウラーレの発達、その利便性をまだまだ過小評価していたようだ。


「どうやら、この計画には最初から欠けつ陥かんがあったようです。迂う闊かつでした」


「落ちこまないで。着想は悪くなかったと思うわ、うん」


「お心づかい痛み入ります。しかし、お嬢さまになぐさめられるのは屈くつ辱じよくです」


「……そのあなたの言葉が、わたしには屈辱なのだけれどっ」


　拗すねた子供の眼まな差ざしが、アルマをにらみつける。涙なみだをにじませて。


「真に受けないでください。それより、早く彼を殺してください」


「でも……この人は関係ないわ」


「すでに関係してしまったのです。このまま寮に行かせるわけにはいきませんし、警察署に帰すわけにもいきません」


「ちょっと、殺すだとか、よくない言葉だな」


　日焼けした警官の顔に、年長者の義務感がにじんだ。


「冗じよう談だんでも、他人に面と向かってそういうこと言うもんじゃないよ。……この調子じゃ、さっきの通報もやっぱりいたずらかなぁ。馬ば鹿か正直に山のぼってきちまったけど……学生がゾンビだか剝はく製せいだかの女の子に殺されたなんて、最初からどうも」


　職務がらの謹きん直ちよくさを嘆なげく男の口が、半開きのまま凍こおった。


　ゾンビ、剝製──まさにそれを連想させる少女が、彼の目の前にたたずんでいた。


　丸々と瞠どう目もくした警官の灼やけつくような凝ぎよう視しにこらえきれず、ユーフロジーヌは内気に微笑ほほえみ、恥はずかしげに手を振ふってみせた。


「ど、どうもー」


「どうも……じゃない！　本当なのか？　本当にきみが」


「一応、そうみたいです」


　心から申し訳ない、そういう笑顔の前で、無骨なペンチカッターが、がちん、と歯を咬かみあわせた。


「お会いしたばかりの方にこんなことをお願いするのは失礼だと思うんですけれど、あの、わたしに殺されていただけませんか？」


「は、はなれなさい！」


　腰こし紐ひもでホルスターにつながれていた拳けん銃じゆうが、ユーフロジーヌの鼻に口づけした。


「あら？」


　目をぱちくりさせる暇もあればこそ、銃口が咆ほう吼こうする。爆ばく竹ちくのような破は裂れつ音。


「あわわっ」


「お嬢じようさま、こちらに」


　柔じゆう軟なん体操の要領で上体をとっさに反らして、からくも銃じゆう弾だんを避さけたユーフロジーヌは、二度めの発はつ砲ぽう音に追い討うちされつつ、大急ぎでアルマが手招きする自動販売機のうしろ側へと滑すべりこんだ。


「ううう撃うたれた！　撃たれた！」


「射しや撃げきの際は、かならず初撃につづけて第二撃を。基本に忠実ですね」


「撃たれた！」


「しかし、公務執しつ行こう妨ぼう害がいどころか、職務質問を拒きよ否ひしたわけですらない被ひ疑ぎ者しやにたいして警告なしに発砲するとは、職権を超ちよう越えつした行こう為いといわざるをえません」


「撃たれたの！　少しは心配してちょうだいっ」


　泣きじゃくりながら詰つめ寄るユーフロジーヌの姿を、上から下まで瞥べつ見けんして、アルマは事務的にうなずいた。


「心配の必要はありません。どこにも弾丸は命中していませんよ」


「他人ひとごとだと思って……とっても恐こわかったんだからっ」


「恐おそれる必要はないでしょう。撃たれたところで、死ぬことはないのですから」


「撃たれたことがない人の言葉ね」


「ええ。わたくしは撃たれたことはありませんし、これから先も、撃たれたくありません。死にますから」


「死ななくても、恐いの！」


　世話のかかる子供の面めん倒どうをみることに疲つかれた乳母うばがするように、アルマは慨がい嘆たんした。


「わかりました。では、わたくしも多少の危険に身をさらすこととします」


　必要な会話を短時間で交かわしたのち、ユーフロジーヌをそこに残して、アルマは言葉どおり、安全な物陰から街灯の光のとどく危険な路上へと姿をさらした。


　もちろん、弾たまを叩たたきこむ標的まとが視界にあらわれるのを手ぐすね引いて待ちかまえている警官に、敵意のないことを告げた上で、だ。


「撃たないでください。降参します」


「よ、よし。近づくんじゃないぞ。両手はそのまま頭上に、ゆっくりと出てこい。明るいほうに来るんだ。いや、その前に、その荷物だ。鞄かばんを地面に置け」


「わかりました」


　自動販売機から歩み出て、肩かたがけ鞄を地べたに置き、見通しのきく広い歩道の真ん中あたりまで移動しつつあるアルマを、銃口が慎しん重ちように追つい尾びする。


　先ほどの銃声に驚いて口をつぐんでいた虫たちが、もう賑にぎ々にぎしく歌っている。


「よし。そこで止まれ。膝ひざをついて、うつぶせになるんだ」


「はい」


「もうひとりはどうした？　そっちも出てくるんだ」


　昼間の太陽の熱をいまだにはらんだアスファルトに体をつけ、腹はら這ばいになったアルマを、照星で捕ほ捉そくしたまま、自動販売機のほうへ視線だけを投げかけた警官は、このとき、自分が売店に背を向けていることに気づいたはずだ。


　移動するアルマを銃で狙ねらい、体の向きを変えたため、建物の大部分を視野の外に追いやってしまったのである。ふたりの暴徒がいるときは、まずひとりを地面に伏ふせさせたのち、みずからが移動してもう一名の姿を確かく認にんするのが、正しい対応であったろう。


「どうした？　出てこい。仲間はもう捕つかまえたぞ」


「お嬢さま、出てきてください」


　呼びかけに応こたえて、ユーフロジーヌは跳ちよう躍やくした。


　売店の屋根の上から、無防備な背中を見せている人間めがけて。


　ミランダ警告の読みあげはなくとも、アルマと警官との問答は、自動販売機を踏ふみ台にして平屋建ての売店の屋上へ登とう攀はんする時間をじゅうぶんに提供してくれた。


「──？」


　雲のない夜の月の翳かげりに違い和わ感かんをおぼえ、やや首を傾かたむけた警官の脳天に。


「えいやっ」


　怪鳥シメールのように舞まい降りてきたユーフロジーヌの踵かかとが叩きつけられた。軟なん弱じやくな気合いの声に反して、鞭むちのようにみごとに空気を裂さいた右みぎ脚あしの一いつ閃せんだ。


　そのひらめきの下では、人間の頭ず蓋がい骨こつは、鶏けい卵らんと同じである。


　卵白のかわりに血と脳のう漿しようが、卵黄のかわりに脳みそが、カラザのかわりに眼球が飛散して、あちこちで路面を打った。夕立のあとのような湿しつ気けが、悪あく臭しゆうとともに煙けむる。


　死し骸がいになったばかりの警官の体が倒たおれる直前、ぱかんっ、とからっぽの缶かん詰づめを爪つめではじいたような甲かん高だかい音がした。


　その余よ響きようが、夜天に吸いこまれる前に、蹴けりの反動でくるりと前方宙返りしたユーフロジーヌは、両手をひらいて着地。片かた膝ひざをつき、乱れたスカートを直して、髪かみをなでつける。


「何しているの？」


「……今後、こういう計画性のない冒ぼう険けん行為は断じてやめようと反省しているのです」


　アザラシの子供みたいに地面に這いつくばったまま、仏ぶつ頂ちよう面づらで答えるアルマの頭からわずか十センチというところで、アスファルトに穿うがたれた弾だん痕こんが薄うす煙けむりを吐はいていた。


　死せる警官が放った最後の一撃は、侍じ女じよの体を血しぶきで染めるにはおよばなかったものの、はげしい悔かい恨こんをあたえたとみえる。


「立てる？　怪け我ががなくてよかったわ」


「怪我はなくとも、精神的な負担は大きいのです」


「わたしの気持ちがわかったでしょ？」


　うふふ、と少し意地悪く笑うユーフロジーヌの手を借りて立ちあがったアルマは、照れ隠かくしに笑い返すでもなく、つい、と横を向く。


「時間を有効に使いましょう。警官の介かい入にゆうは不測の事態ですが、逆に考えれば、これは好機でもあります」


「日本語でいうと、災わざわい転じて福と成す、ね？」


「それです」


　例にならって、なんの感傷もなく警官の持ちもの一式を点検しはじめたアルマが、遺骸の左胸に装着された機器を手にとった。大人の手指に収まるほどの大きさのプラスチックの箱が脱だつ着ちやくできるようになっており、螺ら旋せん状の紐ひもで胸ポケットの本体と連結されている。


「これは……」


「あ、わかった。武器よ、ほら」


　頭上から伸のびたユーフロジーヌの腕うでが、その道具を取りあげた。よく伸しん縮しゆくする紐でむすばれた箱と本体を交こう互ごに手で持って、すばやく回転させる。香港ホンコン映画のカリスマ的俳優のように。


　びゅんびゅんと高速で旋せん舞ぶする二つの塊かたまりを避けて、アルマは苦い顔をした。


「危ないので、おやめください。それはあきらかに誤った使用法です」


「そう？　あ痛っ」


　遠心力で背後に回り、そこから反作用に導かれて急落下した塊が、ユーフロジーヌの頭頂にぶつかった。


　その拍ひよう子しに、スイッチでも入ったのだろう、小さな箱が紙ヤスリを摩ま擦さつさせたような音をもらした。そして、確かな人声──。


『──定時ですか？　どうぞ』


　しばしの空くう虚きよな時間をはさんで、もう一度。


『そちらの様子はどうですか？　異状ありませんか？　どうぞ』


「……ど、どうぞ」


　突とつ然ぜん、しゃべりはじめた箱の始末に困り、ユーフロジーヌはそれをアルマに差しだした。





　学生寮りようにやってきた警官の第一声には、職業的権けん威いもへったくれもなかった。


「た、助けてください」


　その上、彼の制服は胸から上が真っ赤である。県警の夏服のシャツは本来、水色だから、その赤色は生き地じの色ではなく、残念ながらペンキやケチャップでもなく、血であった。


「おまわりさん。どうしたんですか！」


「襲おそわれました。おそらく、あなたがたが見たという少女です」


　奥から出てきた学生たちが色めきたった。


「ほら、やっぱりあたしの見み間ま違ちがいじゃなかったじゃん」


「そんなこと言ってる場合かよ。怪我してるんだぞ」


　皆川由衣をたしなめてから、須藤裕紀がタオルを差しだす。それで額を拭ふきながら、警官は玄げん関かんの式台に座りこんだ。緊きん張ちようがとぎれ、腰こしがくだけたといったありさまだ。


「平気です。見た目ほどの疵きずではありません。半分は返り血です」


「落ちついてください。とりあえず、ここなら安全です」


　ガラス扉とびらから外を見て、鍵かぎを閉めた阿部昌弘が、警官の肩に手を置いた。ガラスの壁かべにすぎない遮しや蔽へい物でも、密閉されているという感覚は安心感をあたえてくれるものだ。


「沙也香さん、すいませんけど、水を一いつ杯ぱいもってきてくれませんか？」


「わかったわ。眞子ちゃん、お願い」


「あなたに命令される謂いわれはないわ。自分でどうぞ」


「このガキ！　呪のろ……」


「呪う暇ひまがあったら、魔ま法ほうで水でも出してみたら？」


「雨あま乞ごいの呪じゆ法ほうは霊れい的てきステージの準備に時間がかかるのよ！」


「効率の悪さという言葉では表現しきれないアナクロな給水方法ね」


　非常時にもかかわらず、相あい性しようの悪さを発揮する鴨志田沙也香と小鳥遊眞子の口論の間に、兄の小鳥遊修一郎が洗面所からコップを持ってもどってきた。


「どうぞ」


「すみません。あなたはこの大学の先生ですか？」


「ええ、まあ。講師ですが……今は、ちょっとここに泊とまりこんでいまして」


「それはどういう？」


「わたしのような下したっ端ぱは勝手に研究室が使えませんので、休み中は、ここの空き部屋を使わせてもらっているんですよ」


「なるほど、それで。そちらの方はずいぶんと若いようですが？」


「妹です。少し研究の手伝いをしてもらおうと思って、呼んだんです。本人は夏休みを無む駄だにするというんでいやがっていたんですが、どうしても必要だからと無理に頼たのんで……」


　道理で、眞子が終始、不ふ機き嫌げんなわけである。性分もあるだろうが、兄がやたらと妹に遠えん慮りよしているふうなのも、そのためかもしれない。


「話をもどしますけど、さっき返り血だって言いましたよね？」


「はい。いっしょに来た同どう僚りようがひとり、やつに殺されました……これはその血です。信じられない。素す手での少女に、殺されたんです」


「それじゃ、例の女のほうは無傷で？」


「いえ。同僚が襲われたので、自分が犯人を撃うちました」


　昌弘の質問に重々しく答えた警官の浅黒い顔に、一同の視線が集中した。


「撃ったって、ピストルで？」


「はい。命中しましたが、逃にげられました」


「じゃあ、まだ構内にいるんですか？」


「おそらく。危険ですので、みなさんはこの建物からけっして出ないようにお願いします」


「その女がどんな目的の殺人者かは知らないけれど、手負いならわざわざここには来ないでしょ。市民の行動に制約をくわえる前に、さっさと応おう援えんを呼んで捜そう索さくしてほしいわ」


　来客用のソファの手すり部分に腰かけて、まるで他人ひとごとのようにつまらなそうに述べる眞子を、沙也香が冷れい笑しようした。


「子供はそろそろお眠ねむの時間かしら」


「そんな安直な皮肉では、わたしの自尊心に瑕か疵しをあたえることはできないわ。語ご彙いをもっと学んで、言葉の組み合わせを工く夫ふうするべきよ」


「ふ、ふふ。わたしが比類なく忍にん耐たい強い大人であることに感謝することね。ついでに言わせてもらえば、東くんを殺したのは人間の女ではなくて、あの地下室の死体よ。銃じゆうのような物理的なダメージは意味がないはず。警官が何人集まったところで、どうにもならないわ」


「すでに駐ちゆう在ざい所しよには無線で連れん絡らくしました。未明、遅おそくとも朝には、県警のほうから捜そう査さ班が到とう着ちやくするでしょう」


「朝、ですか」


　裕紀の声には、あきらかな不服の響ひびきがあった。無理もない。友人が殺害され、管理人は行方ゆくえ不明、電話線が切られて、くわえて警官までが死亡しているのだ。


「ご心配でしょうが、自分が不寝ねず番ばんをしますので、みなさんは自室かラウンジのほうでお休みになってください。ああ、その前に、全員の携けい帯たい電話を拝見できませんか？」


「なんでケイタイなんて？」


「捜査のためです。たいへん言いにくいのですが……みなさんと亡なくなった東浩さんとの関係を知りたいと思いまして」


「そんな！　ひどいですよ、おまわりさん」


　たわわな胸を揺ゆらして声を荒あららげた由衣に、裕紀や昌弘も同調する。


「おれたち、疑われているんですか？　むしろ被ひ害がい者しやですよ」


「あんただって、わけのわからない女に同僚を殺されたんでしょう？」


「女の子のケイタイの中身をのぞくなんて、覚かく醒せい剤ざいに手ぇ出すよりもだめ、ぜったい」


「……由衣ちゃん、そういう問題じゃなくて」


「えー？　だってまずいでしょ、乙女おとめのプライバシーを」


「ご不快だとは思いますが、ご協力ください。ほかの方には見られないように留意します。ほんの十分ほどでお返ししますから」


　警察官からそこまで強く要求されては、だれも拒きよ否ひできない。六つの携帯電話が、若い警官の手にあずけられた。電話そのものよりも巨きよ大だいなピンクのうさぎのぬいぐるみ型ストラップは由衣のもの、独とつ鈷こや日輪といった呪術を想起させるストラップがごちゃごちゃとぶらさがっているのは沙也香のものである。


「感謝します。では、みなさん自室のほうへもどっていただいて」


「死体は見ないの？　安やす永なが巡じゆん査さ」


「なんですって？」


「あなたの名前でしょう。安永文ぶん爾じ巡査」


　眞子の深海生物じみた美しい指が、警官の胸にへばりついている名札に向けられた。


　青い満月のような眸めが、やや上目づかいに、まっすぐ警官の目を射る。射るというほど尖せん鋭えいな目線ではないが、不思議と相手の意識を吸い寄せるような引力がある。


　それぞれの部屋へと向かい、歩きだしていた学生たちが、少し足を休めた。


「いや、安永は自分の名前ですが」


「じゃあ、見たら？　東っていう人の死体を」


「あ、彼の遺体なら、奥にシートをかぶせてあります。動かすのはまずいと思いましたので……臭においがだいぶひどいのに閉口しますが」


　廊ろう下かの奥、勝手口に近いあたりに、青い防水シートのふくらみが見てとれる。壁や床ゆかの茶色い斑はん点てんは、水分を空気に奪うばわれて存在感を失った血液だろう。


「クーラーがあるので腐くさりはしないと思いますが、空気清せい浄じよう機を使っていても、やはり血の臭いは残りますね」


　そう説明する修一郎は、この距きよ離りにいながら、すでに気分がすぐれないといった声こわ音ねだ。


「現場の保存に配意してくださったようで、感謝します。自分は鑑かん識しき係ではないので、検分しても成果は期待できませんが、そうですね、ひとまず見ておきましょう」


「では、お願いします。眞子、来なさい」


　修一郎に呼ばれて、眞子は階上に去った。ほかの学生の姿も消え、静せい寂じやくと血けつ臭しゆうだけが雪と霧きりのように残された。


　安永巡査は管理人室に入り、内側から鍵を閉めた。真っ暗だ。


　携帯電話が、ばらばらと床に落ちた。疲ひ労ろう困こん憊ぱいしたかのように両手をついた彼の四し肢しが、悪お寒かんに震ふるえる病人のごとく、暗くら闇やみで痙けい攣れんをはじめている。


「……あの娘むすめ」


　闇に沁しみるような唸うなりは、少女の声。アルマ・Ｖだ。





「お嬢じようさま、お静かに」


「はいはい。そー……っとね」


　貴き顕けんの淑しゆく女じよにはあるまじき所作で、窓まど枠わくをまたぎ越こえたユーフロジーヌが、管理人室の畳たたみを裸足はだしで踏ふむ。電気の明かりは不要だ。


「服と鞄かばん、どうぞ」


「恐おそれ入ります。ついでに、わたくしが着き替がえている間に、その携帯電話をすべて破は壊かいしておいてください」


「壊こわすなんて、もったいない。もったいないおばけが出るわよ」


「そのようなおばけは存在しません。幼児教育のために創出された寓ぐう意いの産物です。この部屋のどこかに管理人のものもあると思いますので、それも破壊してください」


　警官の安永が所持していたものは、すでに先刻の乱らん闘とう時に破損していたため、これでこの大学の内部にある携帯電話はすべて機能を失ったことになる。電話回線が不通のため、パソコンのメールも使えない。外部との通信手段はなくなったのだ。


　いや、もうひとつ、死んだ東浩も、この時代、この国の人間の常として、携帯電話を所有していたにちがいない。


　そっと管理人室を出たふたりの不法侵しん入にゆう者は、防水加工されたビニール繊せん維いの布におおわれた青年の死体を調べ、案の定、ネジコの人形がくっついた携帯電話を見つけた。


「えいっ」


　雑ぞう巾きんでも絞しぼるみたいにあっけなく、ユーフロジーヌの手の中で高度情報ネットワーク社会の象しよう徴ちようは無価値な破は片へんになった。


　その後、足音を忍しのばせて、ふたりがやってきたのは鴨志田沙也香の部屋の前だ。


　彼女が目的のものを持っていることは、すでに東の口から言げん質ちを得られた。うまい具合に、女子学生の部屋は一階。ほかの人間の容よう喙かいも、すぐにはあるまい。


「よろしいですね？」


「う、うん」


　幾いく度ど経験しても、これから人間を手にかけようという緊きん張ちよう感かんは心にも体にもなじむことがない。どうしても、尻しり込ごみしてしまう。


　すでにアルマは警官の風ふう貌ぼうを喪そう失しつしてしまったので、東のときのように、うまく口車に乗せて誘さそい出すことも、穏おん便びんに部屋へ入ることもできない。管理人用の鍵かぎ束たばが役に立った。


　扉とびらを開け、すぐに閉めて、あとは速力が慎しん重ちようさよりも肝かん心じんだ。


「だ……だれ!?」


「ご覧のように、血も涙なみだもない殺さつ人じん鬼きと可か憐れんで賢かしこい従者です。騒さわがないでください」


「異議あり、その自己紹しよう介かい！」


　侍じ女じよの言葉に不服申し立てするユーフロジーヌだが、その前に、書しよ斎さい机ふうのデスクの回転椅い子すから腰こしを浮うかしかけた沙也香の口を手でふさぎ、肩かたを押さえることは忘れていない。


「お嬢さまのお体には人間の血や涙にあたる体液がないのは物理的事実ですし、殺人を犯おかしていることもまた事実です」


「……だとしても、後半はずうずうしいと思わなくって？」


「思いませんね」


　臆おく面めんもなく言ってからアルマは、円形に近い形にまで開かれた沙也香の両眼に、金褐かつ色しよくの猫ねこ科の目を投じた。


「さて、無む駄だな手順は省略しましょう。殺されたくなければ、あなたが東浩から預かったものを渡わたしなさい」


「だめよ、アルマ。しゃべれないわ」


「手を離はなしてください。ただし、彼女が大声を出したり暴れたりしたら、即そく座ざに殺してください」


「はぁい。──こういう人だから、静かにしてくださいね」


　同情というより、純じゆん粋すいに相手の身の上を慮おもんぱかっての忠言であろう。醜みにくい瘡そう痕こんが這はいまわる顔に、せいいっぱいの微び笑しようが浮かんでいる。


　必死で頭を上下させる沙也香の口から、ユーフロジーヌの冷たい手のひらが離れた。


　大きく息をついた沙也香が、理知的な美び貌ぼうをあげる。朱しゆ唇しんに不敵な笑えみをにじませて。


「うかつ者どもめ」


　卓たく上じように置かれた沙也香の右手が、ヘルメス杖カドウケスをつかんでいる。


　すう、と睫まつ毛げを下ろした沙也香の両目に、恍こう惚こつとした光が宿った。半開きの唇くちびるから、細く長い息が流れ出る。魔まを御ぎよする者の呼吸法だ。気息プネウマが大気中の精霊エレメンタルに働きかける。


「これは……エノク語？」


　低い呪じゆ言ごんの響き。それに呼応して、沙也香の左手の指先が虚こ空くうに逆五ご芒ぼうの呪形シジルを描えがく。


「ま、まさか、魔術師ソーサラー!?」


「いいえ。そんなはずは」


「気づくのが遅おそかったわね。わたしの霊れい的てき死角をついて部屋の結界を抜ぬけたのは誉ほめてあげるけれど……さあ、冥府エレボスに去るがいい、死霊ガイストども！」


　魔術の発効を知らせるような現象、音も光もなかった。しかし、すでに仔こ犬いぬのように侍女の背後に隠かくれたユーフロジーヌは、恐きよう怖ふのあまり口をきつく結び、目を閉とざした。


　消されてしまう。体はくずれて砂に、心は散って風になってしまう。逃にげ隠れしつづけた三百年の人生のおしまいが、こんなみじめな怪かい物ぶつ退治劇の結末だなんて。


　ああ、こんなことなら、もう少しわがままに、女の子らしく、堂々と……は無理だけれど、ちょっとは楽しいことをしたかったなぁ……せっかく新しい時代、見知らぬ世界にやってきたというのに……やっぱり化け物は最さい期ごまで化け物なのかしら……。


「お嬢さま」


「はい？」


「何を固まってらっしゃるのですか」


「それはもちろん、走そう馬ま燈とうのように今までの出来事を……あら、生きてる？」


「生きてはいませんが、別段、危害をくわえられたわけでもありません」


「でも、魔法ウイツカで」


「魔法など迷めい信しんです。魔法使いなどおりません」


　何を世よ迷まい言ごとを、という顔つきでアルマは、みずからの出自を否定するようなことを言う。


「よしんばいたとしても、彼女はインチキです」


「な、なんですって！　今のエノク魔術エノキアンはたまたま失敗したけれど、次は由ゆい緒しよ正しい魔導書グリモワール『ホノリウス文書』に記された魔術マジイーアで灰にしてあげるわ」


「お嬢さま」


「えいっ」


　侍女に指図されるまでもない。書しよ棚だなから革かわ表紙のあやしげな書物を引っぱりだした沙也香の手を、ユーフロジーヌはあわてて叩たたく。


　不器用な手刀だったが、それは斧おのの一いち撃げきと同じだ。ぼきん、と手首が折れ、肉も派手に裂さけて、沙也香はあんぐりと口を開けた。傷口から噴ふん出しゆつした赤い霧が、眼鏡を塗ぬりつぶす。


　フローリングの床にはずんだ本が、二段ベッドの下段にばさりと落ちた。


　その落下物は、思いもかけない邪じや魔ま者ものを、文字どおり呼び起こしたのだった。


「んもー……何するんですかー」


　上段のベッドがつくる暗がりで、もぞもぞと動いたタオルケットが、薄うす茶ちや色いろの頭を生みだした。元来は二人部屋なので二名ぶんのベッドが用意されているのは不思議ではないが、現在の使用者は鴨志田沙也香のみのはずだ。


「沙也香先せん輩ぱい、先に寝ねてていいって言ったじゃないっすかー」


　Ｔシャツの生き地じが、胸の部分だけ張りつめている。寝ぼけ眼まなこを蛍けい光こう灯とうから守りつつ、身を起こしたのは、皆川由衣であった。


　三秒ほどの間、その部屋にいるだれもが、状じよう況きようを把は握あくできずに戸と惑まどい、見つめあった。


　最初に理性を回復したのは、四人の中でもっとも幼い少女だった。


「お嬢さま、まずはそちらの人間を」


「あーっ！　あんた、東くんを殺した子！」


「ご、ごめんなさい」


「沙也香先輩、怪け我がしてるの？　あんた、またこんなひどいことしてっ」


「ごめんなさい。許してください」


「謝ってどうするのですか。早くしないと、階上の学生たちが来ます」


　皆川由衣がここで寝ていた理由は、察しがつく。彼女の部屋の前には、東浩の遺体が安置されているのだ。そんなところでは快かい眠みんは望めない。


　もっとも、殺人事件の最さ中なか、しかも同居人が闖ちん入にゆう者たちと争っている横で、今の今まで熟じゆく睡すいしていたのだから、この娘むすめの図太さは相当のものだ。きっと、どんな状況下でも、布ふ団とんをかぶって三十秒もすれば寝息をたてているにちがいない。


　この種の人間は、問答するだけでも危険だ。相手の調子に呑のまれてしまう。今のユーフロジーヌがそうであるように。


「どいてください、お嬢さま」


　鞄の中から、アルマは虎とらの子を出した。両りよう腕うででしっかりとかまえた輪りん胴どう式しき拳けん銃じゆうは、いうまでもなく警官の装備だ。


「ちびっ子！　あんたも仲間なの？」


「ち、ちびは無礼でしょう！」


　滅めつ多たにないことだが、アルマの陶器人形ビスク・ドールのような頰ほおが、かあっと朱しゆ色いろに染め変えられた。


　その一いつ瞬しゆんだ。ぶるぶると震ふるえる銃身に、白い大だい蛇じやが巻きついた。


「あっ？」


　いとも簡単に、タオルケットにからめとられた拳銃が、ベッドの上段に消える。


　床ゆかに降り立ち、くるりと体を反転させた由衣の挙動につられて、布は生き物のように宙を泳ぎ、啞あ然ぜんとするアルマの横よこ面つらを打ちすえた。ただの布が、まるで鉄の鞭むちだ。


　スカートがひるがえり、棒きれみたいに吹ふき飛ばされた侍女の短たん軀くは、ドアに激げき突とつし、声も漏もらさずに横よこ倒だおしになった。


「おしおきよっ。次はそっち！」


「え、え？　アルマ？」


　いったい何が、どうなったのだろう。混乱して立ちつくすユーフロジーヌに許されたのは、うねりながら襲おそいかかってきた白蛇を、とっさに頭を沈しずめてかわすことだけだった。


　刃は物ものに似たするどさで頭頂すれすれを擦さつ過かした白い帯が、空中にとぐろを巻く。


　本当に、生きている蛇へびのようだ。


「東洋の神秘……」


　なんて感心している場合では、もちろんない。一変して棒みたいに硬こう化かした布が、ぴしゃり、と床ゆか板いたを打ちすえた。


　横に飛んで逃のがれたユーフロジーヌの足首をねらって、ふたたび蛇身と化した布がすべり寄る。


　縄なわ跳とびの要領で跳はねてそれをやりすごし、さらに右手を書きもの机に添そえて、体操の跳ちよう馬ば種目のように体を宙高く舞まいあげる。


　一瞬、逆立ちしたユーフロジーヌの右手めがけて、執しつ拗ように布が襲いかかるが、つま先を上にして、片手だけの筋力でひらりと上じよう昇しようした瘦そう軀くは、天てん井じように弧こを描いて、由衣の頭上を越こえる。


「すごい身のこなし──でも、左腕の反応がにぶいよ」


　その由衣の指し摘てきには、行動がともなっていた。


　独楽こまみたいにすばやく振ふり向く彼女の挙動に呼応して、鎌かまの鋭えい利りさでもって旋せん回かいした白布が、着地した直後のユーフロジーヌの左側から脇わき腹ばらを薙なぐ。


　からくも、その打撃を受けとめたのは、左手ではなくて右手であった。


　びしっ、と肉がはげしく打たれる響ひびき。


　深く長い吐と息いきとともに、ユーフロジーヌの肩がさがる。なんとか攻こう撃げきを防ぎきったものの、この人間の女性には、自分の体の欠点を看破されていた。


　不死とはいっても、肉体そのものはただの頑がん丈じような死体にすぎない。それも三百年間、使い古して、補修をかさねてきた、いわば骨こつ董とう品なのだ。当然、不具合もある。


　ユーフロジーヌの左腕は、銃じゆう弾だんによってくだけた肩けん胛こう骨こつをつなぎあわせ修理した名残なごりで、思いどおりに動かない。


「よくぞ受けとめたのう、若いの」


「わ、若くないんですけど、ありがとうございま……」


「だけど、通信教育で二週間、中国武術を修しゆ行ぎようしたあたしの敵じゃないのよ」


「二週間って！」


　その叫さけびを発したとき、ユーフロジーヌは空中にいた。


　由衣の体が流れるように動いたとたん、ものすごい力で布が引きもどされたのである。当然、端はしをにぎっていたユーフロジーヌはつんのめり、そればかりか、足を踏ふんばる猶ゆう予よもなく抛ほうり投げられてしまった。


　天井の下を一回転、背中から、まともにベッドに叩きつけられる。信じられないことに、木製とはいえ頑丈な二段ベッドが、バルサ材の模型のように粉々になった。


　変転する視界に、おびただしい破は片へんが躍おどる。


　全身の骨がくだけた。そう思えるほどの衝しよう撃げきに目がくらくらした。が、それを自覚する暇ひまもあたえられない。由衣は無む駄だのない所作で間断なく布をひらめかせ、今度は手首にまとわりついたそれに牽けん引いんされて、ふたたびユーフロジーヌは空中の旅人となる。


「わっ、わあっ」


　天井にぶつかる寸前、かろうじて体をひねって、足を蹴ける。二、三歩、天地さかさまに走って、なんとか床に──降りさせてはくれない。


　由衣の体さばきは達人のそれだ。さながら布が手であるかのように、捕とらえた獲え物ものを、次は壁かべに向けて打ちつける。悲鳴を引きながら、ユーフロジーヌは我を忘れて体を動かした。


　膝ひざを曲げて壁に着地、その反動で横飛びして、反対側の壁を蹴り、由衣の背後をとる。


「甘ーい！」


「きゃっ」


　まただ。由衣が全身を使って舞ぶ踏とうめいた挙動をするたびに、まるで腕わん力りよくや布地の耐たい久きゆう性と関係なく、刹せつ那なの吸引力によって木の葉みたいに放ほう擲てきされてしまう。


　風車のごとく回りながら、ユーフロジーヌは部屋中を飛びまわるばかりだ。ちょうど、由衣を中心にして、その同心円を縦横に周回するように。壁や天井や床へと激突する瞬間、手足をついて衝撃を緩かん和わすることが、唯ゆい一いつ可能な対処法であった。


　そうなると、右手をふさがれているのは苦しい。自由に動いてくれない左手では間にあわず、背中からもろに壁と衝突してしまうことも、何度かあった。


　ものの一分といった時間だったが、その間に、部屋のあらゆる面はユーフロジーヌの手形や足形だらけになってしまった。建物の構造上、もろい部分にはぽっかりと穴が開いている。


　ふたりの曲芸じみた攻防をおわらせたのは、由衣のつぶやきだった。


「さ、沙也香先輩……？」


　吊つり橋ばしのようにたわんだ布の真ん中に、鴨志田沙也香はいた。


　首を一周した布の張力にささえられて、彼女の体は立っていた。正確にいうならば、それは吊られている状態だ。


　薄うすく開いた目の焦しよう点てんはどこにも合っていない。鬱うつ血けつした舌が、紫むらさきの得体の知れない植物みたいに口こう腔こうからはみ出している。死者の相そう貌ぼうだ。


　室内の空間をめまぐるしく蹂じゆう躙りんした布の蛇に、運悪くからみつかれてしまったのだろう。


「東くんに続いて沙也香先輩まで……なんてことを！」


「わ、わたしのせいですか？」


「じゃ、じゃあ、あたしのせい？　あたしは殺人鬼きをやっつけようとしてただけだもん」


「わたしも身を守るために必死だったんですけれど……」


「だけど、こういう場合、悪いのは人間じゃなくてモンスターだと思うの」


「……やっぱり、わたしのせいですね」


　そういう立場なのだ。最初から、殺意はあったわけだし、非難されても仕方ない。


　ユーフロジーヌは、右手首に喰くらいついたタオルケットを引きちぎった。由衣にその気さえなければ、ただの薄っぺらい掛かけ布団にすぎない。


　布の束そく縛ばくから解放された沙也香の死体が、土つち塊くれのように倒たおれるのと同時に、ユーフロジーヌの右手もぐにゃりと垂れた。


「あら？　……ええと」


　ぶらぶらする右の手首を左手で持ちあげ、もとの位置に直す。むろん、それでどうなるものでもなく、また五指はだらしなく床に向いてしまう。


「うーん。折れちゃったね」


「や、やっぱり折れてますよね。どうしましょう……」


　布に引かれて投げられ、打ちつけられる都度、肉体年ねん齢れい十四歳の少女の全体重が、その一点に集中するのだ。いかに常人にくらべて頑がん強きような骨格といえども、その負ふ荷かには耐たえられない。


「指は動くんですけど」


「器用だねー」


　柱時計の振り子みたいにたれ下がったユーフロジーヌの右手が、わきわきと見えない鍵けん盤ばんを叩たたいているのを見て、由衣が嘆たん声せいをあげる。


　しかし、困った。これではこれからの仕事に差し障さわる。この由衣という人間の女性にはかないそうもないし、おまけにアルマは失神でもしているものと思われる。


　盗ぬすまれたものはこの部屋のどこかにあるらしいけれど……と、四囲に視線を配って、ユーフロジーヌはますます困こん惑わくしてしまった。


　でこぼこの壁、ささくれ立った床板、倒れた書しよ棚だな、二段ベッドの残ざん骸がい、もとは机だった粗そ大だいゴミ、窓まど枠わくは落ち、書しよ籍せきや呪じゆ術じゆつめいた雑貨が一面に散乱している。


　この中から、目的のものを物色している時間は、残念ながらなさそうだ。




　Ⅲ　旧講堂。







　入室をことわるノックの音はなかった。


「沙さ也や香かさん、さっきからすごい音がしますけど、何事ですか？」


「入りますよ」


「いだっ」


　開いたドアが、横倒しになっているアルマの側頭部にぶつかった。やはり意識を失っていた模様だ。二日酔よいにでも悩なやまされているように顔をしかめ、頭をさすりつつ上体を起こす。鼻び孔こうから流れる血は、赤よりも青に近かった。


　幸い、小さなアルマは扉とびらの陰かげにおり、廊ろう下かからあらわれた人間たちに存在は露ろ見けんしていない。いや、仮に目に留まったとしても、それどころではないというのが、彼らの本音だろう。


「か、鴨かも志し田だ先せん輩ぱい！」


「これはひどい。子供の健全な精神の育成をそこなうことはなはだしい光景です」


　沙也香の死体に目を奪うばわれ、後ずさる須す藤どう裕ゆう紀きにくらべて、小鳥遊たかなし修しゆう一いち郎ろうは、年配者だからというわけでもないだろうが、どこかしら緊きん迫ぱく感かんとは縁えん遠どおい。


「眞ま子こ、見ちゃいけないよ」


「今さら、教育的配はい慮りよもないでしょ。それに、健全な精神だなんて、理解不能の概がい念ねんよ」


「由ゆ衣いちゃん、そいつが……そいつなのか！」


　阿あ部べ昌まさ弘ひろの確かく認にんに近い詰きつ問もんを、由衣は逡しゆん巡じゆんなく肯こう定ていした。


「そうだよ。この子が東あずまくんと沙也香さん殺したの！」


「それにたぶん、管理人のおじいさん、あと、さっきの警察官もね」


　さしたる感かん慨がいもなしに、そう附ふ言げんしたのは眞子だ。その砂糖細工めいた細い右手が、床ゆかにちらばる木もく片へんや本の中から、拳けん銃じゆうを拾いあげた。


「あの……あの……」


　ユーフロジーヌはすっかり混乱してしまった。あっという間に形勢逆転、いや、由衣ひとりでさえ荷が勝ちすぎるのに、これでは多勢に無勢だ。


「すみません。すぐにおいとましますから……お騒さわがせしました」


「いいえ、何もおかまいできませんでー」


「お、お気づかいなく……さ、アルマ、帰りましょう」


「って、帰すわけないじゃん！」


　一度はにっこりと会え釈しやくした由衣だが、そこまでお人ひと好よしでもない。


　ドアの陰に身をひそめている侍じ女じよのほうへ──彼女が無言のまま、手の仕し種ぐさで制止しているにもかかわらず──踏みだしたユーフロジーヌの初歩を、鎌かまのようにひるがえった布が払はらう。


「あうわっ」


　みっともなく顔面から床に突つっ伏ぷしたユーフロジーヌが、うろたえつつ顔をあげたとき、正面に見たのは、ピーマンを口にふくんだ小学生と同じアルマの表情であった。


　その漆うるしのような髪かみに、拳銃の銃身が埋うまっている。


「お嬢じようさま……敵に味方の居所を教えるというのはどういった料りよう簡けんですか？」


「そ、そういうつもりじゃなかったの」


「そうでしょうとも。しかし、何事も悪意がなければ笑って許されるというほど、世の中、甘くないのです」


「ううっ、わたしが悪かったわ、わたしがぜんぶ悪かったわ」


　いつになく冷たい侍女の半眼から逃のがれたい一心で、ユーフロジーヌは床を搔かくように体をうずくまらせた。それでも、凍気にも似た怒いかりの視線を後頭部に感じる。


　きちんと正座し、両手を肩かたのあたりまで挙げたアルマに銃口を突きつけ、人ひと質じちの屈くつ辱じよくを味わわせているのは、眞子である。


「まぬけな殺人鬼。こっちのちびを殺されたくなかったら、おとなしくしなさい」


「ちびではありません」


「撃うつわよ」


「……横暴な」


　撃たれたくはないらしい。憮ぶ然ぜんとして吐はき捨てるアルマの声量は、虚きよ勢せいよりも身の安全を優先する意志のあらわれであった。


「由衣ちゃん。今のうちに、こっちへ」


「うん」


　昌弘の指示にしたがい、由衣は出入口のほうへと向かう。まったく無防備な挙きよ措そだ。


　チャンスであった。


「お嬢さま。今です」


「今？」


「お逃にげください。すぐに」


「できないわ！」


「論理的に考えてください。今の状じよう況きようはあまりにも不利です。ここは一時、撤てつ退たいして事態が好転するのを伏ふして待つのが得策です。目的のものを奪だつ取しゆできなかったのは残念ですが……」


「そうじゃなくて！　あなたを置いていけるわけないでしょうに」


　思わず語気を昂たかぶらせた主人が、あまりにも真しん剣けんに、ごくあたりまえのことを主張する様子だったので、侍女はつい苦く笑しようした。


「わがままをおっしゃらないでください」


　彼女のそうした表情は、百年に一度も目にすることができるものではなかったので、それがユーフロジーヌに決心させたのかもしれない。


「待っていて。かならず助けにくるから」


「はい。なるべく早くお願いします」


　この間、人間たちが何もできなかったのは、ふたりの会話がラテン語で交かわされたからだ。英語やドイツ語なら、あるいは意図を悟さとられたかもしれない。


「なんだ？　何を話した？」


「一歩でも近づいたら、仲間が死ぬからね」


　眞子の警告は、まったくの的はずれであった。


　ユーフロジーヌが走ったのは、前方ではなくて後方である。


「待った！」


　由衣の肢し体たいが流れるように動き、床に延べられていたタオルケットが波打った。


　獣けもののように窓から飛びだしたユーフロジーヌの足首を、白い帯がつかまえて引きもどす。


「──おおっ」


　裕紀や昌弘が拳こぶしをにぎり、力強く叫さけんだのは、大きく展開したスカートの中身が室内の照明のもとにさらされたからだ。ちなみに、今、ユーフロジーヌは下した穿ばきを着用していない。


「きゃっ!?」


　宙を逆行しながら、あわてて膝ひざを閉じるが、ちょっと遅おそかった。


　殿との方がたの目に気を取られたせいで、瞬しゆん息そく、判断がにぶった。窓の縁ふちに手をかけようにも、左手はスカートを押さえるほうに動いてしまった。もうとどかない。


　とっさに右手を伸のばす。右の手首の骨は折れている。皮ひ膚ふと腱けんはゴムのような伸しん長ちよう性をみせ、なんとか指先が窓の枠わく部分にかかった。


「うぐぐ……」


　ユーフロジーヌの右手からタオルケット、その端はしをつかむ由衣の腕うでまでが、ぴん、と一直線に張りつめた。足を引っぱる力に逆らって、ユーフロジーヌはみずからの右手を左手でつかみ、縄なわをたぐる要領で引き寄せる。


　純じゆん粋すいな腕わん力りよくの対決では、やはり人外の怪かい物ぶつに分があった。


「わっ」


　どちらかといえば肉づきのいい由衣の体が前にのめり、ほぼ同時に、緊張していた布が悲鳴をあげて裂さけた。


　その反動と伸びきっていた右腕の筋組織の収縮力で、ユーフロジーヌは砲ほう弾だんみたいに屋外に飛びだした。射出といったほうが正しいかもしれない。


「あら？」


　ばきばきっ、と瞬時に植えこみの枝葉を突きやぶり、目をぱちくりさせたとき、ユーフロジーヌは夜空にいた。風が吠ほえ、視界がぐるぐると回る。学生寮りようはもう眼下のはるか後方、闇やみの中に点在する窓の明かりでしか確かく認にんできない。


　滑かつ空くうしながら体をねじって、うまく平へい衡こうをとり、つぎつぎと横を通りすぎていく街灯の一本に軽く手をかけて、ひらり、と方向転てん換かん。


　学内の案内地図が描えがかれた看板に、どすん、と両足を着く。


「はいっ、と」


　宙返りひとつ、アスファルトの路上に降りたったユーフロジーヌの背後で、巨きよ大だいな鉄製の看板が、耳みみ障ざわりな絶ぜつ叫きようとともに倒とう壊かいした。


　土つち埃ぼこりがおさまるのを待ってから、鍋なべのように湾わん曲きよくした看板の地図で、現在地を確認する。


　三号館と四号館の間の歩道。学生寮からは直線距きよ離りで、百メートルほども離はなれた計算だ。


　看板のとなりに立つアールヌーヴォー様式の銅柱は、時計であった。時刻はおよそ三時半。夜明けは近い。


「待っていてね、アルマ・Ｖ」


　急がねばならなかった。





　簀す巻まきという日本語に覚えはなかったが、それが物ぶつ騒そうな単語であることは確実だった。


　何しろ、そのあとに続いた言葉が、川に叩たたきこむ、なのだから。


「質問してもいいですか？」


「なんだよ？　命いのち乞ごいなら聞かないからな」


「簀巻きとはなんですか？」


「今のおまえの状態だよ」


　なるほど。アルマは得心した。


　丈じよう夫ぶなロープで腕ごと胴どう体たいをぐるぐる巻きにされ、芋いも虫むしみたいに部屋の隅すみっこに転がされることを、簀巻きというらしい。


「すると、わたくしを川に抛ほうりこむというのですか？」


「それは勢いで言っただけ。慣用句ってやつ。この近くには大きな川もないしな」


　質問に答えてくれた須藤裕紀をはじめ、ほかの人間たちもすべて、このラウンジに集まっていた。お通つ夜やというのは、きっとこういう雰ふん囲い気きなのだろう、とアルマは思う。


　人間たちは、すぐには彼女に危害をくわえる意志はないようだった。


　すでに、ユーフロジーヌが逃とう亡ぼうしてから、壁かべの時計の長針が四十五度は動いている。その間、彼らは小声で、ときには罵ば声せいともいえる口調で談判をつづけていた。会話を捕ほ虜りよの耳から遮しや断だんするという配はい慮りよはないらしい。むしろ、目のとどくところに置いておかないと、逃げられやしないかと不安なのだろう。


　彼らは警官でも軍人でもないのだ。いきなり殺す殺されるの状況に抛りこまれて、すぐに順応できる道理もない。まして、相手は人間ではなく、化け物の眷けん族ぞく。監かん視し役の裕紀も、拳銃を手にしていながら、いかにも心細げに終始、仲間のほうを振ふり向く。


「向こうで何を相談しているのですか？」


「おまえの仲間をやっつける方法だよ。おまえを囮おとりにしてさ」


「お嬢さまと戦うつもりなのですか。逃げるという選せん択たく肢しはないのですか？」


「ここから最も寄よりの交番まで、どれだけあると思ってるんだ？　学校から出たら、隠かくれる場所もないんだぞ。第一、おまえら、おまわりさんをひとり殺しちまったみたいだしな……朝になれば応おう援えんが来るって言ってたから、それまでここで待つほうが安全だろ」


　人間たちは、寮にやってきた安やす永なが巡じゆん査さがアルマの変身だとは知らないのだ。彼が殺害されたのは、そのあとのことだと思っている。


　もちろん、応援の警官隊など来るわけはない。とうの昔に、無線機で駐ちゆう在ざい所しよには連れん絡らく済みなのだ。


　──大学生の通報はやはりいたずらでした。異状はありませんが、念のため、あたりを巡じゆん邏らしてから帰ります。帰着は少し遅くなります。


　──了りよう解かい。そうしてくれると助かる。例の逃亡中の被ひ疑ぎ者しやのこともあるから。


　──少々、電波状態が不良ですので、定時連絡がなくてもご心配なく。


　──了解。じゅうぶん警けい戒かいするように。


　同どう僚りようの警官は、なんの疑義も差しはさまなかった。眠ねむそうにあくびを嚙かみ殺す気配さえ伝わってきた。やはり、この国の治安はいい。


「わたくしの考えですが、この建物は防衛戦向きではありません。玄げん関かんの扉とびらはガラス張りですし、一階に大きな窓が多すぎます」


「籠ろう城じようするには、大きな部屋がひとつあればいいだろ。このラウンジとか」


「そう、この人数を無理なく収容できる広さがあるのは、この部屋だけです。しかし、ここのフランス窓は板などでふさぐには大きすぎます。仮にベニヤ板のような材料があったとしても、加工の時間がありませんし、その程度の補強をしたところで、お嬢じようさまの怪かい力りきの前には、ティッシュペーパーが障子紙になったというほどの差にすぎません」


「たしかに、あいつの力はまともじゃないな……」


「かつて、ナポレオン戦争の折、神聖ローマ帝てい国こくの領邦を侵しん略りやくしたフランス軍の半旅団ドミ・ブリガードをおひとりで全ぜん滅めつさせたことから、お嬢さまは〝人喰い狼クルートー〟と呼ばれて恐おそれられていました」


「なんかわからないけど、すごそうだ」


「すごいのです。殺した兵士の生皮をはいで広間に敷しきつめ、死体から搾しぼった血と臓物を満たした浴よく槽そうにて沐もく浴よくし、毎日のお食事には近きん隣りんの村々から拉ら致ちした処女や嬰えい児じの生肉を好んで召めしあがっておいででした」


「とんでもねーやつだな」


「はい。とある若者が身を賭として封ふう印いんしたものを、あなたたちが不思し慮りよにも解きはなってしまいました。もうこの国はおしまいです」


「いや！　まだ何か方法があるはずだ。ふたたび封印する方法が……そうだろ？」


「希望さえ捨てなければ、あるいは。及およばずながら、わたくしも協力します」


「そうか。おまえ……いいやつだな」


「つきましては、この縄をほどいてくださると助かるのですが」


「よし」


「よし、じゃねぇ！」


　椅い子すから立って、アルマの足首を束そく縛ばくするロープに手をやった裕紀が、背中を蹴け飛とばされて転てん倒とうした。


「口車に乗せられてどうするんだ。その子も、さっきのゾンビっ娘この仲間なんだぞ」


「そ、そういえば」


「かわいい外見にだまされるな。監視役なんだから、しっかりしてくれよな」


　ひとしきり苦言を呈ていしてから、阿部昌弘は、その端たん整せいな目鼻を囚とらわれの侍じ女じよに向けた。


　ユーフロジーヌが退散したあと、銃じゆうの引き金にかけた指に躊ちゆう躇ちよなく力をこめようとした眞子を止めたのは、彼だった。利用価値があると判断したのだろう。


「きみの言うように、この寮は何かと都合がよくないんで、少し移動することにしたぜ」


「移動？」


「そう。もっとやりやすい場所にな。きみにも仕事してもらうよ」


「どういうことだよ、昌弘」


「小鳥遊先生も賛成してくれた。これは防衛戦じゃなくて、狩かりの待ち伏ぶせなんだ」


　後半は裕紀ではなく、足もとの捕虜に聞かせるための言葉であった。





　改装ののちには女子寮として使用される予定の建物は、今はまだ工事の手もつけられておらず、ただ周囲にめぐらせた金かな網あみによって立ち入りが禁止されているだけだ。


　ご迷めい惑わくをおかけします、としおらしく低頭する作業員のイラストの下に、工事期間の予定が記されている。どうやら、来週からはじめて、長期休きゆう暇か中には終しゆう了りようする目算らしい。


　その無人の建物の屋上に腹はら這ばいになり、歩道をはさんで向かいあう学生寮を望むと、明かりはすっかり落ちていた。


「まさか、みんな寝ねてしまったなんていうことは……ないみたい」


　ユーフロジーヌの卓たく越えつした視力でなくとも、ごく平へい凡ぼんな目の持ち主でさえ、それを見落とすことはなかっただろう。


　玄関前、ものさびしい非常灯の明かりに浮うかぶ、ひまわりのアプリケ。


　アルマの肩かたがけ鞄かばんだ。


　罠わなの可能性を考えるより先に、体は動いていた。三階建ての建築物の屋根から、ためらいなく夜の中に身を躍おどらせる。


　蜘蛛くもみたいに両手足をついて着地し、さらにもう一度の跳ちよう躍やくで玄関口に到とう着ちやく、照明の柱にぶらさがっている鞄を引ったくるなり、はじかれたようにその場を離れる。


　何も起こらなかった。罠ではなかったらしい。


　が、わざわざ目立つ場所にこれ見よがしにアルマの荷物が放置されていたのだから、これはそれなりの意思表示であるはずだ。


　鞄の中身は、と留め金をはずして覆おおいをめくった刹せつ那なであった。


「わあっ！」


　あごを引いたユーフロジーヌの前まえ髪がみを散らして、黒く硬かたい閃せん光こうが擦さつ過かした。


　風を切って上空に消えた矢が、数秒後、寮の玄関の雨よけに戛かつ然ぜんと突つきたった。


「……や、やっぱり、罠だったのね」


　はは、としゃがれた笑い。膝ひざの力が抜ぬけ、地面にへたりこみそうになる。


　幸い、矢は一本きりのようだった。配水管などに使われるプラスチック製のパイプを二十センチほどに切断したものと丈夫なスプリング、それに釣つり糸を利用して、ボウガン用の短い矢を撃うち出す仕組みだ。


「でもまあ、鉄てつ砲ぽうじゃなくてよかったわ」


　と、ユーフロジーヌは前向きに考えた。数百年、迫はく害がいされ慣れているだけあって、この程度のことでは落ちこまない。


　鞄の中身は、おそらくほぼ以前のままだと思われた。もともとアルマの所持品なので、過不足はわからないが、人間たちにとっては珍めずらしくもない日用品ばかりで、脅きよう威いになるような品物はなかったはずだ。ただ一品、管理人用の鍵かぎ束たばだけがなくなっていた。


　そして、もうひとつ、これは増えているものがあった。


「お手紙？」


　黒くろ山羊やぎさんからお手紙ついた～、と日本の童どう謡ようを口ずさみつつ、その四つ折りの紙し片へんを開いたユーフロジーヌは、黒いインクで書かれた文面を読んで、眉まゆ根ねを寄せた。


　箇か条じよう書がきにされた日本語の内容は、きわめて友好的だった。


　仲間の少女は人ひと質じちとして預かっているが、無事であること。そして、自分たち全員の生命を保証してくれるのなら、彼女の身み柄がらを引きわたす用意があること。


　最後に、暴力によらず交こう渉しようするつもりがあれば、二時間後、旧館の一階にある講堂へ来ることを要求し、その下には丁てい寧ねいに手書きの地図まで描えがかれている。


「もしかしたら、あの人たちも改心してくれて、平和的に解決できるのかしら」


　暗い谷間に美しい花はな園ぞのを見つけた少女のように、ぱっと顔を輝かがやかせたユーフロジーヌの横で、


「たった今、矢で頭を射い貫ぬかれかけたことを、もうお忘れですか」


　そう反はん駁ばくするであろうアルマの姿はない。


　だが、手紙を握にぎりつぶし、鞄を持ちあげたユーフロジーヌの顔には、もう架か空くうの花園で蜜みつの香かおりにまみれて転げまわる脳天気な少女の面おも影かげはなかった。


　月光を背に浴びて歩きだした彼女の、血の色をした眼まなこを視みた者がいたら、鮫さめに似た歯列がぎりぎり音をもらすのを聴きいた者がいたら、恐きよう怖ふに息を呑のんだにちがいない。


　今は、ほんとうの怪かい物ぶつだった。


　が、それもわずか五、六歩のこと。


「あら、猫ねこちゃん」


　歩道わきの並木の陰かげから、甘え声とともに歩みでてきた三毛猫が、脛すねに体をこすりつけてくるのを、嬉き々きとして抱だきあげる。


「んにゃあ」


「にゃー。日本では、猫はにゃーなのね。にゃー」


　まだ成せい獣じゆうではない三毛のおなかを指で搔かいたり、頰ほおずりする様子は、ただの友達がいない女の子にすぎなかった。





　旧館の講堂は、西欧の総合大学ストウデイオ・ジエネラーレのそれに似た構造だった。劇場などと同じく、学生の席が階段のように上から下まで連続し、底が教きよう壇だんになっている。


　アルマ・Ｖは、その教壇で、黒板の前にぶらさがっている。


　黒板の枠わくの上にある、プロジェクターのスクリーンをかけるための突とつ起きにロープをくくりつけられ、芋いも虫むしから蓑みの虫むしに格上げされた按あん配ばいだ。


「芋虫よりも蓑虫が格上だという話は初耳ですが」


「なんですって？」


「独り言です」


「そうですか。それなら、けっこうです」


　見張り役は、須藤裕紀から小鳥遊修一郎に交代していた。大学の講師という閑かん雅がな身分ゆえなのか、妙みように物もの腰ごしが慇いん懃ぎんで、そのくせ臆おく病びようというふうでもなく、こうして殺人鬼きの片割れと口をきくにも怖おじ気けづく素そ振ぶりさえない。どうも、つかみどころがない男だ。


　盛せい夏かの雑草みたいに伸のび放題の前髪の隙間から、興味ありげな観察者の視線が、緊きん縛ばくされた少女の横顔からつま先まで、丹たん念ねんになでる。


「わたくしの顔が、そんなに珍しいですか」


「気にさわりましたか？　もしそうなら、謝ります」


「気にさわりました」


「すみません。ただ、よくできていると思いまして」


「なんですって？」


「じつにみごとだ。あなたを創つくった人物は、たいそうな技術をもっていたようですね」


　頰に触ふれた指は、先人の名器を愛あい撫ぶする陶とう芸げい職人のものだった。


　アルマの体の深い部分に、悪お寒かんに似た感覚がうずいた。


「あなたは……」


　この人間は、自分の来歴を知っている。二百年前、錬れん金きん術じゆつの産物として姿形と精神を得た、生物外の動物。


　少なくとも、人間の手によって創製されたということを、知っている。それだけでも慮りよ外がいのこと、脅威だった。もしかすると、ユーフロジーヌのことも……。


「交代よ」


　涼すずやかな呼びかけと同時に、教壇に細い影かげが立った。


　セーラー服姿の窈よう窕ちようたる少女。浮き世からかけはなれた種類の気品と、それに付ふ随ずいする冷たさが、まだ幼さの強い顔や体を引き締しめている。


「まだ時間じゃないけれど、どうしたんだい」


「向こうで人手がいるの。いくら非力な学者でも、わたしよりは力があるでしょう」


　人間たちは、講堂の入口近辺、それに別の場所でも、しきりと作業をしている。回転のこぎりや釘くぎ打ち機などという工具の作動音が、ひっきりなしに聴こえた。


「こっちは眞子だけでだいじょうぶなのかな……」


「心配する暇ひまがあるなら、さっさと行って。ここにふたりいることが無む駄だだわ」


「わかったよ。──反はん抗こう期なんだ」


「そのようですね」


「うるさい」


　去り際ぎわに、修一郎は言い訳のように苦笑いしてみせた。それに相づちを打ったアルマに、眞子のするどい眼まな差ざしと銃じゆう口こうが向けられた。


　ほんとうに対照的な兄妹きようだいだ。


「人質を殺しては、交渉どころか、罠にもならないと思います。短慮はおやめなさい」


「殺さずに手足や顔を傷つけて、仲間の動どう揺ようを誘さそうのが、こういう場合の人質の使い方よ。弾たまがもったいないから、そのときはこっちを使うけれど」


　石せつ膏こう像のような手の中で、きちきち、とカッターナイフが銀の刃はを伸ばす。


「なるほど。非常に理にかなった方法です」


「来ると思う？」


「お嬢じようさまですか？」


「そのお嬢さまっていう呼こ称しよう、恥はずかしくないの？　時代錯さく誤ごもいいところよ。映画やテレビの中でしか機能しない単語だと思っていたのに」


「わたくしたちの時代には、まだ封ほう建けん制が継けい続ぞくしていましたから、恥ずかしくはありません」


「あなたたちの存在そのものが、時代錯誤っていうわけね。まさか、死体がよみがえって人を殺すなんて、ストーリーとしても陳ちん腐ぷで手て垢あかまみれだもの」


「同感です」


　しかし、アイスホッケーのマスクをつけた殺人鬼のように、ユーフロジーヌがうまく仕事をこなせているとは、到とう底てい考えられない。


「言わせていただければ、わたくしたちの側も、あなたたちを相手に戦うことは簡単ではないのです。一歩まちがえれば……不本意ながら、わたくしの現げん況きようが好例でしょう」


「切実ね」


　教きよう卓たくに寄りかかり、眞子は少しだけ笑った。同情やいたわりではなく、冷れい笑しようだった。


　この娘むすめはサディストにちがいない、とアルマは思った。


「それで？　あなたのお嬢さまは来るかしら」


「さあ。わたくしには判じかねます。あの方は少々、お気持ちが鷹おう揚ようすぎますので」


「おっとりしていて実行力に欠ける。善良だけれど、ネガティヴな性格というところね」


「ご明察です。いじめられっ子なので、何をするにも自信がないのです」


「ああ、だめね。そういう内向的なタイプは、孤こ立りつすると無力になることが多いのよ」


「それが悩なやみどころです」


「なまじ親に甘やかされていたり、裕ゆう福ふくな環かん境きようだったりすると、対外的な社交術や対話能力を必要としないで生活できるから、ひきこもって手に負えなくなるわよ」


「返す言葉もありません」


「あなたの責任ではないけれど、奉ほう仕しする相手を選ぶべきだったわね。罠わなだと知っても来るか、それとも怖おじ気けづいて逃にげだすか……」


「来てもらわねば、あなたたちのほうが困るのではありませんか？」


「そうね」


　今度は、眞子の桃もも色いろの唇くちびるがはっきりと笑えみを描いた。


「けれど、それはあなたも同じ」


　ユーフロジーヌを誘い出すという役割をはたせないのなら、アルマは単に無価値な捕ほ虜りよとなってしまう。すでに四人を殺した相手を、彼らは無事に済ますだろうか。


　この眞子という娘にかぎって、その可能性は低そうだった。


「眞子ちゃん！」


「おつかれー。おわったよー」


　講堂の上のほうから阿部昌弘の声が響ひびき、由衣がにこやかに手を振っている。工具箱を持った裕紀と修一郎が、観音開きのドアから出ていくところだった。


「向こうは、準備ができたみたい」


「刻限までは、まだ三十分間近くありますが」


「手紙には、わざと遅おそめの時間を書いたのよ。罠だっていうことがわかっていて、ちょっと頭がまわる子なら、こちらの用意が整う前に奇き襲しゆうするくらいのことは考えるでしょ」


「頭がまわる子なら、そうですが……」


「お嬢さまは、まわらない子だったのね」


　眞子の手がガムテープをちぎり、アルマの口の上にやさしく貼はりつけた。これから処しよ刑けいされる咎とが人にんをあわれむ女王の手つきだ。


　心残りもなく、威い厳げんにみちた歩度で階段をのぼり往ゆく眞子の背中が、廊ろう下かに消えた。


　扉とびらが閉じ、石を叩たたいたような音が、講堂の空気を震しん撼かんさせた。





　かつての英国では、家屋の窓に税金が課せられていたので、民家の壁かべに備えつけられる窓の数はきわめて制限されていた。大きなフランス窓にゆらめくレースの日よけカーテンは、それだけでも居住者の富裕な身分を証明するものといえた。


　そんな事情もあり、民衆はサンタクロースが（空き巣や間男も）出入りすることができる通路を暖だん炉ろの煙えん突とつくらいしか思いつかなかったのだという冗じよう談だんを、ユーフロジーヌは聞いたことがある。


「サンタさんにくらべたら、わたしはずっと楽ちんね」


　なんといっても、件くだんの北ほく欧おうの老ろう爺やは、目玉を取りはずして、それを室外機用の通気口から落とすなんていう器用な真似まねはできなかっただろうから。


　ユーフロジーヌの頭は、アルマや眞子が考えているよりは、いくらか回転がよかった。


　真っ正直に玄げん関かんから入るようなことはしなかったし、礼れい儀ぎ正しく、先方に来訪を告げるようなこともしなかった。もとより罠であろうことは承知している。


　一階の廊下は無人だった。


　建物のすぐ内側は、コの字形の回廊となっており、講堂はそのコの文字にかこまれた構造になっている。中へ入るには、正面の出入口と左右ふたつの補助的な扉、それだけしかない。


　両りよう翼よくの廊下は、講堂内部の階段形にあわせて、ゆるやかな勾こう配ばいをもっている。左右の補助扉は、もっとも低い位置にある教壇の横に配されているのだ。


　その扉のほかに、廊下の突つき当たりには、別個の部屋への入口がある。青い人形の紋もん章しようのようなものから察するに、男性用の手洗いレストルームだろう。


　講堂へ入る前に、まず屋内へと入らねばならない。


「あら、罠っぽいもの発見」


　旧館に隣りん接せつする駐ちゆう輪りん場じようの屋根にしゃがんだユーフロジーヌは、凧たこ糸いとを巻きとっていた両手の動きを止めた。その糸の先は、通気口から落としこんだ眼球の筋繊せん維いにむすびつけてある。


　糸に引かれて絨じゆう毯たんの上を跳はねた目玉が、窓まど枠わくの裏にしかけられた金属のきらめきを一いつ瞬しゆんとらえた。おそらく、すべての窓に同様の手がくわえられているはずだ。


「よーし。それなら」


　侍じ女じよの愛用品である鞄かばんの中をまさぐったユーフロジーヌは、目当てのものを取りだした。


「べたべたする茶色い紙～」


　日本の子供に大人気だというコミックの主人公──青いネコ型ロボットの口調をまねて、だれにともなくガムテープのロールを掲かかげてみせる。


「声優さんが代わってしまったのよね……なんで、わたしがそんなこと知ってるのかわからないけれど」


　考えられるとすれば、アルマの記き憶おくを移植されたとき、彼女がパソコンで収集した情報の一部、よぶんな雑学知識がまぎれこんでしまったのかもしれない。


　窓ガラスを割るのに、大きな音をたてると都合がよくないのは、図書館のときにさんざん思い知らされた。まずガムテープで鍵かぎの近辺を貼り固め、その上から小突いて、ほぼ無音のまま破は片へんを除去する。


「次は、ハサミ～。ええと、これを……ちょきん」


　ガラスに穿うがちぬかれた鋭えい角かく的な穴から、文具鋏ばさみを挿さし入れ、わずかな明かりを反射する天蚕糸てぐすを切断して、一丁あがり。


　その糸に体が引っかかると、頭上から鉄板が滑すべり落ちてくる仕組みらしかった。さしずめ、即そく席せきの断頭台ギヨテイーヌといったところだ。


「よいしょ、っと」


　慎しん重ちように押し開けた窓から、先に鞄を抛ほうり、間を置かずにみずからも床ゆかに飛び降りる。


　──いや、窓の縁へりから足がはなれる寸前、落下した鞄が、絨毯を喰くいやぶって跳ねあがった銀の牙きばにかぶりつかれたのを見て、あわてて踏ふみとどまった。


「あわわっ……」


　両りよう腕うでをばたばたさせて、なんとか前ぜん傾けいした体のバランスを確保する。


　猟りよう師しが熊くまや狼おおかみなどの害がい獣じゆうを捕ほ殺さつするのに使う、いわゆる虎とら鋏ばさみだ。絨毯の下、床石を部分的にはがして、そのくぼみに埋まい設せつしてあったらしい。思い出してみると、最初、地下室から上がってきたとき、この廊下には絨毯など敷しかれていなかった。急ごしらえの罠を隠かくすために、人間たちが智ち慧えをしぼったのだろう。


　上から俯ふ瞰かんしただけでは、どこに罠が敷ふ設せつされているのか、見当もつかない。となれば、安全な着地点はひとつしかなかった。


「ごめんなさいね、アルマ・Ｖ」


　そう詫わびてから跳とび、ひまわりのアプリケを踏みつける。


　と同時に、膝ひざを屈くつ曲きよくして右手で絨毯をつかみ、一気にめくり上げた。


「えいっ」


　めくるといっても、分厚い緞どん帳ちようのような生き地じである。面積を考えれば、そうとうな重さであり、床と生地との間に生じる真空の密着力もかなりのもののはずだが、表面を大きくたゆませた波に誘いざなわれるように、坂に逆らいつつ末まつ端たんからくるくると巻きこまれて、あっという間に筒つつ状じようにまとめられてしまった。


　どすん、と鞄にぶつかって停止した絨毯の筒に、片足を乗せて、ユーフロジーヌは得意だ。


「これですっきりね。あの由衣っていう人みたいには上手にできなかったけれど」


　ユーフロジーヌがいる場所から、廊下の突き当たりまで、狡こう猾かつな覆おおいは追放され、本来の床が石いし畳だたみの素す肌はだをあらわにしている。


　案の定、各おの々おのの窓の下あたりには、虎鋏が仕込まれていた。それ以外にも、扉に向かう床のところどころに、鮫さめの顎門あぎとに似た凶きよう器きが、鉄の牙を光らせている。


　だが、その位置さえわかっていれば、もはや罠としての機能はなきにひとしい。


　ユーフロジーヌは悠ゆう々ゆうと補助扉の前までやってくると、ぴょん、と軽く跳ねて、両手の指を鴨かも居いにかけた。そのまま鉄棒で懸けん垂すいをする要領で、扉の上の欄らん間まにあたる部分の窓から、講堂の内部をのぞき見る。


「アルマ……！」


　大声で呼びかけたい衝しよう動どうを殺すのに苦労した。


　教きよう壇だんが邪じや教きようの祭壇なら、侍女はまるで生いけ贄にえの処女である。深緑色の巨きよ大だいな黒板を背にして、縄なわでがんじがらめにされたアルマは、海魔クラーケンへの捧ささげ物のように吊つるされていた。


「……というより、釣つりの餌えさみたい」


　それが正直な感想だ。実際、それは正しい。


　アルマが釣り餌えで、ユーフロジーヌは釣り針を呑むヤマメだ。


　講堂の中に、ほかの人ひと影かげはなかった。この小窓から視し認にんできる範はん囲いには。


　壁かべ越ごしではあるが、物音も人間の体たい臭しゆうも感じられない。やはり交こう渉しようなどではなかったのだ。それを傍ぼう証しようするかのように、室内の床には罠が張りめぐらされていた。


　扉から教壇までの間は、地じ獄ごくの針山のごとき様相である。鉄板にＶ字の切り込みを無数に入れ、それを直角に折りまげて刃やいばとした、きわめて簡便なものだが、隙間なく敷きつめてあれば立派な武者返しだ。不用意に侵しん入にゆうしたものは、五センチ以上もある刃に足裏をつらぬかれるだろうし、それ以前に、扉を開けてこの光景を見れば、とても踏みこめるものではない。


　それに、扉自体にも、さっきの窓のような仕し掛かけがないという保証はなかった。


「それじゃあ、扉から入らなければいいのね」


　いったん床に降りて、ユーフロジーヌは廊下の坂をややもどった。


　壁には、欄間と同じ高さに、長方形の小窓がいくつかある。常人であれば、脚きや立たつでもなければ手もとどかないであろうし、そもそも出入りするには狭せますぎる。


　だが、ユーフロジーヌは常人ではなかったし、幸い、華きや奢しやな少女である。


　肩かたにかけた鞄の具合を入念にたしかめ、とん、とん、と何度か素す足あしをはずませた直後、いきなり跳ちよう躍やく。上下の方向さえ別にすれば、それは水に飛びこむ競泳選手のようだった。


　伸のばした両手の指先から、するり、と横長の隙間に吸いこまれる。


「うぐっ！」


　上半身が室内に入ったところで、いきなりユーフロジーヌの体が止まった。窓枠におしりと鞄がつまってしまったのだ。鞄のベルトに首をしめられ、目を白黒させる。


「く、くまのプーさん」


　ぶらーん、と手足の力を抜ぬいて、はちみつ食べたさに樹きのうろに体がはまってしまったぬいぐるみの気分を、しばし味わう。


「……なんて途と方ほうに暮れている場合ではないのだったわ」


　なんとか事態を打開せねばならない。もぞもぞとおしりを動かして、腰こしの部分に当たっている鞄を体の横に移動させつつ、こんなみっともない恰かつ好こうを他人に見られなくて本当によかった、と赤面する。


　いや、目もく撃げき者はちゃんといた。


　黒板の前にぶらさがっているアルマと目が合い、ユーフロジーヌは身動きを止めた。


「………」


「た……助けにきたわよぅ」


「………」


　口をふさがれているようで、無言だが、それだけに視線の冷たさが身に沁しみた。


「だだ、だいじょうぶだからっ。こんなの計算のうちだからっ」


　懸けん命めいに言いつくろいながら、あたふたと手を振ふってみせる。ここは一刻も早く、主人としての威い風ふうを示さなくては。


　壁かべに両手を押しつけて、ぐっと力をこめると、さしたる抵てい抗こうもなく下半身は抜けた。その勢いのまま宙で前転し、階段状につらなる学生用の卓たくの上に、華か麗れいに着地。
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　床に足をつけないのは、そこにも扉とびらの前と同じく、鋭えい利りな棘とげを逆立てた鉄板が敷かれていたからである。人間たちはかなり周しゆう到とうだ。この小さな窓からの侵入も想定していたらしい。


　しかし、ユーフロジーヌの身体能力をいくぶん過小に測っていたとみえる。床を踏まず、壁からは距きよ離りがある机に直接、身を移せば問題はないのだ。


　と、それは少々、早計だったようだ。


「あららっ？」


　着地した刹せつ那な、がたん、と足もとが傾かたむいた。横にならんで着席した五、六人が共有するかたちの机は、一枚の長い板である。それが、ユーフロジーヌの体重を受けて、きれいに傾けい斜しやした。


　転てん倒とうすれば、地上は文字どおり、針のむしろである。


　間かん一いつ髪ぱつ、前の机に飛び移り、難を逃のがれたが、その机もまた、つかの間の安住の地とさえなってはくれなかった。


「わっ、わっ、わわっ！」


　おそらく、すべての卓の留め具がはずされていたのだろう。さながら、水に浮ういた紙を踏むようなものだ。ばたばたとドミノよろしく倒とう壊かいする机から机へと、ユーフロジーヌは必死で跳はね移る。前に向かって。空中を疾しつ走そうするように。


　最前列の机の天板ではなく、安定した支えの部分を蹴けって、大きく飛ひ翔しようしたユーフロジーヌは、短たん剣けんの海を眼下にまたいで、教卓の上に舞まい降りた。


　──到着だ。


　もはや、手を伸ばせばアルマの顔に触ふれられる距離である。


　人間の奸かん計けいに勝った。ユーフロジーヌは安あん堵どと愛情をこめて、侍女にほほえみかけた。


「お待たせ、アルマ・Ｖ」


「………」


「なぁに？」


　発声を禁じられたアルマが、何度も首を使って頭上への注意をうながしていることを、ユーフロジーヌは理解できなかった。


「わかった。キリンさんの真似まねでしょ？」


「んむむーっ！」（たぶん、阿あ呆ほかーっ、だろう）


「冗じよう談だんよ。今、取ってあげるからね」


　強力な粘ねん着ちやく性で声を奪うばっていた邪じや魔ま者ものが去るなり、アルマは絶ぜつ叫きようした。


「逃にげてください！　早く！」


「な」


　なぜ、と問い返そうと口を開いたユーフロジーヌの全身を、強い衝撃が襲おそった。


　半はん瞬しゆん遅おくれて、ざんっ、と教壇全体に水しぶきが乱らん舞ぶした。


　さらに遅れて、ユーフロジーヌの顔に影かげが射さし、ごわぁん、と脳天で鈍どん音おんが響ひびいた。


　床に落下して、もう一度、ごわぁん、と楽器じみた音を立てたのは、金ダライである。洗せん濯たくなどに使用する、特大のものだ。


「……なぜ？」


　ゆぁんゆぁん、と余よ韻いんを引きながら躍おどるタライを見おろし、茫ぼう然ぜんとユーフロジーヌはつぶやいた。なぜ、頭の上からタライが。


　ユーフロジーヌの体の表面を這はい降りた水が、教卓からぼたぼたと流れ落ちる。つんとした刺し激げき臭しゆうが室内に充じゆう満まんしていた。水ではない。


「灯油です。まんまとやられました」


「平気よ。なんともないわ」


「それだけでは、ただの液体にすぎませんが……」


　文具鋏でロープを切断され、ひさしぶりに自分の両足で地を踏ふんだアルマが、緊きん縛ばくの名残なごりである腕の痣あざをさすりさすり、正面扉のほうへと目をやった。
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　その重じゆう厚こうな扉と壁とのかすかな空くう隙げきから、白い煙けむりがただよっている。その弱い煙は、しかし、ものが燃ねん焼しようする強い臭においを運んできた。


　意外なほどの速さで、扉とその周囲の床ゆか面めんに火がまわる。外から、灯油が流しこまれているのだ。左右の補助扉からも、すでに炎ほのおが広がりつつあった。


　火の足が速いのは、この講堂が教壇に向かってなだらかな坂になっているからでもある。炎を従えた化石燃料の液体は、重力の命ずるまま、ユーフロジーヌたちのいる教壇に向かって、その包囲の輪を狭せばめてくるのだ。


「非常にまずい状じよう況きようです」


「こ、これくらいの火なら、今のうちに走りぬければ」


「無む謀ぼうです。ただでさえ、死体は燃えやすいのです。その上──」


「死体って言うの、禁止！」


「その上、灯油までかけられてしまっては。今や、お嬢じようさまは暖だん炉ろの前の薪まきも同然です。あるいは、火か葬そう場ばの前の──」


「死体って言うの、禁止！」


「……しかし、この建築物には消防法が適用されていないのでしょうか？」


　返答は、講堂の上方からあった。


「スプリンクラーの消火を期待しているのなら、残念ね。警報装置を切ってあるの」


　扉から少しはなれた小窓に、小鳥遊眞子の顔が見える。


　背せ丈たけの低い彼女が、高い位置にある窓から難なくこちらを眺ちよう望ぼうしていられるのは、廊ろう下かにある喫きつ煙えん用のソファに立っているのだろう。


　となりの窓では、皆みな川がわ由衣が無む邪じや気きに、炎の勢いに賛さん嘆たんの声をあげている。


「うおー、こりゃすごいねー。今のうちに消火器の用意しとかなきゃ」


「あの連中が焼け死ぬか窒ちつ息そくしてから、そうね、十分くらいたってから、スプリンクラーを作動させれば、被ひ害がいはこの講堂の中だけで済むでしょ。類焼したところで、やつらさえ殺せればこんな建物」


「でも、この旧館って大正時代の建造物で、県の文化財に登録されてるんだよー」


　灯油を流しこんで着火させたのが彼女たちであることは、疑いない。両側の補助扉の外にも、ほかの人間がいることは明白である。


　しかし、先刻、廊下にはだれもいなかった。おそらく二階か地階に隠かくれており、講堂に入ったユーフロジーヌが灯油を浴びたのを見はからって、それぞれの持ち場に移動し、火をはなったのだ。わざわざタライが落下する仕掛けになっていたのは、その音おん響きようを合図にでもするためだったのだろう。


「眞子ちゃん、なんか壁が熱くなってきたみたい」


「コンクリートが熱を伝導しているのね。融ゆう解かいするほどの高温にはならないと思うけれど、少し離はなれたほうがいいかもしれない」


「そうだね。窓開けてると煙もひどいしね」


　壁をへだてた室内は、煙どころの騒さわぎではない。可燃物が机と椅い子すと黒板くらいしかないのが不幸中の幸いではあるが、灯油の燃焼力が、それを帳消しにしている。


　わずか数十秒、講堂の中央と両りよう端たんにある通路の階段をおもな進路として、炎はみるみる教きよう壇だんに迫せまってきた。すでに半分以上の面積が、オレンジの絨じゆう毯たんに占しめられている。


　炎の舌に執しつ拗ようになめられつづけた木材が、徐じよ々じよに炭へと変化しはじめた。熱の気流に運ばれた灰色の煙が、天てん井じようの付近にわだかまっている。


「困ったわ。どうしましょう」


　いたずら好きの妖精ピスキーみたいに乱舞する火の粉を、ユーフロジーヌは手ではらった。


「灯油まみれのお体で、むやみに火の粉に触れないでください。危険です」


　そう諫かん言げんしてから、アルマは怪け訝げんな顔をした。


「お嬢さま、その手はどうなさったのですか？　たしか右みぎ腕うでの骨は折れていたはずですが」


「ああ、それなら……アロンアルファ～」





　くすり指ほどの黄色いプラスチックの筒つつをつまんで、高々と差しあげてみせる。


　注射器を使って薬やく剤ざいを投とう与よするのと同じやり方で、瞬間接着剤を直接、骨の断面に注入して、骨ほね接つぎしたのだ。痛覚に縛しばられた常人であれば、とても不可能な離れ業わざである。


「またずいぶん思いきった方ほう途とで修理をなさいましたね。で、なんですか、その口真似は？」


「もちろん、ドラえも……」


「けっこうです。それより、両腕が使えるようになられたのは僥ぎよう倖こうでした」


　独特の事務的な歩調で、アルマは教壇の一方へと移動した。


「早くこちらへ。ぐずぐずしていると、本当に火葬されてしまいますよ」


「うん。そうね」


「……何を、薄うす気き味みわるく笑ってらっしゃるのです？」


「いつものあなただなぁ、と思って」


「あたりまえです」


　わけがわからない、というふうに眉み間けんをぎゅっと寄せるアルマに、彼女の愛用品である肩かたがけ鞄かばんを手て渡わたして、ユーフロジーヌはにっこりと破顔した。


「はい。ちょっと汚よごれちゃったけれど」


「ちょっとではありません。ブルドッグに嚙かみつかれでもしたのですか？　灯油のにおいを落とすのも手間ですし、それにこの足あし跡あとは……」


「い、いろいろあったの」


「そのようですね。とりあえず、お礼を申しあげます」


「いえいえ、どういたしまして」


　妙みように所帯じみた挨あい拶さつをするユーフロジーヌのにこやかな笑え顔がおから、アルマはなぜか不ふ機き嫌げんそうに目をそらした。


　おもむろに黒板へと向きなおると、その表面をあちこち叩たたきはじめる。


「お嬢さま、このあたりに穴を開けてください」


「無茶いわないでほしいわ。いくら、わたしが力持ちだからって、コンクリートの壁かべは壊こわせないのよ」


「ここなら、だいじょうぶです。そこの斧おのをお使いになれば、容易にやぶれるはずです」


「そうかしら」


　吟ぎん味みしている時間はない。ユーフロジーヌは、教壇横の壁に設置された防災用具箱の赤い蓋ふたを開いて、内部に収納されていた手て斧おのを取った。柄えから刃はまで金属で作られた鈍どん器きは、それが緊きん急きゆう時のための道具であることを示すため、赤いペンキを塗と布ふされている。


　箱の中には、それとは別に消火器もあった。アルマがそれを持ちあげ、背後に迫りつつある炎の踊おどり子たちに、ホースの射出口を向ける。


　が、把とつ手てを押しこんでも、肝かん心じんの消火剤が出ない。


「故障？」


　ではなかった。消火器の使用説明のシールの上に、もう一枚、紙がセロテープで止められている。美しい行書体で、「残念でした」と走り書きされている。


「あの娘こですか……」


　こんな根こん性じようの曲がった細工をする相手は、人間たちの中でも、眞子のほかには考えられない。


「お嬢さま、時間かせぎの手段がなくなりました。お早くお願いします」


「わかった。そーれっ！」


　ぶん、と体を一回転させ、両手でにぎった斧を黒板に叩きつける。


　長年の間、この学舎に君臨してきたであろう深緑の木板は、はじめてチョークと黒板消し以外のものを身に受けて、その桁けた違ちがいの破は壊かい力に悲鳴をあげた。粉微み塵じんとなった板がはげしく飛び散り、炎の新たな食物となる。


　一度の打だ撃げきで、斧の刃はすでに黒板の裏の壁へき面めんに食いこみ、亀き裂れつをはしらせていた。純じゆん粋すいな鉄筋コンクリート構造ではなく、ここは合成板とモルタル材の上に薄うすくコンクリートを塗布したにすぎないのだ。


　つまり、壁の内側が空くう洞どうになっているわけだ。しかし、どういう理由で。


　それが判明したのは、二度目の斬ざん撃げきの直後であった。


「ぶわっ」


　亀裂の密集した一点に斧を打ちこんだユーフロジーヌは、いきなり視界を覆おおった水の奔ほん流りゆうにのけぞった。


　今度は、灯油などではない。正しよう真しん正しよう銘めいの無害な水だ。


　壁の内部には、水道管が通っていたのである。パリやロンドンの共同住居アパルトマンにも、煙えん突とつと蒸気暖房セントラル・ヒーテイングの管、それに水道の管が壁内に埋まい設せつされていることは一いつ般ぱん的だったので、そのこと自体に驚おどろきはないが、それを破壊した経験があるかとなると、話はまた別である。


　あわてて破損箇か所しよをふさいだ手指の隙すき間まから、水は仮借なく噴ふん出しゆつする。


「た、たいへんよ、アルマ。止まらないわ！」


「押さえてどうするのですか。止まらなくていいのです」


「あ、そうね」


　導管からあふれた水流はときならぬ豪ごう雨うとなって、野放図な炎の跳ちよう梁りようを押しかえしつつあった。舞まいあがった蒸気が、あたりの湿しつ度どを高める。


　さらに壁を掘くつ削さくして、ユーフロジーヌが知ったのは、そこがトイレの個室だということであった。講堂の両側の廊下の突つき当たりに出入口があったことを思い出してみると、黒板のすぐ裏側が手洗い場になっていることは、じつに当然のことである。


　水道管と水槽タンクからとめどなく流出する水を浴びつつ、個室の扉とびらを開けたユーフロジーヌは、見なれぬ光景に両目をまたたいた。


「このチューリップのようなものはなんだと思う？」


「まずまちがいなく、男性用の小便器でしょう」


　アルマの自信には根こん拠きよがあった。今まさに、それを使用中の人物がそこにいたから。


　横一列にならんだチューリップのもっとも出口に近いものを前にした青年が、首だけでこちらを振ふり向いた姿勢で、硬こう直ちよくしている。


　均整のとれた長身に、中性的な美び貌ぼう。阿部昌弘だ。


　口にしている煙草たばこの先から、長くなった灰が落ちた。


「ご……ごめんなさい！　し、知らなかったんです。ここがまさか、殿との方がたのその……あの、見てません！　見てませんから！」


　顔じゅうを紅色にして、ユーフロジーヌは両手で意味もなく視界をかき回した。もっとも、全力で目を閉とざしているため、視界は真っ暗なのだが。


「あ、あー、わた、わたし、うしろ向いてますね。すみません。ごゆっくりどうぞ」


「敵に背を向けないでください！」


「だ、だって、前を向いているわけにはいかないわ」


「いい歳としして、羞はじらう乙女おとめもないでしょうが！」


「……いい歳って、どういう歳なのかしら？」


　叱しつ声せいの一部分にかちんと来て、ユーフロジーヌはふくれっ面つらを侍じ女じよに向けた。


「いいから、彼を捕とらえてください！　早くしないと、おわってしまいます」


　アルマは理解している。一刻をあらそう局面なのだ。


　講堂と男子トイレとの間の突とつ貫かん工事は、短時間ではあったが、かなりの騒そう音おんや振しん動どうを発していたはずだ。さらに、個室の扉から、焼死するはずだったふたりの少女があらわれたとき、この青年が逃にげることができなかったのは──それは今も同じなのだが──用足しの最中であるという生理的な理由によるものだ。


「まさか、壁をぶちやぶるなんて、常識ってもんがねぇのか！」


「そちらこそ、われわれを陥かん穽せいによって殺そうというときに排はい尿にようの用とは、なかなかの胆たん力りよくだと言わせていただきます」


「我が慢まんできなかったもんで、ね」


　いまだ動転から立ち直れないながらも、昌弘は逃とう亡ぼうとは正反対の行動をとった。


　小便器に密着させていた腰こしを離はなして、体をひねる。


「きゃあっ」


　視みえてしまうであろうものを予期して、ユーフロジーヌは顔を手で覆った。


「お嬢じようさま！」


　アルマの叫さけびが、炎ほのおとなったようだった。


　ドレスの裾すそに点ともった火が、水に洗い残された灯油を嗅かぎつけて、たちまち紫むらさき色いろめいた半はん透とう明めいの炎となって、ユーフロジーヌの体を駆かけあがる。


　煙草を投じた昌弘の次の行動は、小便器の上の棚たなのようになった窓まど枠わく部分に置いてあるものを手に取ることだった。


「わ、わあぁっ。燃えちゃう！」


「落ちついてください！　そこの水を浴びればすぐに消えます」


　侍女の的確な指示が、轟ごう音おんとないまぜになった。


　大気そのものが爆ばく裂れつしたかのような、すさまじい振動。目がくらんで、ユーフロジーヌは、水びたしのタイルに尻しり餅もちをついてしまった。


　昌弘の手ににぎられた輪りん胴どう式しき拳けん銃じゆうが、硝しよう煙えんを吹ふかしている。パッチワークされたデニムパンツの股こ間かんのボタンは一番上まで、きちんと留められていた。


　地べたにくずおれたユーフロジーヌの左目は、ぽっかりとした空洞だ。弾だん丸がんが貫ぬけた後頭部は、半分近く欠落している。


　水にひたったスカートの布地から火が失うせ、かわりに白煙が起こった。


「ざまぁみろ！　ゾンビの弱点は頭だったよな」


　勝ち誇ほこった昌弘の注意は、すぐに即そく死し状態の少女から逸そらされた。


「おっと、危ないな」


　軽く身をずらした彼の胸の前を、銀光が擦さつ過かする。巧たくみな歩運びで体を入れかえた昌弘の足あし払ばらいが、やすやすとアルマを転てん倒とうさせた。


　床ゆかで回転するスイス製の十徳ナイフを、白い革かわ製せいのサンダルが個室の奥へと放ほう逐ちくした。


　出入口の手前にある洗面所まで、無様にすべったアルマの背中に、どすっ、とそのサンダルが落下した。青年の体重が乗った靴くつ底ぞこが、か細い脊せき椎ついをきしませ、小さな肺はい腑ふの空気を苦鳴に変えた。


「きみも、ご主人さまのあとを追ったらどうだ？」


「……重いので、どいていただけませんか？」


「おれが男でよかったね。由衣ちゃんだったら、このまま心臓踏ふみつぶしてるぜ」


　悠ゆう揚ようとした口ぶりとは裏はらに、昌弘の右足にはどんどんと体重が集中しつつある。


　アルマの気き丈じような横顔が、さすがに虚きよ勢せいを失った。唇くちびるが空気をもとめて震ふるえ、苦く悶もんに見ひらかれた目に涙なみだがにじむ。


「女の子にこんなことするのは、おれの趣しゆ味みじゃないんだけど、きみらは人間じゃなくて、人殺しの化け物だもんな」


　持ちあがった銃口が、ぴたり、とアルマの側頭部に照準を据すえた。


「けっきょく最後は、人間が勝つわけだ」


　しっかりと両りよう腕うでで銃を安定させ、人差し指で引き金をしぼりかけた昌弘の整った面相が、驚きよう愕がくにゆがんだ。


　洗面台の鏡に吸いついた視線が、微び動どうだにしない。


　鏡像の世界に、即死したはずの少女がたたずんでいた。


　うつむき加減の顔が、彼の肩かた越ごしに見える。首筋に吐と息いきがかかるほどの距きよ離りだ。背にした照明がつくる影かげに塗ぬりつぶされた顔の中で、右側の目だけが、南天の実みたいに赤く点ともっている。


　わずかに生き残った炎が、胸のデコルテに沿って蛇へびの舌みたいにひらめき躍おどり、首や頰ほおの皮ひ膚ふをこがす。


　声もなく、手が伸のびた。


　恐きよう怖ふにかられて身をひるがえした昌弘の右腕が、骨ばった白い手につかまれた。万力のような握あく力りよくが、肉ごと骨を圧おしつぶす。その直前。


「くたばれ！」


　二度目の発はつ砲ぽう。


　喉のどのつけ根に銃弾を受けたユーフロジーヌの体がよろめいた。ほとんど血液らしい血液は散らない。肉の破は片へんが、床と壁かべに付着するばかりだ。


「つ……」


　苦痛に舌打ちしたのは、昌弘のほうだった。唯ゆい一いつの武器は、彼の右手からユーフロジーヌの右手に移動していた。残ったのは灼やけつくような手のひらの痺しびれだけ。


　さらに、少女のほっそりした左の腕が、彼のポロシャツの胸むな倉ぐらをつかまえた。その指が半分ほど欠落しているのは、先ほど、顔面を撃うたれたときに目を覆っていたためだ。


　指の数に関係なく、おそろしい腕わん力りよくで、昌弘は牽けん引いんされた。


　感情のないユーフロジーヌの顔が、一いつ瞬しゆんで肉にく薄はくする。丸々とした赤い月のような眸め。


「そこまで！」


　アルマの凜りん乎ことした一声が割って入らねば、昌弘の頭ず蓋がいは、砲撃にひとしい頭ず突つきを叩たたきこまれて、西瓜すいかのごとく破裂していたにちがいない。


「お嬢さま、そこまでです。この人間は殺さずに、捕ほ縛ばくするべきです」


「だけど……」


　うそのように、ユーフロジーヌの表情がくずれた。片方しか残っていない目から涙があふれ、鼻水がたれる。どちらも、生きた人間の体液とは別物なのだが。


「この人、あなたを踏んづけた……殺そうとした……」


「だいじょうぶです。わたくしなら、このとおり無事です。落ちついてください」


「うん……うん……」


　アルマの小さな手が、なだめるように背中を叩く感かん触しよくに、何度もうなずいて応こたえる。


「わたくしよりも、お嬢さまのほうが損害が大きいですね」


「そういえば……あら、左目が視みえないわ」


「遅っ」





　男子トイレの外には、人間たちが集まっていた。


　銃声を耳にして、各自の持ち場から駆けつけてきたのだろう。ちょうど、阿部昌弘をつれて廊ろう下かに出たところで、曲がり角からやってきた彼らと鉢はち合わせた恰かつ好こうだ。


「昌弘！」


「それ以上、こちらに接近しないようにお願いします」


　武器のつもりか、釘くぎ抜ぬきをかまえた須藤裕紀が、二の足を踏む。


　無数の釘を打ちつけた木製バットをたずさえた皆川由衣が、部屋の掃そう除じ中にゲテモノの昆こん虫ちゆうを見つけた主婦と同じ顔をした。


「うひー、あの子、頭が欠けてるよ……超ちようグロい。ていうか、生きてるし！」


「グロくてすいません……こういう体なんです」


　申し訳なげに頭を下げながら、ユーフロジーヌは、おどおどと廊下を進む。前を行く昌弘の背中に、いつでも手て斧おのを振りおろせる距離を保ちながら。


　後ろ手に縛しばりあげた人ひと質じちを引っぱり、先頭を歩くのはアルマだ。化学繊せん維いのロープは鞄かばんの中に収納してあったものだ。


「全員、右の壁かべ際ぎわにならんで、道をあけてください。ご友人を大切に思うのでしたら」


「す、すみません。通してください。あ、ここの廊下、罠わなだらけですから、気をつけたほうがいいですよー」


「お嬢さま、敵の身を案じないでください。第一、彼らが仕し掛かけた罠です」


「まあ、こういうわけだ。悪いな」


　居直ったように苦っぽく口をゆがめる昌弘を、刃は物ものじみた眞子の目が、まさに両断した。


「恥はじを知りなさい。プライドがあるのなら、今すぐ自決して」


「いやぁ……切腹するにも、縛られてちゃあな」


「舌を咬かみなさい」


「いや……できれば、救出する方向で」


「人質に自害を勧すすめないでもらえますか？　彼は現状では、わたくしたちの財産です」


　追いこまれた美青年に助け船を出したのは、アルマだった。


　憎ぞう悪おをたたえた蒼そう溟めいの眸が、重く湿しめった前まえ髪がみを横になでる侍女を串くし刺ざしにする。


「逃げるつもり？」


「ええ、今は。安全を確保してから、取引に臨のぞむとしましょう」


「取引？」


「はい。もともとこちらの財産であったものを、あなたたちは窃せつ盗とうしました。それの返へん却きやくを求めます。死亡した鴨志田沙也香が持っていたはずです」


「あれか……」


　ため息にも似た昌弘のつぶやきを、アルマは聞き漏もらさなかった。


「知っているのですか？」


「いや。なんでもない」


「お嬢さま、この人間の指を一本ずつ折ってください」


「わ、わかったよ」


　昌弘は利のない抵てい抗こうはしなかった。


「あの石っころだろ。感謝しろよ。沙也香さんの部屋から、おれが見つけたんだ」


「では、今はあなたが？」


「そうじゃない。おれは最初から頼たのまれただけだ、あれを……」


「わかりました」


　声量そのものは小さかったが、その声は冴さえていた。


　当とう惑わくしたふうに頭とう髪はつをかきまぜつつ、小鳥遊修一郎が、その意外に端たん整せいな顔をあげて、昌弘を静かに見すえる。眞子と同じ、青い眸だ。


　その深い水みな底そこを思わせる眸が、ずぶ濡ぬれの侍じ女じよのほうへと動いた。


「それを差しだせば、阿部くんを返してくれるんですね？」


「はい」


「その後の、われわれの安全は？」


「どこへ逃にげようが、ご自由に。わたくしたちも、ここを離はなれます」


「信用できるかよ。おまえら、何人殺したと思ってるんだ？」


「そ、それはですね」


　当然ともいうべき裕紀の反論を受け、ユーフロジーヌが身を乗りだした。


「たしかに、わたしはみなさんのお友達を三人……四人？　くらい殺してしまいましたけれど、ほとんど事故みたいなものだったんです。わたし、本当はみなさんと傷つけあったりせずに、平和的な話しあいでこの問題を解決して、それで、できたらなかよく──」


「ごめん。そっちの子と話してるんだ」


「あ、ですよね……」


　意にも介かいさずに一いつ蹴しゆうされ、ユーフロジーヌは肩かたを落とした。


　落らく胆たんする主人を顧かえりみることもせず、アルマは淡たん々たんと交こう渉しようを再開する。


「信用するかしないかは、そちらの判断におまかせします。ですが、立場は先ほどまでと逆転しているということを、よく心得てください」


「そんな人質で、優位に立ったつもり？　たったひとりの生命とほかの全員の安全、わたしたちがどちらを重視するかわからないわよ」


　徹てつ底ていして、眞子は攻こう撃げき的だ。


　ひょっとしたら、人間側でもっともやっかいな存在は、聡そう明めいでリーダーシップを発揮する昌弘でも格かく闘とう技ぎに熟達した由衣でもなく、この少女かもしれない。


「その判断も、あなたがたに課せられたものです。考える時間を差しあげますので、じゅうぶんに協議して、結論を出してください」


「ご親切に、ありがとう。その時間があなたたちの命取りにならないといいわね。その化け物が不死身かどうかは知らないけれど、壊こわせることはわかったわ」


　眞子の唇に、一筋、剃刀かみそりをはしらせたように、白い歯がのぞいた。


「手足をもいで、頭を落とせば、何もできないでしょう？　寸刻みにして、粉砕機ミキサーで粉々にしても、まだ生きていられるの？」


「さ、さあ。そこまでされたことは、さすがに……」


「眞子、なんてことを言うんだ」


　おびえつつも困惑して、耳のうしろを指で搔かくユーフロジーヌの肩を持つつもりか、あるいは妹の残ざん忍にんな言辞に心を痛めたのか、修一郎が慨がい嘆たんした。


「もったいないじゃないか。仮そめにも、不死身に近い状態だとしたら、とてつもない学究的な価値がある。各分野への貢こう献けんは計り知れないよ。粉々にするなんて、とんでもない。手足を切断するあたりでやめておきなさい」


　この妹にして、この兄ありというべきか。まともな兄妹きようだいではなさそうだ。


「これ以上の話は無む駄だでしょう。三十分後、そちらの結論を聞かせていただきます」


　人間たちの針のような注視を浴びながら、アルマは落ちつきはらって廊下を前進する。


　ロープを引かれた昌弘、最後にユーフロジーヌがあわてて続いた。


　コの字形の廊下の角を折れるが、そのまま玄げん関かんのほうへと向かうことはせず、階段を下りる。地階にあるのは、例の地下倉庫だ。ユーフロジーヌとアルマの百年間の揺ゆり籃かご。


「三十分後、あの倉庫に来てください」


「代表が？」


「いいえ、全員です。ひとり欠けてもいけません」


「罠だ！」


「脛すねに傷があるので、そのような疑惑をもつのです。一名にせよ二名にせよ、人数を限定すれば、あなたがたは生いけ贄にえをだれにするかという議論に時間を浪ろう費ひしてしまうでしょう。これは取引です。目的のものを返却していただくまで、こちらからは何もしません。お約束します。あなたがたも信しん頼らいで応こたえてくださることを期待します」


「………」


　裕紀がそれで納なつ得とくしたとは思えないが、手すりの陰かげに消えるアルマをそれ以上、追つい及きゆうすることはしなかった。


「では、のちほどー」


　最後に、ひかえめに手を振ふるユーフロジーヌの愛想笑いが、階段を下りる歩速にあわせて床ゆか下したに沈しずんでいった。


　にぎにぎと右手の指を軽く開いたり閉じたりするような仕し種ぐさで、挨あい拶さつを返したのは、由衣だけである。ほかの三人は身じろぎもしない。


　雨のような音が、薄うす暗ぐらく煙けむった回廊に降りそそいでいることに、人間たちはようやく気づいたかもしれない。講堂の内部では、スプリンクラーの努力によって、人じん為い的な火災が鎮ちん静せい化しようとしていた。





　地下の空気は、冷たく乾かん燥そうした手で、ひやりと首筋や手の甲こうをなでる。


　そこは地上の季節とは隔かく絶ぜつされた世界であり、水のような無音が四面から沁しみ入って、空間を静せい謐ひつで満たしていた。


「ただいま帰りました」


　ぺこり、と律りち儀ぎにお辞儀をしてから、敷しき居いをまたいだユーフロジーヌを、長身の捕ほ虜りよは不ふ審しんそうに見やった。


「なんか日本人みたいだな」


「えへへ……いろいろ勉強しましたから。言葉も風習も」


「勉強したのは、わたくしです。お嬢じようさまは、わたくしの唇くちびるをふさぎ、舌と舌をからませて、言葉ではなく体を通じて大切な情報を奪うばったのでしょう」


「ごっ、誤解をまねく表現はやめてちょうだい！」


「申し訳ありません。少々、お嬢さまのお鼻の下がのびていらっしゃるようでしたので」


「お鼻の下が？」


　ユーフロジーヌは目を寄せて、形のいい鼻び梁りようと唇の間に指をやった。


「ちっとものびてないわ」


「日本語のお勉強がまだ不ふ充じゆう分ぶんのようですね」


「えっと……どういうことですか？」


　と、助けをもとめられた青年の端整な目もとに、やさしげな笑えみがにじんだ。


「異性に接してよろこんでいる人をからかう言い回しだよ」


「そうなんですか。って、アルマ・Ｖ！」


　ゆでだこみたいに真っ赤になったユーフロジーヌの横顔に、昌弘の顔が接近した。


　西洋人の男性のような野性味はないが、女性的な繊せん細さいさを兼かねそなえた美しい容よう貌ぼうだ。


「あ、あの」


「きみはおれと接してよろこんでるのかな？　おれのほうはうれしいんだけど」


「や……あの……困ります」


「なんで困るの？」


「だって、わたし、その、こんな体ですし……それに歳としもおばさんなんです」


「ぜんぜんおばさんじゃないよ。おれよりもずっと若く見える。その体の疵きずだって気にならないし、ちょっとミイラ……じゃなくて薫くん製せいみたいな匂においがするけど、おれはビーフジャーキー大好きだから」


「ほ、本当ですか？」


「もちろん。そんなに警けい戒かいしないでよ。西洋の文化はスキンシップを重んじるんだよね。友達同士だったら、遠えん慮りよすることもないんじゃない？」


「お友達……ですか？」


　三百年いじめられ通しのひきこもり少女にとって、夢のような響ひびきだ。


「うん。まずは友達ってことで。いいよね？」


「は、はいっ。それは、もちろんっ」


「じゃあ、友達の挨拶」


　睫まつ毛げを下ろしながら、青年が首を傾かたむけ、いよいよ顔を近づけてきた。


　ユーフロジーヌも、あわてて瞼まぶたを閉とざした。がちがちに緊きん張ちようしながら、少し踵かかとを浮うかせ、あごを上げて相手を迎むかえる。


　まさか、すてきな殿との方がたとこういうことをする日がおとずれるなんて。


　死ぬまで、そんな機会はないと思っていたのに（もう死んでいるのだけれど）。


　お父さま。ユーフロジーヌはしあわせです。


「ん……」


「うげほっ」


　薔薇ばらの香かおりのする口づけのかわりに、絞しめられた鶏にわとりの絶鳴が、ユーフロジーヌを夢の世界から引きもどした。


「虜りよ囚しゆうの立場を自覚していないようですね、あなたは」


　段ボール箱や古雑誌を材料にして築かれた山の向こう側で、アルマが力まかせにロープをたぐり寄せて、巨きよ大だいな棚たなに巻きつけている。そのロープの反対側は、昌弘の首を一回まわってから、後ろ手に両手首を縛しばっているのだ。


「いててっ。もうちょっとお手て柔やわらかに頼たのむよ。ジュネーヴ条約で捕虜の人権は保障されているんだぜ」


「わたくしたちは批ひ准じゆんしていませんから、その条約は無効です。頭が半分欠けて、ややレアに焼けた死体を口説こうなどとは、あなたもずいぶん見境のない色しき魔まですね」


「そんな言いぐさは、おれよりご主人さまに失礼だろ」


「あ、慣れてますから」


　ご心配なく、という調子で、ユーフロジーヌは弱く笑った。


　棚に繫けい縛ばくされ、段ボール箱に座らされた昌弘に、アルマの冷え冷えとした金眼が注がれる。


　この若者は気を許せない。


　今、ユーフロジーヌを丸めこもうとしたのも、数時間前、同じく囚とらわれの身であったアルマが須藤裕紀に対してやったことの模も倣ほうだ。いたずらっぽい目つきが、故意にそう試みたという彼の内心を語っている。


「いくつか、質問することがあります。正直に答えることを推すい奨しようします」


「わかってる。あの子の体から、東が盗とったものだろ？」


「やはり、あなたは知っていたのですか」


「おれじゃなくて、小鳥遊先生がな」


　腰こしをおろした青年と、彼の眼前に官かん吏りのように直立した侍じ女じよは、少し後者が上ではあるが、ほとんど顔の高さが同じである。


「小鳥遊修一郎。あの講師に命じられて、東浩ひろしは──」


「ちがう、ちがう。東は勝手に盗ぬすんだんだ。本当は、おれがそうするはずだったんだけど、先を越こされちゃったわけ」


「となると、東浩も、お嬢さまのことを知っていたということですね」


「ああ。沙也香さんもね。あのふたりは、ネットで海外のオカルト情報を調べたり、その手の専門家と交流したりしてるらしいから、そっち方面から知ったんだと思う」


「わたしって有名だったのね……」


「それはどうでしょう。百年も倉庫に放置されていたことを考えると」


　感慨深げに吐と息いきしたユーフロジーヌに、アルマはわずかに首を傾けい斜しやさせて疑問をあらわした。


　昌弘も、侍女に同意のようだ。


「有名ではなかったと思う。小鳥遊先生は西洋の文化史関係の研究をしてるから、資料をあさってるうちに興味をもったとして、東や沙也香さんみたいな学生がお手軽にネットで話を仕入れられるくらいきみが有名になったのは、つい最近のことだ」


「伊い織おりという人物に覚えはありませんか？」


「さあ。……東たちがネットで溜たまり場にしてるオカルト・サイトの管理人だったと思う。でも、おれはアクセスしたことないから、よく知らない」


「情報の発信者の素す性じようがはっきりしないというのは、この時代の特とく徴ちようですね。文書化、映像化された情報の総量そのものが、百年前とは桁けた違ちがいですので、選別するのも苦労です」


　産業革命の以前は、書物そのものが稀き少しようであったため、その執しつ筆ぴつ者はほとんどの場合、上層階級の知識人、聖職者、著ちよ名めいな文人、学者に限定されていた。匿とく名めいであっても、その本が写しや稿こうや増版をへてある程度普ふ及きゆうすれば、それにつれて著述者に関する風説も人口に膾かい炙しやしたものだ。その噂うわさを選別し、おのずと真しん偽ぎをさだめるような知識人のネットワークも存在した。


　ところが、この現代の人間社会においては、ある事こと柄がらについての情報は不自由なく手に入るのだが、そこから必要なものを取捨選せん択たくすることが、まず非常に困難なのだ。あまりにも多くの者が、それぞれの立場から、個々の意図をもって、情報を発信しているため、その真偽より以前に、必要不必要を判断することがきわめてむずかしい。


「地下室の死体や旧日本軍の財宝など、単なる学校の怪かい談だんでおわらせていただきたかったものです。学生たちをけしかけたのは、あなただという話でしたね？」


「ああ。眠ねむり姫ひめの顔を見てみたくなったもんだからね」


「まあ、そんなぁ」


　美青年が片目をつむってみせると、ユーフロジーヌはじつにわかりやすく頰ほおを染めて、照れ隠かくしに指で段ボール箱をぐりぐりする。


　あまりの指の圧力と回転速度に、紙の表面から白はく煙えんがただよいだした。


「お嬢さま。原始人の火起こしでも実じつ践せんなさっているのですか。お嬢さまをはじめ、ここには燃えやすいものが多いのですから、おやめください」


　悩なやめるアリストテレスのように渋しぶい顔で主人を諫いさめてから、アルマはふたたび捕虜に質問を向けた。


「あなたが学生たちをつれてここにやってきたのは、小鳥遊修一郎の使し嗾そうによるものではないのですか？」


「それはちがう。東がネットで調べた話がおもしろそうだったんで、寮りよう生せいの中で興味あるやつだけ残ってもらって──ふつうなら、こんな何もない学校の寮で夏休みつぶしたりしないだろ？　で、みんなで肝きも試だめし半分に、この倉庫をあさってみたんだ」


「では、小鳥遊修一郎に頼まれたということではないと？」


「あの先生は、今度のことには無関係だよ。ただ、東がその子から盗んだ石ころのこと話したら、なんか知らないが譲ゆずってくれっていうもんだから」


　すると、それは東浩から鴨志田沙也香、この昌弘の手を通過して、今はあの若い大学教員のもとにあるというわけだ。羽根がはえているわけでもないのに、よく逃にげる。


「彼が、研究欲よりもあなたの生命を重視することを祈いのったほうがいいようですね」


「おれのことより、きみらも自分たちのことを祈れよ」


　死し刑けい囚しゆうにひとしい境きよう遇ぐうだというのに、この青年のふてぶてしさは見あげたものだ。


「警察の到とう来らいを期待しているのだとしたら、無む駄だです。無線機を破は棄きする前に、虚きよ偽ぎの連れん絡らくをしておきました。助けは来ません」


「……手回しのいいことで。おまけに、おれたちのケイタイはぜんぶ壊こわして、寮の電話は不通。だけど、公衆電話は構内にいくつもある。職員用の電話だってな。裕紀たちが今ごろ通報してるかもしれないぞ」


「あ、それはないと思います」


　いつも教室の隅すみにいる内気な生徒のように、ユーフロジーヌが小さく挙手をした。


「どういうことですか？」


「あなたを助けに来る前、わたし地図を見て、敷しき地ちにある公衆電話の受話器をぜんぶちぎってきたの。外の人たちに知られるとよくないと思って」


「事務室や庶しよ務む課、研究室にも電話はあるぜ」


「それも通じないと思います。学生寮のときのこと思い出して、ほかの建物の電話線も切っちゃいましたから。この建物も」


「ま、まだパソコンのメールで通報するっていう方法が……」


　昌弘の駁ばく論ろんは途と中ちゆうで、使いきった蚊か取とり線せん香こうのように燃え落ちた。


　光回線でも敷ふ設せつしていないかぎり、電話回線が断たたれていては、ネットには接続できない。通信手段という面では、この大学はまさしく外界とは切りはなされているのだ。


「お嬢じようさまにしては賢けん明めいなご判断でした」


「そう？　そう？」


「お嬢さまにしては、です」


　厳格な侍女がめずらしく口にした誉ほめ言葉によろこび、無む邪じや気きに指でピースサインを作ったユーフロジーヌに、すぐさま釘くぎが刺さされた。


　そう。これくらいで浮かれられては困る。この先、判断力や直感を問われる局面はいくつもあるはずだ。いつものように頰を風船にするユーフロジーヌから目をそらしたアルマの表情は、どこか複雑である。


「ところで、お嬢さま。先ほど、彼から取りあげた拳けん銃じゆうはどうしました？」


「あっ」


「……どういう意味の、あっ、でしょうか？」


　みるみる零れい下かにまで落ちこむ侍女の声の温度に、ユーフロジーヌは首をすくめながら、頭を搔かいた。ごまかし笑いが苦しい。


「捨ててきちゃった。だ、だって、あのときは混乱してたし……ね？」


「なるほど」


「……怒おこらないの？」


「わたくしの不注意でした。しっかりと言葉でお嬢さまに指示しておけば、みすみす人間たちに武器を進しん呈ていすることもなかったでしょう。ふつうに考えれば持ってくるだろう、などと常識を期待したわたくしが愚おろかだったのです」


「う、うん……」


　批判されているわけではないのに、馬ば鹿かにされている気がするのはなぜだろう。


　ため息に近い失しつ笑しようが、昌弘の鼻を鳴らした。


「ケアレス・ミスだな。どうやら、おれにもまだ望みがあるらしい」


「その楽観的な精神構造、じつにうらやましいです」


「そうかい？　どう転ぶにしたって、裕紀たちが銃を持っていてくれるのは心強い。それに、外部に危急を知らせる方法だって、まだあるだろ。山を下りればいい」


　いかに通信手段が失われたといっても、ここは太平洋のど真ん中ではない。人間が足を使って移動し、民家の戸を叩たたくか、警察署に注進すればことたりる。


「その点は、ぬかりありません」


　階上の人間たちに課した三十分という時間制限には、ちゃんとした理由があるのだ。


　この大学から、最も寄よりの民家がある商店街までは、バスを利用すればわずかに十分だが、徒歩では四十分以上。走れば三十分でも着くだろうが、すでに五分あまりが経過している上、仲間内での意見統一のために時間を消費することは当然だ。三十分後に下山できているとは、とても考えられない。


　三十分たって、人間たちの背信がはっきりしてからでも、ユーフロジーヌの脚きやく力りよくであれば、じゅうぶんに追いつける。


　もちろん、すべては徒歩という前提の上での計算だが、最初、学生寮の電話線を切断したとき、駐ちゆう輪りん場じようにあった自転車やオートバイは使用不能の状態にしてある。連絡手段を断つ以上に、乗物を壊すことは初歩的な工作だった。


「第一、今すぐ下山したとしても、警察に事情を説明し、応おう援えんがこちらに到とう着ちやくするまで、早く見積もっても一時間強はかかります。それに対して、あなたの寿じゆ命みようは残り三十分弱。ほかの人間たちはいざ知らず、あなたにかぎっては、外部からの救出はないのです」


「……なるほど、きみらはよく考えてる。その苦労には感心させられもするが、やっぱり最後は、おれたち人間には勝てない」


　しばらく顔を伏ふせていた昌弘は、しかし落らく胆たんのために虚きよ脱だつしていたのではなかった。


　首を上げたとき、その面上には不敵な微び笑しようがあった。


　両眼の奥にきらめく一条の信念は、たとえるならば、炎ほのおだ。


「なぜなら、おれたちには友情があるからだ。裕紀や由衣ちゃんは、かならず助けにきてくれる。おれは信じてるぜ！」


「そうですか。お嬢さま、こちらへ」


「なぁに？」


「ちょ、ちょっと待て。流すな、流すな。いいこと言ったんだから」


　すたすたと部屋の奥へ去りかけた少女ふたりを、昌弘のせつなげな訴うつたえが振ふり向かせた。


「あなたがご友人たちを信じるのは自由です。わたくしたちは、あなたの肉体的自由を制限しますが、精神的なそれには関心がありません。以上です」


「ゆ、友情、ファイトです！」


　なぜか、両手の拳こぶしをにぎって激げき励れいしてから、ユーフロジーヌは、もはや捕ほ虜りよには興味なげに歩みゆくアルマを追いかけて、うずたかく山積したがらくたの間に体を滑すべりこませた。


　その先は、一世紀もの星せい霜そう、寝しん室しつとしてきた柩ひつぎがある場所だ。


　人体の骨格標本や動物の剝はく製せい、鉄の処女アイゼルネ・ユングフラウといった大物たちが、その一角には林立している。


「この中身が無傷であるといいのですが」


　アルマの手が横に動くと、白い埃ほこりが除かれて、ニスの光こう沢たくをまとった木目があらわれた。


　床に横たえられた長方形の木箱。


　それもまた、柩であった。







〔Ⅱ巻に続く〕　





あるゾンビ少しよう女じよの災さい難なんⅠ





池いけ端はた　亮りよう
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